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寄 fa 規 = 


1) 寄稿 者 は 会 員 に か ぎる が , 共同 執筆 者 に は 非 会 員 を 含む と と が で きる 。 非 会 員 の も の に つい て は 会 員 の 紹介 

が あっ た 場合 に か ぎり 受理 する と と が ある 。 | 

2) 原稿 は 未 発表 の も の と し , 内 容 は 応用 動物 学 , BACAR, 虐 薬 お よび 防除 器具 な ど に 関す る 原著 論 交 

( 短 報 を 含む ), 新刊 紹介 , DR, 会 報 お よび 時 報 と する 。 

3) 原稿 の 登載 は 編集 委員 会 で きめ る が , 原稿 に は 必要 に 応じ 編集 委員 会 で 手 を 加え る と こと が ある 。 

4) 登載 順序 は 支障 の な いか ぎり 受付 順序 に 従う 。 た だ し 同一 喘 内 で の 順序 は 前 後 す る こと が ある 。 

CR 送り が な を 用 
, 漢字 は 固有 名 詞 を 除き 当 用 漢字 を 用 いる 。 ま た 学術 用 語 は , 文部 省 学術 用 語 分 科 審 議会 な ら び に 日 本 植物 

te 言 審 議 委 員 会 で 定め た も の は こと れ を 用 いる 。 欧文 原稿 は タイ プラ イタ ー で 打つ こと と 。 

6) 生物 名 , 外来 語 , 外国 の 地名 な ど は 片 か な と し , 数 字 は 算 用 数 字 を 用 いる 。 目 本 語 の 』 ョ ー マ 字 つづ り は 慣用 

の 姓名 を 除き 訓令 式 に よる と と 。 

7) RBMORS MI, 欧文 と も 刷り 上 が り 6 ペー ジ ( 図 や 表 を 含ま な い 和 和文 の 場合 に は , 400 字 づ め ゅ 原稿 

用 紙 で 30 枚 前 後 ) 以内 と し , とこ の 制限 ペー ジラ を と える 部 分 に 対し て は 著者 は 実費 を 負担 する 。 

8) 短 報 は 刷り 上 が り 2 ペ ー ジ ( 図 や 表 を 含ま な い 場 合 に は 400 字 づ め 原 稿 用 紙 で 10 枚 前 後 ) 以内 と する 。 

hie cing sh Sa Ea 


(GF) 4. 表題 . 著者 名 ハ . 所 属 名 お よび 所 在 地名 hs ホ . 欧文 摘要 
A Ti ee 
( 順 序 ) イ . 表題 a. 著者 名 WN. 所 属 名 朱 よ び 所 在 地 名 i re a. 和文 摘要 


11) 和文 短 報 の 場合 に は 欧文 表題 , ョ ローマ 字 つ づり の 著者 名 , 欧文 所 属 名 よび 所 在 地名 を , また 欧文 短 報 の 場 介 


合 に は 和文 表題 , 和文 著者 名 , 和文 所 属 名 を 脚 旋 に 入れ る と と 。 な お 和文 の 場合 の 欧文 摘要 お よび 欧文 の 場合 
の 和文 摘要 は つけ な いと と 。 
12) 図 お よび 表 の 説明 は 本 文 が 和 六 の 場合 に は 和文 と する 。 
13) 記 献 の 引用 は 本 文中 に お いて は , 著者 名 CES) ある い は (著者 名 , EH) E5450 Miss] AMO kes 
著者 名 の ABC 順 と し , 表題 は つけ な い 。 
14) 雑誌 名 の 略 名 は 邦文 誌 に つい て は 学術 会 議 の 定め た る の に ょ る (農学 進歩 年 報 に 収録 )。 欧 文 誌 に つい で て は 
Biological Abstracts 7s i u% Chemical Abstracts の 規定 に 従う Ne 
15) Summary は それ だ け で 本 文 の 概要 を 十分 理解 で きる よう な も の と する こと Co 
16) さ し 図 の 差し 入れ 箇所 は 原稿 用 紙 の 欄外 に 泉 記 する こと と 。 


17) さ し 図 は 著者 に お いて あら か し じ し め 1/2 程度 に 縮小 で きる よう に 墨汁 で 描き 必ず 白色 の 厚紙 に は る と と 。 不 」 


完全 な 図 は 下図 料 を 申し 受け る 。 
18) アー ト 紙 印刷 を 希望 の 場合 は 実費 を 申し 愛 け る 。 \ 
19) 原則 と し て 初 校 は 著者 校 と する 。 
20) 既 載 原稿 は 返却 し な い 。 写真 折 よび さ し 図 は 返却 希望 の 旨 を 記し て ある も る の に か ぎり 返却 する 。 


21) 原著 論文 に 対し て は 別刷 50 部 (表紙 付 ) を 贈呈 する 。 そ れ 以 上 の 別刷 を 希望 する 場合 は 50 部 を 単位 と 


TRAVHURI CMS 2h, 別刷 所 要 部 数 ( 贈 星 分 を 含む せ ) を 原稿 の 頭 初 に と 朱 記 する と と 。 
22) 別刷 代 は 表紙 2 円 , 本 区 2 ペー ジ に つき 3 円 (2 ペー ジ 単 位 ) くち いで ある 。 
23) JDC LT 12 BUR OMB (ERE L) SIMET So SNOULO Bl OBB ICOW TA RBBUOBSL ALS 
24) CRAB OIE SG UNCC ICS SA OICL SHRM ST TOMI HAST STL 


25) 原稿 用 紙 は 400 字 づ め (SSC BOW, MMWMEH) の も の を 使用 する と と 。 タ イプ 用 紙 は A4 判 , 厚手 


の も の を 使用 し , 1 枚 26 FLL, 左右 を 2.5cm ずつ ぁ け る こと 5。 
26) 原稿 は 書 劉 便 で 下記 へ 送付 する と と 。 


東京 都 北 区 西ヶ原 虐 林 省 農 業 技術 研究 所 内 
日 本 応用 動物 昆虫 学会 編集 事務 局 
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1. 緒 = 


マメ シン クイ ガ が ガ Grapholitha glycinivorella Marsu- 
MURA は 従来 北方 種 の よう に 考え られ て きた が , わが 国 
さ は 北海 道 か ら 九 州 に 及ぶ 全域 に 分 布 し , し か る 東海 近 
Me, 山陽, 四国 地方 な どの 曖 地 に お いて る も, 分 布 密 度 , 被 
生 程度 は 必ず し も ゃ 低く な い ( 内 藤 , 未 発表 )。 し か し , こ と これ 
で の 本 種 の 生態 に 関す る 研究 は いずれ る ゃ 寒冷 地帯 に 属 
る 北海 道 (KUwayama, 1928; ||, 1928; RAC. 
R, 1954) や 中 国 の 東北 地区 (岡田 , 1948; 東北 農業 科 
窟 研究 所 , 1955; 内 田 ・ 岡 田 , 1937) に お いて 行なわ れ 
の で 本 川 以 南 に お いて は ほとん ど み る べき も の が 
R<, わずか に 二宮 ・ 竹 沢 ・ 秋 山 (1957) が 神奈 川 県 で 
虫 の 消長 を 調査 し た も の が ある に すぎ な い 。 当 地方 に 
3 ける 本 種 の 生態 の 研究 は その よう な 意味 に お いて 重要 
HADI S 。 

本 文 に は いる に さき だ ち , 取り まとめ に あたっ て 責 重 
意見 を 仰い だ 石倉 秀次 博士 , な ら び に 調査 に 援助 を 
二 けた 相坂 斉一 郎 技 営 に 厚く お 礼 申 し 上 げ る 。 


2. 成虫 の 発生 消長 


1. 1 化 期 成虫 の 羽化 消長 

1957 年 の 秋 9~10 月 に 野外 の ダイ ズ さ や か ら 得 た 老 
Whe, 径 10 cm, BX 15 cm の ガラ ス 製 飼育 ポッ 
こ に, あら か じ め 軽 し ょ う 土 を 10 cm 程度 の 深 さ に 入 
STHGAL, 乾燥 を 防ぐ た め に シャ ー レ で ふた を し , な 
きど き 給 水 す る よう に じ た 。 ご これ を 飼育 室内 で 越冬 
せ , 翌年 羽化 し て くる 成虫 を 毎日 調査 し た 。 供 試 ポ ボッ 
数 は 15 個 , 1 個 あ たり の 放 飼 虫 数 は 20~40 頭 と し , 
at 415 頭 を 放 飼 し た 。 これ に 対し て 羽化 成虫 数 は , 成 
四 も 見 られ る よう に , 120 頭 , H 24% に すぎ ず , 残 
D 76% は 大 部 分 寄生 菌 に より , また 一 部 は 乾燥 な ど 
花 め に 死亡 し た と 考え られ る 。 な お 1956, 1958 年 に 
同 規 模 の 越冬 試験 を 行なっ た が , いずれ る 寄生 菌 な ど 
TEDSIEL, 成績 が 得 ら あれ な か っ た こと を 付記 し て お 
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(1960 年 1 月 11 日 受領 ) 


第 1 表 室内 で 飼育 越 羽化 消長 は 第 1 表 に 示す よう 
co: Apes ab Felidae gy 


: シン ク ic, 7 月 3 半 旬 に 始ま り , 同月 
WDA EET 5 we ayo as Ciba LT, 


長 (1953) 
ee OATS AO 1 ERIC IC 
1 | 9  3BLik, DUIBRDL BAB 
3 | 1 MCRRELE, 
AS a OP ate: ite = 
5 | 13 rh pe ca] に 羽化 期間 は 7 月 15 
6 | 39 日 へ 8 月 ll 日 の 約 1 ヵ 月 に 及 
1 36 ん だ 。 こ の 調査 で は 最盛 期 が 後 
3 | "2 ART SAT MORORAR ICE 
00H 4 | 0 “て や を 早期 に 現われ る が , と れ 
6 | 0 は 越冬 場所 の 気温 が 野外 に 比べ 
て いく ぷん 高め あ で あ っ た た め と 
思わ れる 。 


2. 誘 ガ 燈 に よる 誘 殺 数 の 消長 

当 場内 に お いて 本 種 の 発生 の 多い こう ( 洪 ) 積層 地帯 
の 畑 に 予察 用 の 誘 が 燈 (光源 60W) を 設置 し , 1958, 
1959 年 の 2 ヵ年 間 , 本 種 の 誘 殺 数 を 調査 し た 。' そ の 結 
果 は 第 2 表 に 示す と お り で , 初 飛来 は 1958 年 が 7 月 28 
A, 翌 1959 年 は これ より 早く 7 月 15 日 で あっ た 4 飛 
来 数 は 初 飛来 後 閣 次 増加 し , 8 月 第 2~4 半 旬 に は 最盛 
期 に 達し , 以後 減少 し て , 8 月 第 5 半 旬 ~9 月 第 芽 半 旬 
ご ど ごろ に 終息 し た 。 し か し 9 月 の 3, 4 半 旬 ご ろ よ り ぶ た 


第 2 表 マメ シン クイ ガ の 半 旬 別 誘 殺 数 BB) 


EE 
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た び 飛 来 が 見 られ , 10 月 第 1 半 旬 に 終息 する まで , CO - 


間 に 小 きい 発生 の 山 を 形成 し た 。 こ れ は 後述 する 諸 調 査 
の 結果 か ら も ゃ わか る よう に 2 化 期 の も の と 思わ れる 。 


3. ダイ ズ に ほ場 に お ける 産卵 お よび 
幼虫 数 の 時 期 的 消長 

調査 方 法 

当 場 内 で 比較 的 発生 の 多い こう 積 畑 に 面積 5 アー ル の 
試験 ほ場 を 設け , 本 種 の 発生 消長 か らち ら み て いつ で も る 産卵 
に 適し た 若 ざ さや が ある よう に , 極 早 生か ら 極 晩生 まで 各 
BUD ¥ 4 X% 1955~1957 年 の 3 年 間 , 毎年 同一 条件 
の 下 に 栽培 し た 。 極 早生 種 (Ta, I b) は 4 月 下旬 , 早生 
お よび 中 生 種 (La, Ib) は 5 月 中 旬 , 晩生 お よび 極 晩 
生 種 (Tc, Vc) は 6 月 中 旬 の 3 回 に 分 け て 種まき し た 。 
また だ た 株間 は 極 早生 種 で 115 cm 早生 中 生 で 21cm, 
晩生 , MAMET 30 cm ELK, その 他 施 肥 , 管理 な ど 
は すべ て 当 場 の 栽培 基準 に より , 1 品種 あたり の 栽培 面 
積 は 40~60m? と し た 。 調査 は 各 品 種 と も 終 花 期 ご ろ 
か ら 始 め て 収穫 期 ま で , AAS 目 お き の 間 隔 で 行ない , 
5 株 10 本 の ダイ ズ を ラン ダム に 抜き 取り , 産卵 数 を 調 
査 す る と と も に, さや を 分 解 し て 幼 曰 数 を 齢 期 別に 調査 
し た 。 当 地方 で は ショ ロイ チ モ ジ マダ ラメ イガ が 混在 し て 
いる の で , 調査 に あたっ て は 両 種 を 厳密 に 区 別 す る よう 
に し た 。 区 別 の 方 法 は すでに 述べ た の で (正木 ・ 内 藤 , 
1960), こと で は 和 省略 する 。 

1. 産卵 消長 

産卵 調査 を 継続 し て 行なっ た の は 1957 年 の み で あっ 
た た が, 第 1 図 に み ら れ る よう に , 産卵 は 7 月 下旬 に 始ま 
り , 8 月 上 旬 か ら 攻 次 増加 し て 中 旬 に は 最高 に 達し , 下 
人 旬 に は 急速 に 減少 し た 。 以後 9 Atha) OSE CHIMES 
と ん ど み られ な か っ た が , 9 月 下旬 ~10 月 上 旬 に は 再び 
多く な り , 明らか に 2 つの 山 を 形成 し た 。 この よう な 産 
玉 消 長 は 前 述 の 誘 が 粒 に よる 成虫 の 発生 消長 と 時 期 的 に 
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8 月 9 月 
BIR マメ シン クイ が ガ が の 産卵 消長 


(1957 年 


5 ~~ 


ot 


BAG B25 


ELHRMLCHY, 1 化 期 と 2 化 期 が めい りょう に 識別 
され る 。 産卵 量 は 1,2 化 期 と も 大 体 同 程度 で あっ た が , 
前 述 の 成虫 誘 殺 数 は 2 化 期 の ほう が は る か に 少な か っ 
foo: CHWS 2Z(LMOBAU, BUOMPICko ty 2yU 
VIAHORL & TAMAR T Oe OCI MLR 
DNS 9 

2. 幼虫 数 の 時 期 的 消長 

調査 結果 は 第 2 図 に 示す よう に , 各 年 次 と る 大 体 7 月 
下旬 に 発生 が 始ま り , SALAD Oo ARmICH NLT, A 
月 の 中 , 下旬 に 最高 に 達し , 9 月 上 旬 ご ろか ら 洒 次 減少 
LT, 中 , 下旬 で は きわ め て 少数 の も の が 観察 され る だ 
け で あっ た 。 し か し 939 月 下旬 ~10 月 上 旬 ご ろか ら 幼 虫 数 
は 再び 増加 し , 10 月 中 旬 ~11 月 中 旬 に か け て 低い 発生 の 
山 を 形成 し た 。 これが 2 化 期 の も の で あぁ る こと は 笑 いな 


いと こと ろ で ある が , 1,2 化 期 の 産 印 量 だ ほぼ 同数 で あっ 


た に も か か わら ず , 2 化 期 の 幼虫 数 が 非常 に 少な い の は ば 

Rls OVRP CEO 不 下 分 な ご ど な と に まっ で ee 

抗 が より 大 きい た めで は な いか と 思わ ち れ る 。 PRO 

生 が 終息 する 時 期 は 大 体 11 月 下旬 か ら 12 月 上 旬 で あ 

っ た 。 し た が っ て マメ シン クイ ガ の Hao 発生 期間 は 

1,2- 化 期 を 通算 する と きわ め て 長く , 7 月 下旬 か ら 和 Ll 

月 下旬 の 約 3 ヵ月 間 に 及 ん だ 。 発生 量 は 年 に よっ て で 多少 

異な り , 1 化 期 に お いて は 1955 年 が 1956, 1957 年 

比べ て 少な く , 1000 さや ゃ や あぁ あたり の 最高 頭数 は それ ぞ 礼 

49.0,150.4, 150.0 BCH oto MATIC EARN EE FIC 

(内 藤 。1960), 本 種 の 発生 量 は ダイ ズ を 連作 する と と に 

よっ て 増加 し , 輸 作 する と 減少 する 傾向 が ある が , 1955 

年 は ダイ ズ の 栽培 が 初 年 目 で あっ た た め 少 な か っ た の で 

は な いか と 老 え られ る 。 2 化 期 は 発生 が 少な い の で 夷 玩 

は 困難 で あぁ る が , 1 化 期 と は 無関係 に 比較 的 1956 年 が 
少な く , 1957 年 が 多い 傾向 が み ら れ た 。 

次 に 各 調査 時 期 に お ける 幼虫 の 齢 期 構成 の 変動 を , 頭 

数 に お いて 最も 優勢 な 齢 期 を も っ て 各 時 期 に お ける 代表 

齢 期 と し , その 時 期 的 な 動き を みる と 第 3 図 

の よう で ある 。 すなわち , 発生 初期 で る 8 

月 上 ・ 中 旬 ご ろ に は 若 齢 幼虫 が 優勢 で あり 

齢 期 構成 は 若かっ た が , WUC WS 7c & fe 

り , 9 月 上 旬 以 後 は 最終 段階 の 5 wih Has ie 

bBAL Roe, LPL, 9A. Pcl 

CAV EVLA OD Pi 7e HAVE ae Be FRO WV 

ー プ が 生じ , これ は 2 化 期 の も の と 思 ち れる 

が , 9 月 下旬 ~10 月 上 旬 に 始ま っ て 1 化 期 の 

場合 と 同様 , 構 成 は 少 次 若 齢 か ら 老 齢 と な り ) 

10 月 下旬 ~11 月 上 旬 に は 最も 老齢 な 構成 と 


=e ~- 
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in こと これら の 代表 齢 } HH の 各 点 を 店 どぶ 
と 本 図 の よう に , 1,2 化 期 別 々 な S 字 
ARO tis RAK DEM ERASED tute, 


4. 経過 (世代 数 ) に つい て 


本 種 が 2 化す る こと は こと これ ま で 述べ 
て きた と お り で ある が , 2 化す る に し 
て も それ が 完全 に 2 化す る も の か , あ 
は 部 分 的 に 2 化す る も の か を 知る 
eihieeks eee ee 
各 時 期 別 に 野外 の ダイ ズ さ や ゃ から 採集 
し た 1 化 期 5 齢 幼虫 を 室内 に お いて シ 
ャ ー レ で 飼育 し , 2 化す る も の の 割 合 
を 調査 し た 。 LORRI S HOES 
で あっ て , 8 月 の 初め の も の は 個体 数 
が 少な か っ た が , 全部 2 化し た (前 年 
お よび 前 々 年 の 観察 で も 8 月 初め まで 
に 老 熟 し た 幼虫 は 全部 羽化 する こと を 
認め た )。 し か し 8 月 上 ・ 中 旬 ご ろか ら 
洛 次 羽化 し な いで 幼虫 の まま 越冬 に は 
いる も の , すなわち 2 化し な いも の が 
多く な り , 8 月 下旬 に は 更 と 少な く , 
9 月 中 旬 で は 全部 2 化し な いで 越冬 に 


WSS HS 4u%OOO | 
2 9 3 


3 


50 


0 0 
8 月 9 月 10 月 11 月 は いる 。 
第 2 図 マメ シン クイ ガ 幼 虫 の 発生 消長 し た が っ て 当地 方 に お ける 経過 は 完 
全 な る 2 世代 を 営む も の で は な く , 一 部 は 1 化 で 終わ り , 


一 部 【 eae て いる こと と が わか る 。 そ し て 比較 的 早期 
に 発生 し , 8 月 以前 に 5 齢 に 達し た 幼虫 は , いずれ も 
全部 また は 一 部 が 2 化す る よう で ある 。 な お 本 種 の 幼 
虫 の 休 眠 に つい て は まだ 明らか に され て いな い が , 松 
本 ・ 黒 沢 (1958) は 日 長 よ り 温 度 の ほう が 休眠 に 大 き 
影響 する よう だ と 述べ て いる 。 
従来 マメ シン クイ が ガ は 年 HR で ぁ る と され で き 
第 3 表 野外 か ら 時 期 別 に 採集 し た マメ シン クイ 


ガ 5 齢 幼虫 の うち , その まま 越冬 に は いる る % も の 
と , 羽化 し て 次 世代 に 移行 する も の と の 割合 の 


時 期 的 変化 

ae ee | | 2 化す 

に 査 | 越冬 し | 羽化 し | ? 
採集 月 日 | 頭 数 た の | た 8 の | る 割合 
=e ! (%) 
8. 2 | 0 4 100.0 
10-415. | +13 3 10 76.9 
21 14 9 5 35.7 
29 | - 28 11 17 60.7 
31 | 21 18 3 14.3 
8A 9 月 105 11 月 On + | ie et : 2.9 
第 3 図 vevuva~ArA HYDRO RR OMe 17 54 54 0 Oo” 
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た 。 こ れ は 本 論文 の 最初 に も 述べ た よう に, 本 種 の 生態 

の 研究 は 大 部 分 が 北海 道 , 中 国 の 東北 な ど 比 較 的 寒冷 な 
1 化 地帯 に お ける も の で , 本 州 以 南 の 比較 的 暖地 に お け 
る も の は ほとん ど な か っ た か ら で あ る ろ る う が , 近年 に 至っ 
CHAT (1954) が , 上 曖 地 に お いて で て は 2 化す る よう だ と 述 
“A, 三宮 ら (1957) は 調査 の 結果 , 神奈 川 県 で は 2 化し 
で いる ご と を 確認 し た 。 こ と これ ら の 報告 と 筆者 の 調査 結果 
TRE POET SL, KARRCEDUE CIE 1{ECH OBS, 

関東 以 南 で は 2 化す る と みて 差 支 えな いよ うに 思わ れる 
(長野 県 お よび 福島 県 で は 1 化 型 で ある )。 

第 1 化 期 の 発生 時 期 が 暖地 ほど 早い こと は 松本 (1958) 
の 報告 か ら る 推測 で きる が , 三宮 ら (1957) の 調査 と 本 
調査 の 結果 を 比較 する と , 埼玉 県 より 暖地 で ある 神奈 川 
県 の ぼう が リマ 2 半 旬 ほど 発生 時 期 が 早 で よう で ある 6 
2 化 地帯 に お いて は 上 述 の 試験 結果 か ら 1 化 期 の 発生 時 
期 が 早 ま れ ば , 当然 2 化す る も の が 多く な り , 2 化 期 の 
被害 が 増大 する こと こと が 考え られ る が , 実際 に 2 化 期 の 被 
害 が 夫 き く 問 題 に な る の は , 関東 地方 より 温暖 な 地帯 の 
RS 


De fe ERNE 


前 述 の 産卵 お よび 幼虫 数 の 消長 調査 の ほ場 か ら , 収穫 
上 時 に 各区 より 10 株 , 20 本 の ダイ ズ を ラン ダム に 抜き 取 
0, その 全部 に つい て さや ゃ を 取り は ず し , 分 解 し て 被害 
i ODT A A oe a ee! Gi oS Oh paly TiC ZS 
LVPRNVEREORE LIMEBICEM LED, 被害 の 
分 別 方 法 は 腕 出 孔 , 食害 状態 , ふん (BB) の 形状 な ど を 
総合 する と 比較 的 容 易 で ある 。 

同 査 結果 は 第 4 表 に 示す よう に , ダイ ズ の 品種 ,) す な 
わ ち 開花 結実 期 の 早晩 に よっ て 被害 量 が 著しく 異な り ,」 
早生 , 中 生 種 (TT 型 ) の 被害 が 圧倒 的 に 多かっ た が , Hi 
早生 種 (1M) 2 お よび 晩生 , 極 晩生 種 (I, Vil) Ope 
VSS ICDiDotk, Hic lao k 5 ICRA d 
め て 早く , 7 月 中 に 収穫 で きる よう な も の は 被害 が 皆無 
で あっ た 。 こ の よう な 開花 結実 期 と 被害 と の 関係 は 本 種 
の 発生 消長 と よく 一 致し , 第 1 化 期 成 車 の 発生 が 始ま る 


Bult 
aH 


7 月 下旬 以前 に ダイ ズ の 和子 実 が 肥大 成熟 し て し まう よう 
7% DOVE SIU CRED Din <, 発生 産卵 の 最盛 期 に 


あたる 8 月 上 ・ , 旬 ご ろ に 産卵 お よび ふ化 幼虫 の 食 入 に 
好適 の 若 ざ や が 存在 する よう な 早生 , 中 生 種 は 被害 が き 
わ め て 多かっ た 。 晩生 種 の 場合 は すでに 1 化 期 は 終息 し 
て いる が か が , 代 わ つ て 2 化 期 の 被害 が 多少 み ら れ た 。 和 被害 
St te te ot 
様 で あっ て , 1955 年 は 1956, 1957 SEIT LES tT Abie < , 
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MAH _ ダ イズ の 結実 期 と マメ シン クイ ガ の 被害 


| 8 被 害 
| at | 開花 揃 収 穫 期 調 査 ’ 
miele MCW se to 5.” 
1955 | 6.12! 7.25] 3471] 0 
la | 小袖 振 |1956 | 6.15 | 7.25, 304] 0 
1957 | 6.20 | 7.30) 214] 0 
1955 | 6.15 | 8.27] 464 8 
Ib |#h #|1956|6.18| 8.14, 422] 4.3 
1957 | 6.26 | 8.20) 412] 1.0 
isl a 花 1955 | 7.12 | 8.30) 1107 | 12.9 
lB 1956 | 7. 9| 8.24) 1375 | 18.5 
a 埼 1957 | 7.21 | 8.30| 1805 | 18.2 
la | | 
1955 7.127) ¢8:30) 13343) pie 
| 肥 | 1956 7.13 8.29 1334 | 18.7 
| 1957 | 7.21 | 8.30) 1091 | 21.2 
i | | | 
農林 1955 | 7.22 | 9.22) 1012 | 17.8 
3 1956 | 7.16 | 9.21) 1069 | 33.5 
1957 | 7.26 | 9.21) 1779 | 33.9 
2H] Tb 
| mA 1955 | 7.21 | 9.24) 1110] 9.8 
| ‘ef 1 | 1956 | 7.23 | 9.21) 1416 | 16.9 
(1957 | 7.27) 9.21) 884 | 24.6 
| | 1955 | 8.10 | 11.141 134] 1.4 
HAS | 1956 | 8.11 | 11. 2) 1084 | 2.2 
1957) | 8.12 |e ee2iew ol 4s 
Ic 
\ 1955 |) 8.124) 11914)) 221s e5e9 
Ws 光 1956 108.8 Oe eldlaelee COMERS 
1957 | 8.14] 11. 2) 225] 9.3 
1955) Sao 7a eee Oe Se: 
~ |e BF] 1956 | 8.24] 12. 5 334] 0.6 
1957 | 8227 23 = 
Nec < 
ICH || Oy 2 aso), = 
EH | 1956 | 8.24 | 12. 5) 302! oO 
1957 | 8.27 | 12. 3} 307] 2.9 


第 5 表 ダイ ズ の は 種 期 と マメ シン クイ だ ガ の 被害 
(品種 : 農林 25, 1956) 


は 種 期 EH | oa ae 被害 さや 率 
(AA) (Hy | ae See a, 
4.15 el 586 ote 
4.30 Taal 402 37.6 
5.15 7.16 464 31.6 
(Js ib 7.20 513 20.0 
(3), 15 fos) 15) 403 10.0. 
he ttl rip 507 0.6 
7.16 8.20 461 0.7 
7.30 9. 6 714 ols 

後 年 次 ほど 多い 個 向 が み られ た 。 

" 本 種 の 被害 が だ ダイ ズ の 開花 期 や , 結実 期 と 深い 関係 ご 

ある こと は 以上 の 成績 を みて も る 明らか で ある が , ie: 


fe VSR AT 栽培 し , 人 為 的 に BATE Ze 
ening a ae 


1960 年 6 月 


種 は 被害 の 最も 多かっ た 農林 2 号 を 用 い , 1 区 約 4m? 
と し , 栽 堪 方 法 は 発生 消長 調査 に 用 いた ダイ ズ に 進 じ , 
収穫 時 に 各 10 個体 に つい て 同様 に 被害 調査 を 行なっ 
Ko CORR, CVE) (LMIWIT k > CHEE IC KS 
な 差 が あり , 4 月 30 日 は 種 の も の は 最も 被害 が 大き 
く , その 前 後に 遠ざかる に し た が っ て 減少 し , 7 月 以後 
に 種まき し た も の は 非常 に 軽 懲 で あっ た 。 開 花期 か ら み 
る と , 7 月 11 日 開花 ぞろい の も の が 最も 多く , 以後 開 
花期 が 遅れ る に し た が っ て 減少 し , 8 月 に な っ て か ら 開 
花 す る も の は 被害 が きわ め て 少な か っ た 。 し か し 7 月 30 
日 は 種 (9 月 6 日 開花 ) の も の が , わずか な が ら ふ た た 
び 和 被害 が 増加 し て いる の は , 2 化 期 の 被害 を 受け る た め 
tBbns, 


6. 摘 要 


関東 地方 に お ける マメ シン クイ ガ が ガ の 生態 , 特に 発生 消 
長 お よび 被害 に つい て , 1955~1959 年 , 関東 東山 農 試 
( 綺 玉 県 鴻巣 市 ) に お いて 調査 を 行なっ た 。 

第 1 化 期 の 羽化 は 7 月 中 旬 か ら 始 まる が , 誘 が 燈 へ の 
飛来 は 8 月 上 ・ 中 旬 に 最盛 期 が 見 られ , 8 月 下旬 ~9 月 
| 上旬 に は 終息 し た 。 第 2 化 期 は 9 月 中 旬 ~10 月 上 旬 で , 
9 月 下旬 に 最盛 期 が あぁ っ た 。 
| 産卵 数 の 消長 は 成虫 の 発生 消長 と 時 期 的 に 大 体 一 致し 
1 化 期 は 8 月 中 旬 , 2 化 期 は 9 月 下旬 ~10 月 上 旬 に 最 夏 

期 療 あっ た 。 幼虫 数 の 消長 は これ より 遅れ て 1 化 期 は 8 
月 下旬 , 2 化 期 は 10- 月 中 旬 ~11 月 上 旬 に それ ぞ れ 最盛 
衣 期 が あぁ ちっ た 。 し か し 2 化 期 の 幼虫 数 は , 1 化 期 に 比べ て 
は る か に 少な か っ た 。 こ と れ は 気温 の 低下 や 晩生 ダイ ズ の 
和 松 実 不良 な ど に よる 環境 抵抗 が 2 化 期 に お いて より 大 き 
いた め と 老 え られ る 。 
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野外 か ら 得 られ た 1 化 期 5 齢 幼虫 に つい て 2 化す る も 
の の 割合 を 時 期 的 に 調査 する と , 8 月 上 旬 で は 多い が 滝 
次 少な く な り , 9 月 中 旬 以 後 で は 全部 幼虫 の ひま ま 越 冬 に 
は いっ た 。 本 種 は 東北 以 北 で は 年 1 世代 で ある が , 関東 
以 南 で は 2 世代 を 営む も の が あり , 曖 地 で は 2 化す る も 
の が 多い と 思わ れる 。 

本 種 の 被害 は ダイ ズ の 開花 結実 期 と 発生 時 期 に 深い 関 
連 が あり , 当地 方 で は 極 早 生 種 は 回 避 さ れ て 被害 が だ きわ 
めで 少な い が , 早生 , 中 生 種 は 1 化 期 の 発生 時 期 に あ た 
り , 被害 が 最も 多い 。 晩 生 , 極 晩 生 種 は 2 化 期 の 加害 を 
受け る が 被害 は それ ほど 大 きく な い 。 

5| FR 3c mm 
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Summary 


Seasonal Occurrence of the Soy Bean Pod Borer, Grapholitha glycinivorella 
Marsumura, and the Damage Caused by It in Kanto District 


By Atsushi Naito 
Kanto-Tosan National Agricultural Experiment Station, Konosu, Saitama Pref. 


In Japan, the soy bean pod borer, Grapholitha southern half of the country so far. This paper 


glycinivorella Matsumura, is widely distributed gives an account of both Jaboratory and field 
and seriously infests the soy bean pod. However, observations on the seasonal occurrence of the 


this insect pest has been little known in the borer and the damage caused by it.The obser- 
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vations were conducted at Kanto-Tosan National 
Agricultural Experiment Station, from 1955 to 
1959 inclusive. 

The first brood moths commenced the emergence 
in the middle of July and showed the peak 
emergence at the beginning or in the middle of 
August. The second brood moths emerged from 
the middle of September to early October, 
although less in number than the first. 

The seasonal fluctuation of the number of eggs 
investigated in the field at about five day interval, 
almost coincided with the fluctuation of moth 
population. Two peaks, one in the middle of 
August and the other at the end of September 
or at the beginning of October, were observed. 
The first brood larvae were found from late July 
or from early August, and their number in- 
creased rapidly, reaching the peak at the end of 
July. Then the population of the first brood 
inclined. The second brood larvae were observed 
from October to November, but in small number. 
This minority of the second brood seems to be 
attributable to the greater environmental re- 
sistance 


caused by the low temperature in 


autumn, or the poor ripening of late varieties of 


BAG B25 


soy bean which serve as the host plant of the 
second brood larvae. 

To study the hibernating ratio of the first 
brood larvae, matured larvae were collected 
periodically in the field. The hibernating larvae 
were found from the batches collected at the 
All the 


in the middle of September 


beginning or in the middle of August. 
larvae collected 
hibernated. Thus the existence of the partial 
second brood is evident in this district. 

The existence of just one brood of this pod 
borer is known in the area north of Tohoku 
district, but the partial second brood seems to 
exist in the area south of Kanto district. The 
second brood seems to be more dominant in 
the warmer region. 

The damage caused by this pod borer differs 
The 


earliest varieties escape from the attack by the 


considerably by the soy bean varieties. 
first brood larvae, while the early and middle 
varieties are damaged to a greater extent by the 
attack of the first brood The late 


varieties are less damaged by the larvae of the 


larvae. 


second brood. 


ip 
こん 虫 ウ ィ ル ス は 捕食 者 の 体内 で 生存 し うる か 
Franz, J., A. Kriec und R. LANGENBUCH (1955) 
Untersuchungen uber den Einfluss der Pas sage 
durch den Darm von Raubinsekten und Vogeln 
auf die Infektiositat insektenpathogener Viren. 
Zeit. Pflanzenkrankh. u. Pflanzensch. 62 (aye 
721—726. 
こん 虫 に 感染 する ウィ ルス また は 細菌 が 寄生 バチ に ょ よ 
っ て 伝 ば ( 播 ) され る 例 は 知ら うれ て いる が , 捕食 者 に よる 
伝 ぽ ば は ,Birp が 伺 の 軒 の 中 に ウィ ルス 病原 体 を 発見 し た 
以外 に 報告 され て いな い 。 筆者 ら は , マツ ッ ツ ハ バチ Neod- 
iprion sertifer の 多角 体 ウ ィ ルス 病 が , 挿 食 動 物 に ょ 
っ て 伝 ば され うる と と を 明らか に し た 。 
有力 な 捕食 虫 で ある サシ ガメ の 一 種 Rhinocoris ann- 
ulatus IC) (8) FL VINN SF KiB > BA CM 
収 せ し め , サシ ガメ の ふん を 水 に と いて で 食 葉 に 塗り つけ 
て で て, 健全 な マッ ハバ チ の 幼虫 に 与え た と と ろ , Hes 2 


ox 
~10 日 の 間 に す べ て 死亡 し た 。 対照 区 は 10 HRD OH 
亡 個 体 が 現われ た が , 22 日 後に も 20% し か 死な な か 
DS 
挿 食 鳥 と し て は コマ ドリ Erithacus rubecula ゃ 用 い 
て 実験 し た 。 本 種 は 発病 が 明らか と な っ た 幼虫 は 食わ な 
い の で , 病気 の 幼虫 か ら 取 っ た 多角 体 を ゴミ ムジ シラ ダマ ジン 
に 維 り つけ て えさ と し て 与え , と これ を 食べ た 鳥 の ぷ 7 を 
水 に と いて 食 葉 に 塗り つけ , ハバ チ の 幼虫 に 与え だ 。 対 
ROUTH, 水 だ け を 塗っ だ 食 葉 7 ツィ イル ス の っ つい sa 
い ゴ ミ ム シ ダマ シ を 食べ させ た 烏 の ふん を 塗り つけ た だ 焦 
葉 の 2 者 を 用 いた 。 こ と の 実験 結果 も サシ ガメ の 場合 と 同 
様 で , 多角 体 を 食べ た 鳥 の ふん の 中 に は , それ が 生き な 
まま 残っ で いて マツ ハバ パチ に 病気 を 起 ご すこ と が 明記 8 
と な っ た 。 こ と この よう に 捕食 者 の あぁ ある る の は , 病気 と ぞ その 
個体 群 抑 圧 作 用 が 后 抗 し な い ば か り で な く , 病気 の 伝 
を 助け さえ する の で ある 。 ( 農 技 研 伊藤 嘉昭 ) 


日 本 産 カ メ ム シ 上 科 の 幼 期 に 関す る 研究 
X. Eysarcorisis £2 OIEGIRO SHH 


小 林 


ai 


徳島 県 農業 試験 場 


Eysarcoris (Eusarcoris) は カメ ム シ 科 (Pentato- 
midae) に 属す る 一 属 で 日 本 か ら は 現在 6 種 が 知ら れ , 
EEL TWICE RTS 2 種 の ほか は , いずれ る も 上 農作物 
放 特 に よそ モノ 科 や マメ 科 な どの 注目 すべ き 害虫 で ある 。 
Eysarcoris に 近 縁 な も の に Carbula +3 kU Rubiconia 
の 2 属 が あり , Carbula crassiventris (Dattas) タイ ワウ 
ント ゲカ メ ム シ は トカ ラ 列 島 以 北 の 日 本 本 土 か ら は 未 記 
| 録 の 種 で あり , Rubiconia sp.’ は 山地 に 産 す る まれ な 種 
| 類 で ある が , Carbula humerigera Unter トゲ カメ ム 
; シ お よび Rubiconia intermedia (WoLrr) ヒメ カメ ム 
放 シ は ホモ ノ 科 や マメ 科 な どの 農作物 を 害する こと の ある 
| 種類 で ある 。Eysarcoris お よ OT OURO b, R. 
intermedia (Wo.rr), E. guttiger (THUNBERG) マル 
VIRYAXAYBEO C. humerigera Unirr の 幼 
3 期 は , 筆者 (1951, 1953, 1956) に より すでに 報告 され 
で て いる の で 詳細 は それ に 譲り , 本 報 で は E. ventralis 
_(Westwoop) シラ ホシ カメ ムシ , E. parvus UnLER ト 
PUSRUAX ALY, E. lewisi (Scott) オオ トゲ シラ 
ホシ カメ ムシ お よび ELE. fallax Breppin ツヤ マル シラ 
ホシ カメ ムシ *( 長 谷川 新 称 ) の 幼 期 を 記載 し て , これ ら 
| の 属 の 特徴 を 明らか に し た い 。 

RMI SITES RG, ご 懇切 な ど 指導 を 賜 わ っ た 
石原 保 教授 こ 夷 心 よ り 謝意 を 表す る と と も に , 文献 ゃ 材 
料 な ど に つい て 多大 の ご ど 援 助 を 与え そら れ た 長谷 川 仁 技 
Bf, 宮本 正 一 助 教授 , 宮武 陵 夫 氏 お よび 松本 養 技官 ら の 
ど 厚 意 に 厚く お 礼 申 し 上 げ る 。 


Eysarcoris 属 の 幼 期 の 特徴 


A. OA 
#672 GD FI. 初期 に は 淡 黄 か っ ( 褐 ) 色 , ORD ACA 
に は 淡 赤 か っ 色 を 帯び , 眼 点 が 赤色 に 透視 され る 。 贅 か 
く ( 毅 ) 白 色 , 表面 に 多数 の 比較 的 長い 刺 状 突起 を 装う 比 
較 的 大 形 の 顕著 な 網状 構造 を 有 し , それ ら が 黒色 ある い 


竹 名 未詳 で 長谷 川 仁 技官 の ご ど 教示 に よる 。 


は 暗かっ 色 を 帯び る こと に より , BVH) Mic 1 hs k 
び 側壁 に あま り 広 く な い 2 個 ま た は 1 HON HMRC 
成す る 。 受精 孔 突起 は 白色 , 比較 的 長く , や を 内 方 へ 曲 
っ た こん ( 視 ) 棒 状 , 約 20~35 個 。 YRZ> < OBE) WERE BRIX 
よく キチ ン 化 し た 了 T 字 形 , 主として 淡 か っ 色 , 中 心 部 は 
か っ 色 , 全体 透明 の 付属 膜 を 有する 。 卵 塊 は 通常 数 個 な 
いし 十 数 個 の 卵 よ りな り 2 列 , 1 列 ま た は 不 規 則 に 並べ 
られ る が , 卵 塊 が 形成 され ず 個 々 に 産卵 され る と と も あ 
D, 業 裏 , 葉 し ょ う ( 輌 ), 穂 部 , 芽 部 , 花 ら い ( 荻 ) 部 , 
SEA FGO)R, 幼 実 部 ) その 他 各 部 へ 産 付 され る 。 AR 
DOI Carbula, Rubiconia, Eurydema お よび 
Piezodorus な どの 属 の 卵 た 似 て いる が , 最後 の 2 属 の 
INSA IZ CHS ATC, Rubiconia の 卵 は 表面 に 輸 紋 を 
形成 し な い 点 で 容易 に 区 別 さ れ , Carbula の 卵 は か な り 


よく 似 て いる が , 側壁 の 輪 紋 が きわ め て 広く , ほぼ 側 
壁 全体 に 広がっ た 1 輪 の な で ある か , こと の 輸 絞 の 中 に 


上 方 より に 不 あ いり ょ うな 狭い 1 帯 白 色 横 条 を 介在 す 

る に と どまり , めい りょう な 2 輪 を 形成 し な い 点 で 異な 

る 。 

B.  & 

令 の 検索 表 

(6) し ( 克 ) う 包 は 認め られ な い 

(3) 複眼 は あま り 突 出し な い ー…………… 

(2) 複眼 は 顕著 に 突出 する 

(5) 後 胸 此 板 は 中 胸 背 板 よ り 広 いか ほぼ 同 幅 で , 
FR LOWY EFI 区 別 で きる MRS AT 
7A ncn eee p55 Son Bo eNO … 第 2 齢 幼虫 


“eS 1 pas) 


た W DY He 


5 (4) MARIS HARK ORK, 側 縁 は ほぼ と 
D5 0 BERR L ARH!) CE MEV <0 00 FES fR 

6 (1) ALU GDaSwS5nS 

7 (8) BL DISA FEE renee FS 4 tS 

8 (7) 後 し 包 が 顕著 に 発達 する ………… 第 5 tS 


気 門 は な 第 2~7 腹 節 の 結合 板 の 内 方 に 1 個 ず つ Ha 


^ と の 学名 お よび 和 名 は , 石原 保 教授 お よび 長谷 川 仁 技官 の ど 教 示 に よる 。 


(1959 年 7 月 8 日 受領 ) 


に きき 


84 BAD A Bb ab 第 4 巻 BIG 
L, いずれ る も ほぼ 同 大 。 体 は 1 齢 で は 短 だ 円 形 ,)) 2.3 it ee DIAS, 中 央 部 で わずか に くびれ た 長方形 を 革 ら 
で は むし る ろ 短 卵 形 , 4 齢 で は 比較 的 , 5 齢 で は 相当 肩 部 齢 で は 前 胸 後 角 と 中 胸 前 角 が か な り , 3 版 で は それ が 
の 角張っ た 短 だ 円 形 。 体 上 に CC 1 齢 で は re 3-4 齢 に お いて 側 葉 の 複眼 前 方 に お ちず か 

点 刻 を 有 せ ず , 2~5 齢 で sae こと も これ を 有する 。| 中 な 隆起 を , 5 齢 で は 顕著 な 突起 を 有する 点 で 識別 で きる 。 
は E. parvus UHLER © 5 iti Sei 1 EE [al fe 


CH SED VES BU TC UE ELDERS, BU RRIL TED 5 
we TRAM 2 TET, PUBEATARIS 1 齢 で は な め ら か な , 2: 
SHA CIE な め ら か か あぁ あるいは や や さい (者 ) 形 状 ,) 4・5 
齢 で は むし ろ さ い 形 状 を な し , 複眼 の 前 方 に 隆起 また は 
鶴 起 を 有 し な い 。 前 胸 後 角 は EB. parvus UnteR お よび 
E. lewisi (Scott) の 5 齢 に お いて か な り 発 達し , 中 胸 
と ほぼ 同 幅 で ある ほか は 各 齢 と も 特に 発達 する こと な く 
Hg kK ORV, 前 胸 後 角 と 中 胸 前 角 は 各 齢 と も ほぼ 接 す 
Do BMI MIT 2 齢 で は E. parvous Unter BLO E 
fallax Breppin に お いて 中 胸 背 板 と ほぼ 同 幅 で ある ほ 
PVE ROARK OAS, 後 線 と めい りょう に 区 別 で き 
ike AL, 3 lin Chl MORK ORR, HiRISE 0, 
PERE DVD £DICARBI LIT SV, MORRIE 2 ~ 5 iG 
MEWS & GEM, し ゅ う せ ん ( 在 腺 ) 前 部 開口 を 
有する 腹 背 板 は 1 MSCS 紡 氏 形状 また は 長 だ 円 形状 で 
tae icisvyt E. parvus Unter BKO E. lewisi 
(Scott) Cliw7£0, FOUMOMCILL< < UN, 2 
HA LDAVL SEI K CH REBIC CHL SONS, FE 
fe, この 腹 背 板 は 1-2 MCL © 5A PMMA LA 
する も の より 広く , 3 齢 以後 で は 同 幅 も し く は 狭い 。 腹 
部 第 1・2 ee Silk 1~4 we Clk E. lewisi (Scorr) 
の 3-4 齢 に お いて 欠如 も し く は 不 あ めい りょう 
ace, Se 外部 性 徴 は 
4.5 齢 に お いて 第 8-9 腹 節 腹 面 に 認め られ , 4 齢 の 雌 で 
は 第 8 節 後 線 中 央 部 が わずか に 前 方 へ 不 あ いり ょ うな 三 
角形 状 に くぼみ, 雄 で は この 特徴 が 認め られ な い %。 
OWE CVLES 8 HIRRICS Abt > Rae, ARICA 
いり ょ うな 倒 三 角形 状 お う ( 凹 ) 陥 を 有 し , 両者 が か っ 色 
MLAS CHER S71, 第 9 節 中 央 部 は ほぼ 平 た ん 。 HECIET 
れ ら の 特徴 が 認め られ ず , 第 9 節 中 央 部 が 幅広 くく ぼ み 
数 条 の 不 あ いり ょ うな し わ を 有する か , また は 2 条 の 不 
めい りょう な くぼみ を 有する 。 
本 属 の 幼虫 は Carbula お よび Rubiconia に 類似 する 
が , 後者 の 幼虫 は 各 齢 を 通じ 体 上 に 光沢 を 有 し , し ゅ う 
せん 前 部 開 戸 を 有する 腹 背 板 が し ゅ う せ ん 中 部 開口 を 有 


で ある 


5 ti 


する も の より 狭く 2~5 齢 に お いて 腹部 第 1 節 に 腹 背 
板 を 欠き , 4 ~5 齢 に お いて 中 工 が 側 工 より 短い 点 で 区 


別 き され る 。 Carbula 属 幼 虫 は 1 St 
前 部 開口 を 有する 腹 + 


SO は oS 
ADS し ゅ う せ ん 中 部 開口 を 有する 


Eysarcoris RO AAPOR O Fk 
現在 まで の 知見 に お いて , 本 属 は 目 本 に は E. mela- 
APNE LEG) AES Hi C8 INA, 

シラ ホシ カメ ムシ , E. 


nocephalus (FABRICIUS) 


E. ventralis (Wrstwoop) 
guttiger (THUNBERG) YUYIRY AA LAY, E. fallax 
BREDDIN ツヤ マル シラ ホシ カメ ムシ , E. parvus UHLER 
BFYVIRVARZLVYBEO EF. lewist (Scott) Aw 
bFYVAIRVAX AYO 6EBETSA, 
(1) E. melanocephalus (Fasricius, 1775) Y7u 
eg as Td A, 
1775 Cimex melanocephalus Fasricius, Syst. Ent. 
716. 
1835 Eysarcoris melanocephalus Haun, Wanz. II. 
130. 
1904 E. fabricii Kirkatpy, Entom. XXXVII. 281 
(New name). 
1909 E. fabricit Kirkatpy, Cat. Hem. (Het.) I. 
p. 84 (Cat. food plants). 
1923 Eusarcoris Biol. 


ecolo- 


melanocephalus BUTLER, 
Brit. Hem.-Het. 44~45 (Larval stages, 
gical notes). ; 

1947 E. melanosephalus Maccitt, Ent. Mon. Mag. 
83: 59 (Early stages). 

1950 Stollia fabricii Maccitt, Ent. Mon. Mag. 86: 
302~303 (Late stages). 


北海 道 お よび 本 州 の 山地 に 産 し , クチ ビル バナ 科 植 物 
ER MR シベ リヤ コー 
BKEOAET 7) HUKEOIWWILRICA< SATS, APHIS 


お ける 生態 は ほとん ど 未 知 で ある 。 
(2) E. ventralis (WesTwoop, 1837) シラ ホシ ジ カ 

Be, 

1837 Pentatoma ventralis Westwoop, Hope Cat. 1: 
36 (Cat.). 

1902 Eusarcocoris ventralis Distant, Faun. Brit. 
Inds) Rhyne i: 167. 

1914 E. ventralis FLETCHER, Some South Indian 
ass. jo, AFL, 
dere 


Fig. 349 (Very brief notes on 
food plants, economic status, control). 


1929 Eusarcoris ventralis Cornett, Malayan Agr. 


= ae 
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第 1 Eysarcoris ventralis (WegsTwoop) シラ ホシ カメ ムシ 


A: 5N (egg), 
(egg-mass), E: #81 hiss (1st instar), 
instar), H: 8 4 fsb (4th instar), 


co: 結合 板 (connexiva), 
orifices), 11: {i/#é (lateral lobes), 
Imm (calibration, 1mm) 


J. 17 (8): 261~276 (On rice). 

1931 Eusarcocoris ventralis MiLLER, Dept. Agr., 
S. S. & Fed. Malay States, Sci. Ser. No.5, p. 
15 (Bionom.). 

1932 Eysarcoris ventralis Nawa, Ins. World. 36: 

| 291~295 (Ecological notes) 

1948 Eusarcoris ventralis Taxanasui, Nogyo- 
Gaichu-Hen, 63 (Ecological notes, egg, young 
instar). 

日 本 全土 お よび 琉球 , BIS, 東洋 熱帯 地方 な ど に 広く 

分 布 し , 暖地 で は 6・7 月 ご ろ 策 1 世代 成虫 が 出現 し , 

2 世代 ある い は それ 以上 繰り 返す よう で , BR CHER, 

BIve (HH), HH, 石 が き を な どの 間 に 洪 ん で 越冬 する 。 


個体 数 の 多い 種類 で , 普通 ホモ ノ 科 雑草 に 寄生 する が , 


B: 受精 孔 突 起 (micropylar projection), 
F: 2 fjS)f2 (2nd instar), 


I: 第 4 齢 雌 幼 虫 生 殆 節 腹面 (ventral view of the genital 
segments of the 4th instar 2°), J: 同 雄 (ibid. 3), 


虫 生 殖 節 腹面 (ventral view of the genital segments of the 5th instar, ©2), 


C: 卵 か く 破 砕 器 (egg-burster), D: 卵 塊 


G: 83 tim (3rd 
K: $35 9d (Sth instar), L: 335 ene sh 
M: 同 雄 (ibid. 6), 


do: し ゅ う せ ん 開口 有する 腹 背 板 (dorsal plates with odoriferous gland 
ml: 中 葉 (median lobe), 


Op: 著 部 (operculum). fiz 


イネ 特に 早生 種 や 早期 栽培 イネ の 穂 に 大 害 を 及ぼ すこ と 
が ある 。 生態 に つい て は 未知 の 点 が 多い 。 食 草 は , FE 
の SEE EE EE 
Vera FA, SEIS, キキ チ 
PYPFHX, HEVTVRE, mB, ve: 
ee Reels Dad oR oo NS Se ee 
DRFTEEDRICOFETS © 

A. 5A 

長径 約 0.7mm, 
BEIT 2 個 の 比較 的 広い 不 め 8 
受精 孔 突 起 約 54g, 約 25 Sid> < WERE RHE 0.11 
mm, 横 約 0.25mm, JSR RAE. L 十 数 個 の 
PRK OHO, 1 列 ま た は 2 列 に 並べ られ る が , 卵 塊 を 形 


LEVY CHAAR IC HEIRS ISTE EDE<EV 


EIN = ER 


短 径 約 が い 部 に 1 個 , 側 


うな 暗色 輪 を 有する 。 


86 HAGB AH ME BF & a 
B. wR 
SS lap (RR 1.0mm, BAR - high - METAR - 


結合 板 赤 か つ あ ぁ あるいは 暗 赤 か つ 。 腹 部 黄 赤 。 PHARM AR 6 
触角 1 ユ 1~ 3 節 淡 赤 黄 , 4 節 淡 黄 か つ で 基部 わずか に 和 帯 赤 , 
先端 わずか に 淡 灰 色 。 脚 お お むね 淡 赤 黄 , を 節 き わ め て 
淡い 黄 か つ , 先端 暗色 。 体 表 に は つや ゃ を 有する ( 各 齢 共 
通 )。 正中 線上 に お ける 胸 背 板 比 2.8: 2.2: 1。 触角 比 
OS OS S Wael. 

第 2 齢 幼虫 体長 約 1.5mm 。 頭 部 ・ 胸 部 ・ 腹 背 板 ・ 
結 谷 板 暗 か つろ (MEL LChT Hit KEY FOR B 
fi, 接合 線 お よび 腹 背 板 間 は 正中 線 に 治 う 部 分 を 除き ほ 
ぼ 赤 色 。 複眼 赤 黒 。 触角 1 節 基 部 暗 か つ , 1 節 先 端 ~3 
節 淡 赤 黄 , 4 節 淡 黄 か つない し 淡 と う ( 橋 ) 黄 で 先端 部 暗 
色 。 脚 : た い ( 帳 ) 節 基部 ほぼ 暗 か つ , た い 節 先端 お よび 
(FV (RE) isk, ふ 節 淡 黄 か つ で 先端 部 暗色 。 後 胸 費 板 
(SHMOBRL DO DFOICK<, 前 後に 相当 長く て 判然 と 
FARE KIC SES OWREAT S. 体 事 に は 黒色 点 刻 を 装 
5 (2-3 wet), 正中 線上 に お ける 胸 背 板 比 5.0: 
0 Ech 

第 3 齢 幼虫 体長 約 2.3mm 。 頭 部 ・ 胸 部 ・ 腹 背 板 ・ 
結合 板 許 と し て か っ 黒 あ る い は 黒 か つ , 胸部 お よび 結合 
ROWAN CAEN O 5 個体 に より , 胸部 正 
中 線 に 治 う 部 分 しゅう せん 前 部 開口 を 有する 腹 背 板 の 
中 央 部 , 中 部 開 百 を 有する も の の 中 央 部 な ど は 淡 か っ 色 
wir 。 腹 部 主として 淡 黄 か つ , 腹 背 板 間 は 正中 線 に 
治 う 部 分 を 除き 溢 黄 赤 か つ , 結合 板 の ゃ や 内 方 は 点 刻 や 
CH CRE HO, HGRIZIZIEARE, GIR ARE, fk 
角 暗 か つ 』 た だ し 第 1 接合 部 淡 か つ , 第 2-3 HAwMUS 
赤 。 脚 : FEW SHEE UCHR OO, その 先端 お よび けい 箇 
Poh, 付 節 淡 か つ , 先端 部 は 暗色 。 正中 線上 に お ける 
Bewenewo- Ou ASA mires ene 1 So 2 2 
Be Am (AR 3.4mm, BARB - othe UC 
か つ あ る い は 淡 か つ , 胸部 側線 部 は ほぼ 白色 , 頭頂 部 ・ 
側 葉 基部 ・ 複 恨 の ゃ や ゃ 内 方 ・ 胸 部 の 正中 線 に 治 う 部 分 ・ 
し 包 の や や 内 方 な ど は 淡色 。 腹 部: 中央 部 ・ 周 辺 部 ほぼ 
自 色 ある い は きわ め て うす いか っ 色 , 腹 背 板 問 は 正中 線 
ICY 9 BRST 2 BR SRA O AW VIRGO, 結合 板 
の や や ゃ 内 方 は や や 点 刻 密 で 淡 緑 色 を 帯び , 結合 板 問 お よ 
び 接 合 線 は 黄 赤 色 を 帯び る 。 ILPMIZIZATM ARE, 結合 
板 黒 か つ , 外線 部 は ご くう すい か っ 色 。 複 眼 暗 赤黒 。 触 
LRG O, 2 人 節 暗 か つ あ る い は 黒 か つ , 3 節 か っ 黒 
ある い は 黒色 , 4 節 黒 色 』 接合 部 は 白色 ある い は 赤色 を 
MOD 9 Hil: WRK Ob SWE, けい 節 お よ 
び 付 節 基 部 淡 か っ, 付 節 先 端 部 ある い は 第 2 Hi enIRe ps 
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つ 。 体 事 に は 黒 か つ ぁ る い は か っ 色 小 点 刻 を 装う (4・5 
HSIEH), 正中 線上 に お ける 胸 背 板 比 10.3:12.8:1, 
afar 1:1.5:1.2:2.2, 

第 5 齢 幼虫 RSA 5.0mm, Bah - BEE LTR 
か つ , 中 葉 の 大 部 分 ・ 側 工 の 先端 部 な ど は 暗色 , 胸部 側線 
部 は し 包 先 端 部 を 除き ほぼ 白色 , これ に 内 接する 部 分 は 
ほぼ 黒色 , 中 胸 背 板 に は 1 対 の あめ いり まう な ほぼ 白色 の 
円 絞 を 現 わ す 。 腹 部 中 央 部 は ごく うす いか っ 色 を 帯び た 
HA, 周辺 部 ご くう すい か っ 色 和 ご の 両者 間 の や ゃ や 誠 
い 縦 人 条 は や や ゃ や 点 刻 密 で 淡 青 緑色 , FARO ARN tr 
は 赤かっ 色 を 帯び , 後 胸 と 前 部 腹 背 板 間 は 正中 線 に 治 う 
部 分 を 除き 淡 青 緑 , 前 部 と 中 部 の 腹 背 板 間 は 中 央 部 を 除 
Sha, 中 部 と 後部 の 腹 背 板 間 は 中 央 部 を 除き か っ 色 が 
か り , 接合 線 は 淡 赤 色 を 帯び る 。 腹 背 板 幸 と し て 黒色 , 
各 し ゅ う せ ん 開口 部 前 方 お よび 中 ・ 後 部 の も の の 中 央 部 
は ご くう すい 赤かっ 色 を 帯び た 白色 , 前 部 の も の の 中 炭 
部 は ほぼ 腹部 と 同色 。 結 合板 : ADP okemo, 
か っ 色 点 刻 を 装い , 外 方 は ほぼ 特色 で 点 刻 を 欠く 。 複眼 
赤黒 。 人 触角 1-2 Ril, SHid-o7B, 4 節 黒 色 2- 
3 節 先端 は ご くう すい か っ 色 , 3-4 節 基 部 は わずか ご 赤 
色 を 帯び る 。 有 上 脚 人 お お むね か っ 色 , けい 節 先 端 ・ ふ 節 両 節 
先端 な ど は それ ぞ れ 暗 か つ 。 正中 線上 に お ける 胸 背 板 上 比 
6 ee Onn Oneeom 

(3) 


Fi US 


E. guttiger (Tuunserc, 1783) マル シラ ホ ジ 


1783 Cimex guttigerus (sic!) THUNBERG, Nov.. 
Ins Gis ASP IP, By Trice, 44/4 

1902 Eusarcocoris guttiger Distant, Faun. Brit. 
Inds Rhyne 165: 


1914 E. guttiger FLETCHER, Some South Indian 


has, je, Z2YAle 


distr., food plants, economic status, control). 


Fig. 348 (Very brief notes on 


1916 E. guttiger Maki, Formosan Govt. Agr. 
Expt. Sta., Pub. No. 90, 265 p., 24 Fie., Pia 
~14 (Minor pest on mulberry). 

Proc. Third En 
Meet. Pusa, p. 250 (Food plant). 

1931 E. guttiger HorrmMann, Ling. Sci. J. 10 (1): 
113~115 (Food plant, control). 

1932 Eysarcoris guttiger Nawa, Ins. World 36: 

, 291~295 (Ecological notes). 


1920 E. guttiger FLETCHER, 


1948 Eusarcoris guttiger Taxauasut, Nogyo- 


Gaichu-Hen, 63~64 (lst instar, ecological notes). 


1953 E. guttiger Kopayasut, Sci. Rep. Matsuyama 


1960 年 6 月 
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第 2 図 Eysarcoris fallax Breppin 
B: 受精 孔 突 起 (micropylar projection), 
(egg-mass), E: 第 1 齢 幼虫 (1st instar), F: #2 i4yca (2nd instar), G: 第 3 齢 幼虫 (3rd instar), 


A: JN (egg), 


H: #4 fie (4th instar), 


of the genital segments of the 5th instar 9°), 


1mm) 


Agr. Coll. No. 11. 73~89(Eggs, larval stages, 

ecological notes). 

1954 E. guttiger Kopayasut, Shin-Konchu 7 (7): 
25~29 (Ecological notes). 

A, 四国 , 九州 お よび 中 国 , セイ ロン , イン ド , ビ 
ルル マ な ど に 分 布 す る 。 暖地 で は 4 Ak Y 活動 を 始 
®, 第 1 世代 成虫 は 6 月 下旬 ~7 月 下旬 に , 第 2 世代 成 
Hyt 8-9 月 に 出現 し 11 月 上 旬 よ り 越 人 冬 に は いる が , 
給 過 の 早い も の は 年 3 世代 を 繰り 返し , 第 3 世代 成虫 は 
LOA 中旬 ~11 月 上 旬 に 羽化 する 。 越冬 場所 は 前 種 同様 。 
同体 数 が 多く , ダイ ズ や イネ な ど に 寄生 し て 相当 の 被害 
ララ え る こと が ある 。 食 草 は , マメ 科 : ダイ ズ , ア ズ キ , 
GE CS SAE EE LEAS 
ソス イグ クロー パー イエロー ドリ 
MeO, er dC Pe Ra, A TN 
mips AATTY,2FARIZY SHA AGATE: 


I: 第 5 齢 幼虫 (5th instar), 


ツ マル レン ホカ F I 


C: 卵 か く 破 砕 器 (egg-burster), D: Siig 


J: 33 5 felt ch + AAA] (ventral view 
K: 同 雄 Gibid.3), 傍 線 は 1mm (calibration, 


の の 27, AFL, FH, BOF 
To Cop ot ee PRINS Bl Hae ape 
YY UE SEYVVYY, アセ オド まり 6 AFA: 4s 
Fe ead ee pte ey, A eee ee 
dike es iN BEE al SE RR LG Bas Ee 
ED Piles 
(4) E. fallax Breppin, 1913 ツヤ マル シラ ホシ カカ 
BS il 7 
1909 Eusarcoris fallax BREDDIN, Ann. Soc. Ent. 
Belg. 43: Fig. 11 (Not desc.). 
1909 Eysarcoris fallax KirkaLDy, Cat. Hem. 1: 366 
(Cat.). 
1913 Eusarcocoris fallax Breppin, Arch. Naturges 
78 A: 100. 
1958 Eysarcoris fallax Hiura, Nature Study 4 
(9): 100~102 (Food plants). 
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前 種 に 似る が , 体 に 紫 黒 色 の 色調 が 強く , や や 光沢 を 
有する こと と で 容 区 に 区 別 で きる 。 AM, BE, FINO 
山地 や イィ ンド シナ な ど に 分布 す る 。 生態 は 前 種 に 類似 
L, F2HRSSWVUSHOUELEROI RT EI CHS. 
Set. So Bee as 7, 8 SS er ee 
By) Sal sees . ey SS SES Be ee sls 27 
TD, PRES 2 
ND DD YY, LAS LAID., US NS FS 
LI) ARIS FIR DY OH) 5 AAI ABS 
Zia xe NE re eat eke eM SH eS B 
fist 6 HF VAR: 227s Ae Ss 
PV aia Saal, SINS SA ey 5 SS S 
AES, MELE: 4A, rig) =e 
DY, Zpa ON, Ie Vas Wie Be 

A. Op 

長径 約 0.8mm, WE 0.7mm, 。 が い 部 お よび 側壁 
に それ ぞ れ 1 個 の 比較 的 姜 い 不 あ いり ょ うな 暗色 輪 を 
する 。 受精 孔 突 起 約 57 g, 約 26 (23~28) 個 。 卵 か く 
破砕 器 縦 約 0.17mm( 膜 質 部 先端 まで ), 横 約 0.31mm。 
SUPRA ~HI 12 個 内 外 の 卵 よ りな り , 通常 2 TCI 
べら れる 。 

B.  & 

第 1 齢 幼虫 体長 約 1.0mm 。 頭 部 ・ 胸 部 ・ 腹 背 板 ・ 
結合 板 黒 か つ 。 腹 部 帯 か つ 黄 赤 。 複 眼 鮮 紅 。 触角 1 節 基 
部 暗色 , 1 節 先 端 ~3 節 ほ ぼ 黄 色 , 4 節 灰 色 を 帯び 先端 
は 暗色 。 Ail: FeV EIR DO, けい 節 ・ ふ 人 節 ほ ぼ か っ 色 , 
先端 は 暗色 。 体 表 に は つや ゃ を 有する 。 正 中 線上 に お ける 
oi 生計 講和 洒 E258 
第 2 齢 幼虫 体長 約 1.7mm 。 頭 部 ・ 胸 部 ほぼ 黒色 , 
胸部 側 縁 部 は 暗かっ 色 を 帯び る 。 腹 背 板 ・ 結 合板 か っ 黒 
色 , 結合 板 側 線 部 は ほぼ 暗かっ 色 , 腹部 主として ほぼ か 
OF, 腹 背 板付 近 は 淡 赤 黄 。 複眼 暗 赤 (3 WIESE) 6 
触角 1 節 暗色 , 1 節 先 端 お よび 2 MSIE FV LR 
か つ , 3-4 HZ, 4 節 先 端 は 灰色 が か る 。 脚 ほぼ 
FESO, ふ 節 先端 部 は 暗色 を 帯び る (2 
~5 齢 共通 ) 。 体 上 に は つや ゃ と 黒色 粗大 点 刻 を 薬 う (2~ 
5 齢 共通 ) 。 正中 線上 に お ける MAREE 4.3 : 4.5 : 1。 
に 125 

第 3 齢 幼虫 体長 約 2.2mm 。 頭 部 ・ 胸 部 ・ 腹 背 板 ・ 
結合 板 な どの 色彩 は 前 齢 に 似る が , 胸部 お よび 結合 板 の 
側線 部 は か っ 色 を 帯び , 中 胸 旨 板 に 1 対 の 暗かっ 色 小 は 
AGE) HDT. MAL LCR, 腹 背 板付 近 は 
黄色 が か る 。 人 触角 1 節 暗 色 , 1 節 先 端 ~4 節 ほ ぼぼ 黄色 で 
DFPICES HE) HBO, 4 節 先 端 部 は 灰色 。 正中 線 


ET AE 


= 


= 
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ICSU SWORE 5.225.421, 触角 比 1 ユ 16:1.4: 
2 

SAWS (KEK 3.3mm, BANK - Ngeh - MAK - 
結合 板 は 主として か っ 黒 で , わ お わずか に 赤銅 色 光沢 を 有 じ , 
胸部 側 縁 前 半 部 お よび 結合 板 外縁 部 は ほぼ 自 色 。 中 胸 頻 
MIC I MHOKREKABILAGD MDL, AI AROIE 
中 線 に 治 う 部 分 が 淡 か っ 色 を 帯び る こと が ある 。 腹 部 は 
主として 暗 赤 か うっ 色 , MARL ABe TOS (4-5 
齢 共通 ) 。 複眼 赤黒 (4・5 MASE). 触角 1 節 は 基部 近 
く で 暗色 , SHAH DO, 2HELCL CREDO, 56 
端 部 淡 黄 赤 , 3-4 節 ほ ぼ 暗 黄 か つ , 正中 線上 に お ける 胸 
ete 9.5:10.0:1, 触角 比 1:1.5:1.4: 2.3, 

a 5 ecbeh 体長 約 5.0mm。 頭 部 ・ 胸 部 ・ 腹 背 板 ・ 
SRE L LCP O CARE IRE AL, 頭頂 部 は や 
LIX, AMIS MOUKATB, PIARO 1 tows K 
OSE SRI VEABIZIZIER , PAO AAR ABB BB VLR 
っ 色 を 帯び る 。 AR 1 節 基 部 近く 暗色 , その 先端 部 3 
節 の 大 部 分 淡 鞭 か つ , 両端 部 は 2 節 で は 狭く , 3 節 で は 
や や ゃ 広く 暗色 を 帯び , 4 AAO, 正中 線上 に お ける 
Heal epae cad ©= 1123's OG aaa Lia lend sONp le otsearAe | 

(5) E. parvus Unter, 1896 }7YVI7RVYAX AVE 
1896 Eysarcoris parva Uuver, P. U. S. Mus. XIX: 

258. 

1957 Eusarcoris parvus Tsutsui, Ill. Nat. Hist. 
Ist & 5Stha 


Inj. Ins. Jap., I: 116 (Egg-mass, 
instars, ecological notes). : 
本 州 , 四国 , PWC o tid SPEC, 生態 は シラ 

シカ メ ム シシ に 類似 する まう で お る が つま びら の RES 

AA, 特に 早生 種 や 早期 報 培 イ ネ の 穂 に 大 害 を 与え る a 

と が あり , 徳島 地方 で は 本 属 中 最も 被害 が SV. Re 

VE, RI RADA. TASS Se NA ee 

Sa—hkYDe4w, Vay rs 7a) VIA Zee 

バー, ケン ラン ドレ ッ ド クロ ー バ ー, クサ ネム 。 AAW 

ap: Aaa, FOR: ズレ フフ ギ ギク Be See 

Ay «REZ, BRE = 2 eee 


Co 


A. Of 

EE) 0.9mm, 短 径 約 0.8mm 。 が い 部 に 1 個 ) 側 
REIT 2 個 の 比較 的 めい りょう な 暗色 輪 を 有する 。 SRL 
突起 約 57g, 約 35 個 。 卵 か く 破 砕 器 縦 約 0.13mm, 


、 横 約 0.30mm 。 卵 塊 は 通常 12 個 内 外 ぁ あるいは BO 


卵 よ りな り , 2 列 で 並べ られ る 8 | 
Bh 
第 1 齢 幼虫 体長 約 1.1mm, SHG + WOEB - ASCE 


H 


1960 年 6 月 


> 


第 3 Eysarcoris parvus UHLER トゲ シラ ホシ カメ ムシ 


B: 網状 構造 (reticulation), 
E: 卵 塊 (egg-mass), 


A: 5N (egg), 
We (egg-burster), 
instar), H: 第 3 齢 幼虫 (8rd instar), 


(ventral view of the genital segments of the 4th instar 9°), 
M: 3 5 feild He a AAG] (ventral view of the genital segments of the 5th 
傍 線 は Imm (calibration, 1mm) 


FR (5th instar), 
instar 2°), N: fe (ibid. 3), 


店 合板 か っ 黒 な いし 黒色 , RRR A RY Lith, 腹 背 
Ki, 結合 板 の や や 内 方 の 縦 和 休 お よび 接合 線 な ど は 赤色 
必 帯 びる 。 複眼 暗 赤 。 触角 1 Mile, 2-3 節 淡 黄 赤 , 4 
GEAR OO, 先端 部 は 暗色 。 脚 : た い 節 暗色 , けい 
GUS, AMV, 先端 部 は 暗色 。 正中 線上 に お 
謀る 胸 背 板 比 2.8 : 2.0: 1。 触角 比 1:1.2:1.0: 2.6, 
第 2 齢 幼虫 体長 約 1.7mm。 頭 部 ・ 胸 部 ・ 腹 背 板 ・ 
吉谷 板 黒 色 な いし か っ 黒 。 腹 部 地 色 ほぼ 白色 , 腹 背 板 間 
ま 黄 赤 , 結合 板 間 , 結合 板 の や や 内 方 の いく ぷん 点 刻 密 
ま 縦 条 お よび 接合 線 な ど は 赤色 。 複眼 赤黒 (2 ~ 5 tense 
i), MhAG 1 Hine, 2 ~4 節 基 部 淡 黄 か つ , 4 節 先 端 約 
/3 は 暗 脚 : た い 節 か っ 黒 , けい 節 暗 か つ , りょう 
MORK 2/3 は 白色 を 帯び , ふ 節 淡 黄 か つ , 先 


C: 受精 坊 突 起 (micropylar projection), 
F: 第 1 齢 幼虫 (1st instar), 
I: 第 4 齢 幼虫 (4th instar), 
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D: 卵 か く 破 
G: #2 tim (2nd 
J: 34 iii Sh a AE a A 


K: 同 雄 (ibid. 6), L: 85 mish 


体 上 に は 黒色 粗大 点 刻 を 装う (2~4 west 
FARE 中 胸 背 板 と ほぼ 同 幅 で , 円 弧状 に ょ く 
a り teenie VAR ATS. 正中 線上 に お ける 胸 背 
AEEOSO a oeDa ly MG lcelede: 1.012.355 

第 3 shh 体長 約 2.6mm。 頭 部 ・ 胸 部 ・ 腹 背 板 ・ 
結合 板 主 と し て 黒 か つ , た だ し 頭頂 部 ・ 側 葉 中 部 ・ 胸 背 
FRB + BT MOTTA HR OEE BR < ARBS - FART 
RO 1lAWOAR - HEROPMS LOL» F+APAR 
前 方 ・ 結 合板 側線 部 な ど は いずれ も か っ 色 な いし 白色 が 
か る 。 腹 部 は 主として 淡 か つない し は ほぼ 白色 , 結合 板 の 
や や 内 方 の 点 刻 貴 な 部 分 は 淡 黄 白 , その 内 方 の い 
点 刻 密 な 縦 条 は 暗色 , 接 合 線 赤 か つ 。 人 触角 1 節 基 部 暗色 , 
先端 部 は 白 黄 , 2-3 BO, 4 委 基 部 赤 か つ , 先端 


= ae £26 
通 ) 。 AIA 


> $f > 
\ atv 
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DKABDVE 黒色 を 帯び , 3-4 節 基 部 の 接合 部 は ほぼ 赤 
色 。 脚 : た い 節 先端 部 か っ 黒 , 基部 ほぼ 白色, けい 節 暗 
か つう で りょう 部 は ほぼ 白色 な いし 淡 か つ 』 SHPO, 
先端 は 暗色 。 正中 線上 に お ける 胸 背 板 比 4.7: 4.9: 1。 
meat 1 2 1200s 2S 

第 4 we 体長 約 3.4mm。 頭 部 ・ 胸 部 ・ 腹 背 板 ・ 
結合 板 ・ 脚 な どの 色彩 は お お むね 前 見 同 様 か , や や ゃ 淡色 。 
腹部 幸 と し て 暗 緑 , 腹 背 板 付近 お よび 結合 板 の や や 内 方 
部 は 点 刻 少な く ほ ぼ AE, BARRIS 赤 か つ な いし RD 
つ 。 人 触角 1 SHERI ZO, 1 節 先 端 一 4 節 基 部 黄 か つ , 
4 節 の 大 部 分 は 帯 黒 。 正中 線上 に お ける 胸 背 板 比 7.6: 
O74 here ate 11.6 2123. 2) 205,, 
第 5 齢 幼虫 体長 約 5.0mm。 頭 部 ・ 胸 部 地 色 は ほぼ 
自 色 な いじ 淡 か つっ 前 時 色 マ か うっ う 色 粗大 点 刻 を 装 ら 

し 頭 順 部 黒色 , Hh (SEEK - HBE CIEE - AROA 
方 の 1 紋 な ど は 暗色 な いし 黒 か つ , 前 胸 背 板 の 側 縁 部 の 
前 部 約 2/3 お よび 中 胸 背 板 の 1 HOBIE Ae RSE 
EH, この 白色 円 絞 の 外側 は 幅 形 に 黒色 , 前 胸 背 板 側 
継 部 の 後部 約 1/3 は 暗色 , FRAO 1 xO Lie A HE) 
VEHED>O [RB - MARKO, 黒色 点 刻 を 装い , し 
ゅ う せ ん 開 ロ 部 前 方 は 点 刻 を 欠き , MARINI 
な く と も に ほぼ 白色 。 腹 部 地 色 ほぼ 白色 , 結合 板 の や や 
ATLA, その 内 詞 は 点 刻 密 で 灰色 , 接合 線 は 赤色 
あぁ あるいは 淡 赤 。 触角 1-2 節 淡 か つ , 3 節 お よび 4 節 基 
部 黒 か つ , 4 節 の 大 部 分 は 黒色 。 MEL LTKERO, 
た い 節 先端 近く は 黒色 が か り , けい 節 の 基部 近く は か っ 
色 を 淀 び , 先端 部 は 黒 か つ , を 節 ほ ぼ か っ 色 , 先端 部 黒 
色 。 正中 線上 に お ける 胸 背 板 比 1: 1.18 : 0。 触角 比 1: 
Hoty & Meth BPaathes 

(6) E. lewisi (Scort, 1883) NN ケラ ホカ 
BOs 
1883 Stollia lewisi Scorr, T. E. S. Lond., 423, 
Bis TOE 


1920 Eusarcoris lewisi 


Marsumura, Dainippon- 
Gaichu-Zensho, Zen-Pen, 410~411 (Ecological 
notes). 

1932 Eysarcoris lewist Nawa, Ins. World 36: 291 
~295 (Ecological notes). 

AG, AIO Lbs k OMA EICSAL, 本 州 で 
は 比較 的 少な い が , 北海 道 で は 普通 で , イネ , WH, そ 
の 他 ホ モノ BHEMOE HE UTHMHNS, 松村 (1920) 
に よる と , 成虫 態 で 越冬 し , 4・5 月 ご どろ より 活動 を 始 
©, 42 2・3 世代 を 繰り 返す が 7 生態 は ほとん ど 未 知 で 


第 4 巻 Ble 


HS, SH, BEC: 42, Vo FRY 7, Fez 
eo EPIRA, AARZAIF TRY, ae 
LEN, PEOIDT TAA DOs 7 eee ae 
AAS 2 DAR Fie 

A. 5p 

長径 約 1.0mm, MEN 0.9mm, Bvwic 11H, 側 
REC QO LADO & STRAITS BeHSEL 
突起 約 57 we, HISSIE, ON D> < HEME ARMEK O.19mm, 横 約 
0.35mm, 卵 塊 は 通常 12 個 内 外 あ ぁ あるいは 数 個 の 卵 よ り 
な り 2 列 に 並べ られ る 。 

B. 
第 1 齢 幼虫 体長 約 1.2mm, Baab- MOAB - AAR - 
MAMIE Oo MBER Iho 複眼 暗 赤 。 触角 1 Bis 
PO, その 先端 ~4 HAMA DO, 2-3 HOMER 
部 は それ ぞ れ 赤色 が か り , 4 節 先 端 部 は 暗 か つ 。 脚 : だ 
WHO, その 先端 ~ を 節 基 部 黄 か つ , を 節 先 端 部 用 
PO, 正中 線上 に お ける 胸 背 板 比 4.0: 3.3 : 1。 触角 上 比 
Re Weal Re io Ole 

Blo 体長 約 2.0mm。 頭 部 ・ 胸 部 漆黒 , 各 胸 
背 板 側 縁 部 は 後部 を 除き 白色 を 帯び , わずか に 金属 光沢 
を 有する こと が ある 。 腹 背 板 ・ 結 合板 一 様 に 黒色 , ある 
WERT AD RUE OD fi GIO IME PRB Ee OS 。 腹 
部 ご くう すい 黄 か つま た は ほぼ 白色 , 腹 背 板 聞 は 黄色 
帯び た 中 央 部 を 除き 淡 赤 か つ あ ぁ あるいは 淡 か っ 赤 , 接合 線 
は ほぼ 赤色 , MAROC COCALO RA MERA RES 
る い は 灰色 が か っ た 小 は ん 点 を 装う 。 複眼 赤黒 (2 ~5 
齢 共通 ) 。 触 角 1. 節 先端 を 除き 黒色 , 2 節 淡 黄 が か つ 7 先端 
部 淡 赤 , 3 PEL, 両端 部 淡 赤 色 を 帯び , 4 節 ほ ぼ 黒 色 , 
基部 は 灰 黄 。 脚 : た い 節 か っ 黒 , け い 節 幸 と し て か っ 早 ) 
AIRE, FWA DO, EEL LChoBtH 
REE DO, ふ 節 淡 鞭 か つ , SE PREC 
KAMER 9 FMT AAI MOPAR K ORAS DIC <, 
CORNEA Ce CER, FREDO £5 
区 別 で きる 。 正中 線上 に お ける 胸 背 板 比 3\4: 2.6:1, 
i OS 

第 3 ins (ARR 3.0mm, FAM - MEL LUCK 
BDO, Bil - PND PARLE 2 RS 7 < A, 
頭 部 ・ 胸 部 の そ を それぞれ 中 央 部 は ご くう すい か っ 色 , lg 
背 板 の 2 対 の 黒色 厚 化 は ん の 内 方 は RYDER < IER 
色 , 中 葉 の 前 ・ 側 線 部 ・ 側 葉 側 縁 部 ・ 複 眼 内 方 の 厚 化 ぼ 
Ar> HUM ARO 1 xP + HAMAD 2 対 ・ 後 胸 背 板 の † 対 


の 各 有 厚 化 は ん ・ 各 胸 背 板 側線 後 部 な ど は 皆 ほ ぼぼ 黒色 る る 


い は 黒 か つ 。 腹 背 板 黒 か つ , し ゅ う せ ん 前 ・ 中 部 開店 る 


"研究 材料 の 一 部 は 松本 養 披 宮 か ら ど 語 意 ある 送付 を 受け た 。 


1960 7 年 6 月 
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第 4 Eysarcoris lewisi (Scott) オオ トゲ シラ ホシ カメ ムシ 


A: 卵 (egg), 
(egg-mass), E: 第 1 齢 幼虫 (1st instar), 
instar), H: 第 4 齢 幼虫 (4th instar), 


(ventral view of the genital segments of the 5th instar ®), 


(calibration, 1mm) 


角 す る も の の 中 央 部 , 中 ・ Sa alma 
部 お よび し ゅ う せ ん 開口 部 前 方 な ど は 淡 か つま た は に ほ 
Be. 結合 枚 ご くう すい か っ 色 , ane 
BRO STP 7, FARDOPCADIIRMR, そ 
DAT VEC KAVA CURE & tir O, 接合 線 は 黄 か っ 
a ee 
GAEL UCB DO, 2 節 先端 部 お よび 3 節 両 端 部 は 
De, 4 節 ほ ぼ 黒 色 , 基部 は 黄 赤 , HA: Reve fk 部 ほぼ 
£8, 先端 部 暗 か つ , けい 節 中 央 部 淡 か つ , 両端 部 暗 か 
>, 付 節 淡 か つ , 先端 部 は 暗 か つ 。 体 上 に は か っ 黒色 粗 
大 点 刻 を 装う 。 頭 部 お よび 胸部 に 黒色 部 が 多く , か すか 
金属 光沢 を 有する 個体 も あぁ る 。 IEPMELICSY OOF 
RE 5: 5 : 1。 触角 比 1:1.4:1.3: 2.5, 

第 4 齢 幼虫 体長 約 4.0mm。 色彩 は 前 齢 に 似る が , 
= 般 に や や 淡色 で , 腹部 は いく ぶん より 淡 緑 色 。 正中 線 
EWS WOE 8.6:9.6:1, 触角 比 1:1.9: 


B: 受精 孔 突 起 (micropylar projection), 
F: 第 2 齢 幼虫 (2nd instar), G: 第 
I: 第 5 齢 幼虫 (5th instar), 


C: 卵 か く 破 砕 器 (egg-burster), D: Siz 


3 tin $hea (3rd 
J: oR 5 pie 0h ois Ae eB 
K: 同 雄 (ibid. 6), Rit 1mm 


Tio: 227, 

Ons e 体長 約 5.5mm。 頭 部 ・ 胸 部 ご くう すい 
黄 か つ あ るい は ご ど ご くう すい 赤 か つ , PhRMA ABs 
よび 中 胸 背 板 の 1 対 の 円 紋 は 淡 黄 白 , 中 菜 先 端 部 ・ 側 工 
(HUSKER - STR GRAB ERA A OVA( LIZA + BMD ETRRO 1 
AIOFAEVEAD PAS BIAR - DFS BUR EB «SU @ A BB) 
板 基 部 の 1 MONA (BE) EMA, 黒 か つ あ る い 
は 黒色 。 腹 背 板 淡 か つ あ るい は 淡 赤 黒 ,) し ゅ う せ ん 開 ロ 
Pe RE EE 
ぼぼ 白色 。 結 合板 ほぼ 胸部 と 同色 , 後部 は 黒色 ある い は 暗 
色 , 内 線 部 に は 黒色 点 刻 を 不 布 。 腹 部 は 胸部 より や や ゃ 渡 
VIREDO, し ゅ う せ ん 前 ・ 中 部 開口 を 有する 腹 背 板 間 
は 淡 赤 か つ , 前 部 開口 を 有する も の の 前 方 は ご どく わずか 
NE Rt 
方 に は 点 刻 王 な 小 だ 円 紋 列 を 形成 し , その 内 方 は や や 点 
AEE CF DIC BIRE RISER ERIC S » HLA LOE 
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か つ , 革 部 は か っ 色 ま た は 暗 か つ , 2 節 暗 か つま た は ね 
地 か に 暗色 を 帯び た か っ 色 , 3 HAE O, Ferme 
色 , 4 節 お お むね 黒色 , 3 節 両 端 の 接合 部 は ほぼ 白色 。 
Rl: た い 節 主 と LCR PO, Ferm RO, けい 節 淡 
#po, 先端 部 お よび 共 部 黒 か つ , 付 節 か っ 黒 , 基部 で 
HED, 体 上 と は 昧 色 ~ か っ 色 粗 大 点 刻 を 装う 。 正中 
線上 に お ける MOM 1:1.18:0, file 1: 2.0: 
Inf 8 Pais 


Rubiconia 属 の 幼 期 の 特徴 


HAGE, 四国 , 九州 ), 中 国 , シベ リア , 欧州 な ど 
旧 北 区 に 広く 分 布 す る Rubiconia intermedia (WoLFF) 
ヒメ カメ ムシ と , 現在 本 州 の 山地 の みか ら 得 られ て いる 
まれ な 種類 の Rubiconia sp. の 2 種 が 知ら れる 。 

A. §p 

卵 は 短 だ 円 形 で ほぼ 白色 , ふ化 前 に は 淡 赤 色 み を 帯び 
Sis LOND < MD 透視 きれ る 。 卵 か やく は 白色 
で , 表面 に 小 刺 状 突 起 を 装う 微細 網状 構造 を 有する 。 受 
精 孔 突起 白色 , 先端 部 が や や 膨張 し た こん 棒状 。 卵 か く 
AERRPRIAT FU, KM SF UELBPoB, EELTH 
上 明 で 下端 部 の み 淡 灰色 を 帯び る 付属 膜 を 有する 。 卵 塊 は 
園内 外 の 卵 よ りな り , 多角 形状 また は 2 列 に 並べ られ 


i 
© 
= 


o 
B.  B 

気 門 は 第 2~7 腹 節 の 結合 板 の 内 方 に 1 個 ず つ PAA 
L, いずれ も ほぼ 同 大 。 体 は 1 齢 で は 短 だ 円 形 で 点 刻 を 
KR, 2WADVEIEINE CAMS . Hie OREM 
光沢 を 有 し , MELRHATS. HHH KD 1~3 te 
で は 長く , 4:5 齢 で は 短く , TORRE 1 ~ 3 we CIs 
較 的 広く , な め ら か な 弧状 を な し , 4:5 齢 で は 比較 的 狭 
Vo PIPERTM BIZ LMA CRD BD, 2 齢 で は やや, 
3~5 齢 で は むし ろ さ きい 和 形状 。 複眼 前 方 に 顕著 な 隆起 お 
ょ び 突 起 を 有 し な い 。 前 胸 後 角 は 各 齢 と も 特に 発達 する 
と と は な い 。 前 胸 後 角 と 中 胸 前 角 は 各 齢 と も ほぼ 接 す 
Do MOVE MOAR KO 2 齢 で は 広く , FRE WV 
D&D ABN CS SWRA AL, 3 齢 で は 狭く , (Hh ve 
EL BV ERE DW Y & DIT MBULIT V0 AME 
WRI~SHRICIV TC, 微弱 に き ょ 歯 状 。 し ゅ う せ ん 前 前 
開 品 を 有する 腹 背 板 は , し ゅ う せ ん 中 部 開口 を 有する る も 
の よ ょ り わ ず か に 狭く , BRURMMBREEL, 中 央 部 
で くびれ , 5 齢 で は 特に 著しく くびれ る 。 腹部 第 1・2 
節 の 腹 背 板 は 1 齢 で は めい りょう , 2~4 PACE 1 AIT 
は 欠如 し , 2 節 に は 不 あ いり ょ うな も の を 有 し , SHC 
VEE DICKS, 


3, 2~4 we CVE 1 節 に は 欠如 


BAR 第 2 号 


Carbula 属 の 幼 期 の 特徴 


現在 の 知見 に お いて , 本 属 は 日 本 に 2 種 産 し , C. 
humerigera Unter トゲ カメ ムシ は 日 本 全土 お ょ び 樺 太 7 
に 多く C. crassiventris (DALUAS) 本 久信 ゲカ メー 
ムシ は 奄美 , ト カラ (HOB, 宝島 ) 以 南 , AS, FE, 
ビル マイ ンド な と に 分 布 す する 3 

A. 卵 

卵 は 短 だ 円 形 で , ほぼ 黄 か っ 色 , 卵 か く は きわ め て う 
すい か っ 色 , 表面 に 小 刺 状 突起 を 装う 微細 網状 構造 を 有 
L, これ ら が 暗色 また は 灰色 を 量 す る こと に ま りり に が 
郭 上 に 1 個 お よび 側壁 に 1 個 の 暗色 輸 絞 を 形成 する 。 こ 
の 側壁 の 暗色 輪 は き わ め て 幅広 く , お お むね 側壁 全体 に 
広がる が , と の 中 に 上 方 より に 不 あ いり ょ うな 狭い ユ 淀 
白 横 条 を 介在 する こと が ある 。 受精 孔 突 起 百 色 , CAT 
te, Sha < WRIST, KS SFULLE CE, B 
明 の 付属 膜 を 有する 。 卵 塊 は 通常 10 数 個 な いし 20 数 
個 内 外 の 卵 よ りな り , 2 列 ま た は むし ろ 不 規則 に 並べ ら 
IVD 0 

B. 幼虫 

気 門 は 第 2 ~ 7 腹 節 の 結合 板 の 内 方 に 1 個 ず つ 開 吾 じ 
いずれ も に ほぼ 同 大 。 体 は 1 齢 で は 短 だ 円 形 , 23 齢 で ば 


「 短 卵 形 , 4.5 齢 で は 肩 部 が よく 角 張 つ た 短 だ 円 形 。 各 齢 と 


る 体 上 に 短 毛 を 普 布 し , 2~5 齢 で は 粗大 点 刻 を (腹部 
Ib) AL, . 光 沢 を 欠く 。 中葉 は 側 葉 より ユー 衝 押 で 
長く , 5 齢 で は 短く , TORRE 1 ~4 齢 で は 比較 的 広 
く な め ら か な 弧状 を な し , 5 齢 で は 比較 的 狭い 。 側 薬 前 
側 縁 は 1 齢 で は な め ら か な , ZCI S, 3~5 HFC 
は か な り め いり ょ うに さい 形状 を な し , BARMAIC 3- 
4 齢 で は わずか な 隆起 を , 5 齢 で は 顕著 な 突起 を 有する 
前 胸 後 角 は 5 齢 に お いて 丸み を 帯び て よく 発達 し , Fi 
ょ よう り 幅広 い 。 前 胸 後 角 と 中 胸 前 角 は 2 齢 で は か な り , 3 
齢 で は 著しく 隔 た る 。 後 胸 背 板 は 中 胸 此 板 より 2 齢 で は 
わずか に , 3 齢 で は 著しく 狭く と も に 側 縁 は 丸み を 納 
OTH EBS MOUBMBIS 2~ 5 WRICISV THAIS 
kB. Lo SEA RTMRBH Oe AT SMEARS 1 is CV 
Lo SAR LAT SEO VWBA<, 中 央 部 で 
わずか に くびれ , むし ろ 長 方 形状 ) 2 CCHS 
同 幅 で , 中 央 部 で 顕著 に くびれ る 。 5 me CUS ICTR IS 
くびれ る 。 腹部 第 1・2 MIDNA MIS 1 ECVE りき 
2 節 に は 不 あ いり 音 
SHS CILEBITR< o 


うな も の を 有 し , 
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Summary 


The Developmental Stages of Some Species of the Japanese 


Pentatomoidea (Hemiptera) 
X. Developmental Stages of Eysarcoris and Its Allied Genera 


by Takashi Kosayasni 


Tokushima Agricultural Experiment Station, Akui, Tokushima, Tokushima Pref. 


So far as I am aware, the Genus Eysarcoris of 
the Family Pentatomidae is represented in Japan 
by six species which are, except for two rather 
rare species, well known pests very injurious to 
the rice plant, the soy bean and other various 
cultivated crops. It is considerably related to 
‘the genera, Carbula and Rubiconia, in which four 
‘species are known in Japan. Among these ten 
species, the larval stages of Rubiconia intermedia 
(Worrr), Eysarcoris guttiger (THUNBERG) and 
Carbula humerigera UHLER have already been 
reported by the author (1951, 1953, 1956), but 
|\Corbula crassiventris (DaLLas), Rubiconia sp. and 
Eysarcoris melanocephalus (Fasricius) have not 


been studied yet. The developmental stages of 


| 
| 
| 


four other species of the Genus £ysarcoris, 
E. parvus Unter, E. lewisi (Scotr), E. ventralis 
(Westwoop) and E. fallax Breppin, together 
with their ecological notes, are described in this 
paper. 
The diagnoses of the Genus Eysarcoris 

Egg: Short elliptical, light brown, with three 
dark rings, of which one is on operculum and 
two are on the side wall. Chorion white, with 
conspicuous large reticulations which is furnished 
with stout spines. Micropylar projections white, 
comparatively long, clavate, somewhat curved 
interiorly. Egg-burster mostly light brown 
except brownish central portion, well-chitinized 


T-shaped, of which the axis is not tapering 
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inferiorly, the arms are tapering laterally, and 
membranous appendages are entirely translucent. 
Egg-mass ordinarily consisting of about 4~14 
eggs, arranged in two rows or sometimes in one 
row. 

Larvae: Stigmata placed each interior to con- 
nexivum of abdominal segments from second to 
seventh. Body rather elliptical in the lst instar, 
rather ovoid in the 2nd to 4th, and elliptical, 
considerably angled at the humeral portion in 
the 5th 
with 


instar. Body above sparsely furnished 
impunctate in the Ist and 
Median lobe 


longer than lateral lobes except the 5th instar of 


short hairs, 


punctate in the 2nd to 5th instars. 


E. parvus UHLER in which it is about as long as 
lateral lobes. Lateral lobes without clear pro- 
jections anterior to eyes, antero-lateral portion 
quite evenly arched in the 1st instar, subtruncate 
in the 2nd and 3rd, and truncate in the 4th and 
5th instars. Posterior angle of pronotum nearly 
adjacent to the anterior angle of mesonotum. 
Thorax serrated laterally in the 2nd to 5th 
instars. Abdominal dorsal plate of the anterior 
odoriferous gland orifices wider than the plate 
of the median orifices in the Ist and 2nd instars, 
while the former is as wide as or narrower than the 
latter in the 3rd to 5th instars. The dorsal 
plates on the Ist and 2nd abdominal segments 


distinct in the lst to 4th instars except E. lewisi 
(Scorr) in which they are absent or indistinct 
in the 3rd and 4th, and absent in the 5th instar. 
Key to the species of the Genus Eysarcoris 

1 (6) Egg with two rather clear dark rings 
on the side wall. In the larvae except the Ist 
or the lst and 2nd instars, the ground colour of 
abdomen nearly white or light brownish, each 
with a row of rather indistinct, small sparsely 
punctate yellowish white spots and a rather wide, 
obscure, densely punctate, greenish, brownish or 
reddish longitudinal streak somewhat interior to 
connexiva. 

2 (5) Egg about 0.9~1.0mm in length, with 
micropylar projections which are about 32~35 in 


number. In the 2nd to 5th instars, punctures 
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on the body massive, a metallic luster indistinct 
(E. parvus) or partially faint (E. lewisi). Pos- 
terior angle of pronotum considerably developed 
and pronotum nearly as wide as mesonotum in 
the 5th instar. 

3 (4) Egg about 0.9mm in length, with micro- 
pylar projections which are about 35 in number. 
In the 3rd to 5th instars, 


pronotum whitish except the posterior portion, 


lateral margin of 


mesonotum with a pair of white spots. 
Tibiae, in the Ist instar light yellowish red, in 
the 2nd mostly dark except basal about 2/3 of 
longitudinal edges which are white and in the 
3rd to 5th instars principally light or dark brown, 
with considerably dark apices, without con- 
spicuous black portions basally. ...E. parvus UHLER 


4 (3) Egg about 1.0mm in length, with 
micropylar projections which are about 33 in 
number. In the 2nd to 5th instars the lateral 
margin of pronotum whitish except the posterior 
in the 3rd to 5th instars mesonotum 
Tibiae, in the Ist 
light 


yellowish brown except apical and basal portions 


portion, 
with a pair of white spots. 


instar yellowish brown, in the 2nd 


which are blackish brown, or mostly brownish 


and in the 3rd to 5th instars mainly light brown 
except proximal and distal portions which are 
conspicuously blackish brown....E. lewisi (ScoTT) 

5 (2) Egg about 0.7mm in length, with micro- 
pylar projections which are about 25in number. 
Body with a non-metallic luster in all instars, 
punctures on the body not massive especially in 
the 4th and 5thinstars. Posterior angle of pronotum 
not specially developed and pronotum narrower 
In the 4th and 5th instars the 


lateral margin of pronotum whitish, in the 5th 


than mesonotum. 


instar mesonotum with a pair of white round 
spots. Tibiae, in the lst instar light reddish 
yellow, in the 2nd reddish yellow and in the 3rd 
to 5th instars nearly brown, without distinct 
blackish brown portions both apically and basally. 
bs . E. ventralis (Westwoop) 

6 Ae ey Ee with only one or two indistinct 


rings on the side wall. In the 2nd to 5th instars, 
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the ground colour of abdomen mostly reddish 
brown or nearly so except whitish or yellowish 
areas near dorsal plates. 

7(8) Two darkish indistinct rings on the 
side wall. Micropylar projections about 19 in 
number. Through all instars, body without any 
In the Ist to 3rd 
instars, dorsal plate of the 1st abdominal segment 


conspicuous metallic luster. 


almost as wide as that of the 2nd segment. In 
the 4th and 5th instars, lateral margin of pro- 
notum whitish except the posterior portions, 
mesonotum with a pair of white spots. 
Tibiae, in the lst instar orange yellow, in the 
2nd and 3rd light orange yellow and in the 4th 


light brown, in the 5th instar light yellowish 


yy 


細菌 類 2 種 の 散布 効果 に 及ぼ す Sticker (粘着 物 ) 
の 影響 
= Jaques, R.P. and C. J. S. Fox (1960). The 
influence of stickers on the effectiveness of 
sprays of Bacillus thuringiensis var. thuringiensis 
BERLINER and Bacillus entomocidus var. entomocidus 
Heimpet and Ancus. J. Insect Pathol. 2(1) :17-23. 
植物 葉 上 に 散布 され た 病原 菌 の 持続 性 の 長短 は , は 場 
で 長期 間食 害する 害虫 の 防除 に お ける 一 要因 と な る 。 著 
ix Bacillus thuringiensis の sticker と し て Geon 
TTatex 652 (5 % 乳 剤 ) と 脱脂 粉乳 ( 水 100 ガ ョ ン あ た 
の (0) 半 ポラ ンド ) リ を 用 \ い リン ゴ プ ゴ 害虫 の ナミ スジ フ ユ ナミ シ 
¥ I, YY» IHEO Alsophila pometaria Harris, 
Fa NV RET ZEvVV oF sIBIO kKyetnuay # 
hor ガ 科 の Heliothis zea Boppig に 対し て , また 
B. entomocidus に も 同じ し sticker を 加え て キャ ベツ 
PB ICIS U Teo 
リン ゴ 害虫 に 対す る B. thuringiensis OMA Hic 
廉 脱脂 粉 乳 加 用 は , ある 場合 に は 95 % 以 上 の 殺虫 効果 
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DOWD. oe rst ee Ee Quttiger (THUNBERG) 
8 (7) One darkish indistinct ring on the side 


wall. Micropylar projections about 26 in number. 
In the 1st to 3rd instars, dorsal plate of the lst 
abdominal segment narrower than that of the 
2nd segment. In the 4th and Sth instars, head, 
thorax, dorsal plates and connexiva with a 
coppery metallic luster, lateral margin of pro- 
notum whitish except the posterior portion, 
of whitish elliptical 


in the Ist 


mesonotum with a pair 
Tibiae, 


brownish, in the 2nd light brownish yellow and 


or round spots. instar 
in the 3rd to 5th instars light yellowish brown. 


ssevesscsseeede. fallax BREDDIN 


nad 


を 示し た 。 ま た 散布 後 2 週間 目 に 採集 され た 工 を 実験 室 
CHA St, 授 食 開始 後 6 日 目 ま で の 幼虫 死亡 率 を みた 
と と ろ , 病原 菌 の 残 効 性 が は っ きり 認め られ た 。 キャ ベ 
ッ の 害虫 に 対し て 同様 な 効果 が 現われ , 病原 菌 の 散布 
後 18 日 目 の 葉 を ゃ 与え た モン シロ チョ ウ 幼 虫 は B. ent- 
Geon latex 2A LIK CHABRE 
10H ¥Ctt 93 MFC UT. Geon latex を 加え た B. 
thuringiensis の トウ モロ コシ 害虫 に 対す る 効果 る 上 に 
類似 し て いる 。 

リン ゴ 害 虫 は 花粉 媒介 こん 虫 の た め に 化学 薬品 の 散布 
が 好ま し く な い 開 花期 に 加害 する の で , 選 . thuringiensis 
の 散布 は 有益 種 の 保護 上 望ま し い 。 な お B. entomocidus 
は キャ ベツ 害虫 に 対し て B. thuringiensis より る 効果 
的 で あぁ あり, キャ ベツ の 収穫 時 に 有害 な 残留 物 を 残さ な い 
加 か らい っ て 利益 を 与え る 。 な お キャ ベツ 害虫 は リン ゴ 
害虫 と 異な り 長 期間 加害 する か ら , 病原 菌 の 単 用 が 天候 
の いか ん に よっ て 致死 濃 慶 以下 に 効力 を 減少 する と と を 
防ぐ 意味 で , この 場合 sticker を 加え る とこ と が 望ま し 
いこ と と に な る 。 (REAR 福島 正三 ) 


omocidus に 


リン ゴ 園 に お ける 害虫 類 の 発生 予察 
I. 0 RN CT 


il A: oH He f 
青森 県 りん ど ご 試 験 場 
= 合 供 試 果実 を 整 一 に する ほか , 1 果 あ たり の 幼虫 密度 は 
; A 


モモ シン クイ ガ (Carposina niponensis WALSINGHAM) 
は 果樹 , 特に リン シゴ, モモ, ナシ な どの 重要 害虫 で あり , 
生 く か ら 諸 種 の 研究 が 行 な あ われ て きた 。 し か し 枝葉 加害 
の 一 般 害虫 と 異な り , ふ化 後 た だ ち に 果実 に 食 入 し て 外 
BWICOERT, 生態 の 核心 に ぶれ る こと と が 困難 な 理由 
も あっ て , 研究 報告 の 多い わり に は 未知 の 分 野 が 多い 。 
宝 虫 の 生活 史 を 述べ る 場合 , な か ば 当然 の よう に 記載 さ 
れる 幼虫 齢 期 の 判定 も その ひと つ で あっ て , これ は 抹 
樹 病害 虫 の 発生 予察 事業 が 推進 され ょ うと する 今日 , B 
急 に 解決 すべ き 問 題 と 考え られ る 。 本 種 の 防除 法 と し て 
被害 果 処 理 が 重要 な 仕事 と な っ て いる こと か らし て も , 
幼虫 が 果実 を 脱出 し て 地 中 で 営 貢 す る 適期 を 予見 する こ 
と , 齢 期 の は っ きり し た 材料 を 供 試し て 薬効 の 判定 を 適 
正 化 する こと , また 見 期 の 相 異 に よる 薬剤 に 対す る 感受 
性 な いし 抵抗 性 の 違い を 明らか に する こと な ど は , ぜひ 
研究 され ね ば な ら な い 問 題 で ある 。 

頭 幅 に と ょ る 鹸 期 の 決定 に つい て の 研究 は 多数 ある が , 
わが 国 に お いて も モン シロ チョ ッ ウツ (Pieris rapae cru- 
ョ トウ が ガ (Barathra brassicae 
Linné) な ど に お いて 詳し い 研 究 が な され て いる 。 RE 
を 食害 する モモ シン クイ ガ の 脱皮 回 数 を 調べ る こと は 多 
く の 困 難 を 伴う の で , 上 の よう な 例 に 従い 本 報 に お い 
て も 主として 本 種 の 室内 飼育 結果 に 基づい て 幼虫 の 齢 期 
数 を 判定 する で さと と じ た 。 

本 稿 を 草 す る に あたり , ご 校 関 を 賜 わ っ た 青森 県 りん 
ご 試験 場 木村 其 弥 場 長 な ら び に 岐阜 大 学 福島 正三 博士 に 
対し 深 其 な る 講 意 を 表す る 。 


civora BoispUVAL), 


材料 お ょ び 方 法 
材料 に は 1958 年 6 月 と 8 月 に 青森 県 りん ご 試験 場 1 
号 園 より 採集 し た 成虫 を 室内 に 持ち 帰り 紅玉 種 の 果実 に 
産卵 させ , これ を 定 温 器 に 収容 し て ふ化 させ た 。 こ の 場 


! 圭 森 県 りん ど ご 試験 場 資料 
(1960 年 2 月 20 日 受領 ) 
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1 化 期 幼 虫 で は 5~10 頭 , 2 化 期 で は 10 頭 内 外 と し 
foo TOEVICLTCE 14.6 cm, 高き 14.5 cm OFF 
ス 容器 に 10 果 ず つ 入 れ , 室温 器 の 温度 を 1 化 期 で は 
2241°C, 2 化 期 で は 2142°C EL, 一 方 水 を 満た だ じ 
た バッ ト を 定 温 器 の 底部 に お いて 湿度 の 調節 を は か っ 
た 。 調査 に こ あ た っ て は み ふ化 直後 の も の お よび その 後 果実 
に 食 入 し た も の に つい て は 食 入 日 か ら 一 定時 日 を 綴 て 生 
実 か ら 脱 出す る まで , 毎日 果実 を 割っ て 供 試 果 より 幼虫 
20 頭 ず つ を 取り 出し , これ を 75% アル コー ル に 保存 し 
て 後日 その 頭 部 を 切り 離し , オキ ュ ラ ー・ さ ミク ロメ ー タ 
ー を つけ た 双 眼 顕 微 鏡 で 頭 幅 を 測定 し た 。 こ の 際 の 頭 幅 
は 頭 が い ( 著 ) 部 の 最大 幅 で ある 。 

な お 上 の 材料 と は 別に , ほ場 より 1 化 期 幼虫 を 7 月 9 
日 と 21 日 に 国光 品種 より 110 頭 , 9 月 中 旬 同 品種 か ら 
2 化 期 幼虫 100 頭 を りん ご 試験 場 1 号 園 より 採集 し て 75 
% ア ルコ ー ル に 保存 し , RACH SOMBIE Wie LK 
な お 本 文中 の 図表 の 数 値 は , 特に 他 に 換算 し た 場合 を 除 
き TyaX-—K-OKLLEOEERDLES, FO 
1 目盛 は 0.0269mm で ある 。 
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いま 頭 幅 の 測定 結果 を 図示 する と 第 1, 2 図 の と お り 
で ある 。 

1. SAMAMRICKSRMROHE 

モモ シン クイ ガ が と 同様 に た , その 幼虫 期 を 果実 な いじ 種 
実 内 で 人 過 ど すこ と ん 虫 に 対し て , BI, 頭 長 の よう な ギ 者 
ン 化 の BL Wear ee 根拠 と し て 葵 期 数 を 間接 に 測定 じ 
よう と し た も の に , アズ キ ブ ウム シン (Callosobruchus 
chinensis Linnt) (内 田 , 1941), ゾウ ムシ の 一 種 (Bru- 
chus brachialis FAHRAEUS) (RanDpoLrH & GILLESPIE, 
1958), ナシ ヒメ シン クイ ガ (Grapholitha 
Buscx) (Peterson & Hasusstier, 1928) な どの 報告 が 
So また Rew (1955) VEBIARIC AEA TLIO SS Ree 


molesta 


eG Ge 


1960 年 6 月 津川 ・ 山 田 : 


30 


i 
第 1 図 モモ シン クイ ガ 第 1 化 期 幼 虫 の 頭 幅 成長 
KARR IS (SHH ED RAB te He, 


KR BRIS EPS PAT U te Se, 


10 20 30 


幅 


頭 
第 2 図 モモ シン クイ ガ 第 2 化 期 幼 虫 の 頭 幅 成長 
実線 は 室内 飼育 し た 幼虫 , 点線 は ほ場 より 採集 し た 幼虫 。 


の キク イム シ に つい て , 頭 幅 に よる 郊 期 の 判定 を 行ない , 
カナダ に お いて も キク イム シ 類 の 齢 期 決 定 に WALTERS 
& McMutter (1956), Lyons (1956), McMutier & 
Arxins (1959) な どの 研究 が あぁ る が , その 方 法 は 同様 な 
曳 式 に 従っ て いる 。 

と どの よう な 事例 に な ら っ て , いま モモ シン タク イガ 幼虫 
の 齢 期 数 を 吟味 し て みる 。 第 1,2 図 か ら わ か る よう に , 
頭 幅 の ひん ( 頻 ) 度 分 布 曲線 が 室内 飼 育 の も の は 1 化 期 , 


2 化 期 と も 4 つの 独立 し た 山 を 形成 し , お の お の の 谷 の 


。 ゆえ に こと これら の 山 が 各 齢 に 
に 4 齢 を 経過 する も の と 


部 分 で 不 連続 と な っ て いる 
対応 する も の と み ら れ , 明らか 
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考え られ る 。 

牧 (1935) は スギ バド ク ガ が ガ (Perina 
nuda Fasricius) 幼虫 の 成長 nsa, 
結果 , 肥 子 時 代 と 第 1 齢 と は 相 連 続 し 
ーー つの 成長 階 程 を 示し , を 化 の 際 , 
が 行なわ れ な いも の と みる ほう が 合理 的 
で ある と 述べ て いる 。 モ モジ シン クイ ガ が ガ の 

場合 も この 考え が あて は まる も の と すれ 
ば , 果実 より 脱出 し た 幼虫 が 地上 を は っ 
CH it SE CHR RTE bDF, また い 
わ ゆ る 夏 莉 内 で は さなぎ と , た だ 1 個 の 
脱皮 が らし か 見 られ な いな どの 点 か ら , 
用 子 時 代 か ら 幼虫 期 を 通じ て よう 化す る 

まで の 全 幼 虫 期間 中 に , 4 齢 を 経過 する 
と いっ て さら ビラ か 2 な WE OR 
な お 三田 村 (1956) は イチ モン ジ セ セリ 
(Parnara guttata BREMER et Grey) 
の 個体 飼育 に より , 頭 幅 ある い は 頭 長 の 
みか ら で は 齢 期 の 判定 が 困難 な こと を 指 
摘 し て いる が , EEVYVI“AHOWRIH 
定 に 対し て も 今後 さら に 個体 飼 育 に よる 
詳細 な 検討 を し な けれ ば な ら な い が , い 
EOE CAA Re Gis aiavig 

2. [ERAORRLEDRICES RH 
の 判定 

実験 室内 の 比較 的 安定 し た 環境 下 で 飼 
育 し た も ゃ の の 頭 幅 の ひん 度 分 布 曲 線 に お 
WC, 明らか に 独立 し た 4 つの 山 を 認め 
た が , 第 1,2 図 に 点線 で 示し た よう に 選 , 
ほ場 より 採集 し た 幼虫 の 頭 幅 に お いて も 
お お むね これ と 同様 な 結果 を 得 た 。 す な 
わ ち 1 化 期 に お いて は 2, 3, 4 齢 と る 各 

山 が お の お の 不 連 続 と な っ て お り , また 
2{(LHOS OTS 3 wwe 4 HITE TH ates 
化 期 の 3 MO WUDBAWILBY TEAMA O 2mMOWL 
WLW S, これ に よど る と 将来 ほ場 より ee 
LCS CHART RE LRA, 2 re 3 ROLLA EL 
そう な 傾向 を 予想 させ る 。 し か し は ほ場 より 任意 に 採集 し 
た 大 標本 に 基づい て 頭 幅 の み を 測定 し た 場合 , FORD 
で 連続 する の は 必ず し も まれ で な く , EEF (1952), 長 
択 (1953) な ど に よる モン シロ チョ ウ 幼 虫 や , Rose(1954) 
に よる Monochamus scutellatus Say 幼虫 に お いて も 
み ら れ る か ら , むし ろ 一 般 的 な も の と も いえ る 。 な お , 
1 化 期 , 2 化 期 の いか ん に か か わら ず に ほ場 より 採集 し た 
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幼虫 の うち , 4 内 期 の 山 に 相当 する 成長 を 示す も の に 赤 
DB OTERO DO BERD BBS BENT 
いる 事実 か ら , EBC TCNUELOMMERIAT S Ce 
は な いと みて よ か ろ う 。 し た が っ て 多少 の 紅 点 も な いわ 
け で は な い が , こと の 程度 の 概念 で 任意 に 採集 し た ほ場 幼 
下 の 油 期 判定 は 可能 と 思わ れる 。 更 に これ に 一 般 性 を も 
た せる に は , 長沢 (1953) の よう に 頭 幅 と 頭 長 と の 関係 
の 吟味 , 船木 (1958) が ダイ コン サル ハム シ (Phaedon 
brassicae BaLvy) に お いて 示し た 山 期 に 伴う その 他 和 形態 
の 質 前 変化 な ど を 検討 する 必要 が ある ろう 。 

3. 統計 値 な ら び に 成長 比 

SIE OBIE ED SAIC SPIE, 最大 値 , 最 
JMB, 標準 偏差 お よび 変異 係数 を 計算 する と 第 1 表 の よ 
ぅ に な る 。 すなわち , 1 化 期 と 2 化 期 の 平均 値 で は 3,4 
BA に お いて で 2 化 期 の も の が や や ゃ 大 きい 値 を 示し て いる 
が , この 違い の 原因 お よび 意義 は 不明 で ある 。3 齢 に お 
ける 標準 偏差 で は 1 化 期 , 2 化 期 が それ ぞ れ 0.0581, 
0.0936 と 最高 を 示し , これ に 伴っ て BRI, 変異 係数 
も 同 夫 に お いて 最高 値 を 示し て いる 。 こ と に 2 化 期 3 鍛 
の 変異 係数 が 13.88 と な っ て お り , この 期 の 山 が 乱れ て 
3 峰 型 と な っ て い る 点 に 多少 の 疑問 を 生ずる 。 AWS 
田村 (1956) も イチ モン ジ セ セリ に お いて 指摘 し て いる 
ES, モモ シン クイ ガ 幼 虫 に お いて も 必ず し も ゃ も 齢 期 数 
は 一 率 で は な く , 中 に は 5 齢 を 経過 する も の も 含ま れ , 
と の 場合 の 3, 4 we, ACSA ME MT Sb OO 
SHOU, 中 いで に G 更 な っ だ た も の で は な いかが と いう 5 
で ある 。 ま た Peterson & Harussrer (1928) に よ る 
と , ナシ ヒメ シン クイ ガ は 食物 と 温度 に よっ て 幼虫 の 山 
期 数 が 変化 する こと が ある 。 こ の も の の 6 月 26 日 に ふ 
化し た 2 化 期 の 幼虫 は 4 HART S OIAL, 1, 3, 4 
AL He Cle 5 PSCHoELV Oe COLDERC ED 
モモ シン クイ ガ つい て せる 今後 の 検討 し まつ と ころ 
が 多い が , 1 化 期 の 場合 は 正常 な 1 蜂 型 で あり な が ら 変 
異 係数 は 9.19 と 他 齢 期 よ り も 大 きく な っ て いる し , 後 


第 1 表 モモ シン クイ ガ 幼 虫 各 期 の 頭 幅 測 定 値 


gag | 忌 最小 値 ~ 最 大 値 標準 偏差 変異 係数 
(mm) (mm) (mm) — (%) 

1 1 | 0.184 0.16~0.19 0.0096 p25 
je | 2 |0.346 0.27~0.40 0.0270 7.80 
jy | 3 |0.633 0.46~0.81 0.0581 9.19 

4 | 1.030 0.94~1.16 0.0415 4.03 
9 | 1 | 0.186 0.16~0.19 0.0086 4.65 
fe, | 2 | 9-342 0.30~0.38 0.0176 5.02 
wy | 3 | 0-675 0.46~0.86 0.0936 13.88 

4 | 1.088 0.99~1.18 0.0398 3.66 
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述 の 経時 的 変化 を みて も わか る よう に , 2 化 期 功 虫 の を 
化 後 6, 7, 8 日 目 に 含ま れる 幼虫 5 頭 の 頭 幅 が 24 また 
は 25 を 示し , 頭 幅 20 LF OS OVE ICRA 

く 出現 し て いる 点 な どか ら , と こと で は 単なる 個体 変異 の 
あら われ で あろ る うと 考え られ る 。 と こと の よう に 3 teMOMA 
体 変 異 の 大 きい と と か ら , 2 齢 より 3 齢 に 移る 際 個 休 変 
謀 が 生じ る すい いな SH 955) 2a b 
ウゥ ガ の 場合 に 指摘 し た よう に ご, EEYYIAAICBVT 
4, 幼虫 鹸 期 の 中 間 期 を 境 と する 生理 的 2 We RT 
れ ば 興味 を ひく 事実 と いえ よう 。 

WIC AHS © WAM GE TOMI OW O(L TC 49> TC Fhe 
期間 の 成長 比 を 求め る と , 第 2 表 の よう に な る 。 こ れ か 
ら 1 化 期 で は 齢 期 の 進行 に 伴う 成長 比 の 減少 傾向 を うか 
が うど と が で きる が WtMCu-BLEV. EF 1, 
2 化 期 と も に 3, 4 齢 聞 が 1.6 ぐら い に 人 急減 する 傾向 を 
み 社 て いる 。 モ モ シ ンク イガ の よう に 3, 4 we OME 
他 の 没 期間 の も の より か な り 小 さく な っ て いる と いう 例 
は 少な い 。 一 般 に りん し 目 幼 虫 の 成長 比 は 一 定 で ある か 
また は 齢 を 重ね る に 従っ て 一 定 の 傾向 を も っ て 減少 する 
も ゃ の と いね われ で いる 0 BRELYVIANO Re 
いずれ る SHO 平均 値 か ら 計算 し た も の で ある 。 BB 
(1956) は カイ コガ が (Bombyx mori LINNE) の 個体 飼育 
を 行ない , 個体 別に 計算 し た 場合 と 平均 値 を と っ た 場合 
と で は 成長 様相 が 違う こと と を 確か め , 平均 値 の みか ら 
growth gradient #MTSCLICML CRM ZEDL 
て いる 。 と の よう な 見 地 か らし じ し て でる, SREEV VIA 
ガ の 個体 飼育 に 際 し て は 十分 な 検討 が 必要 で ある 。 


第 2 表 そ モモ シン クイ ガ 幼 虫 の 成長 比 


| 2/1 ie 31/2 4/3 


1 化 其 1.877 1.828 1.627 
2 4 期 1.835 1.972 1.611 
4. 各 齢 の 発育 日 数 


果実 食 入 中 の 幼虫 各 齢 に お ける 所 要 上 日 数 を 調べ , 果実 
か ら 脱 出す る 時 期 を 確か ある とこ と は モモ シン クイ ガ が ガ の 人 防 
除 上 大 切な と こと で ある 。 し か し 果実 に せん 和 孔 中 に 各 幅 の 
経過 目 数 を 直接 肉眼 で 観察 する こと は 至難 で ある 。 そ ご 
で 見 期 の 判定 に 用 いた 頭 幅 の 測定 値 を , ふ化 後 の 経 過 目 
数 ご と に まとめ , また 毎日 の 測定 個体 数 20 頭 の うち か 
ら 各 齢 期 に 該当 する 個体 数 の 分 布 を みる と いう 間接 的 力 
法 を と っ た 結果 を 第 3 表 に 示す 。 ま た 内 田 (1941) 7 
ズ キ ゾウ ムシ で 扱っ た よう に , SSO FISH BA 
を 約 50% の 個体 が その 齢 期 に は いっ た 有 旧 と , #950% O 
個体 が その 齢 期 を 終わ っ て 次 の 齢 期 に は いっ た 日 と の 送 


3B BIE 11k, 
: | の 相違 に 基 づ くも の と 思わ れる 。 ま た 毎日 の 測定 個体 数 


の 以外 の 幼虫 を 除い て , 頭 幅 の 平均 値 を 
る と 第 3 図 の ょ う 


詳 下 で は 果実 に 食 入 し て か ら こ と れ を 脱出 する まで 約 15 日 , 


2 化 期 で は 約 17 日 を 要する こと こと に な る 。 な お 各 齢 の 経 
2 化 で 異な っ て いる が , これ は 飼 育 温度 


財 20 頭 の 中 か ら そ の 日 に それ ぞ れ 該 ZS Swe mL 
一 連 に 示し て み 
に な る 。 ご の 中 で 示さ れ た 4 つの 階段 


PATH, モモ シン クイ ガ 幼 虫 は 4 齢 を 経過 する こと 


推察 で きる 。 ス ギバ ドク ガ CH, 


OSD) ee ee Sa 


37 CES, 1955) 幼虫 の 個体 飼育 結果 で は , キチ ン 化 


放 の 著しい 頭 部 に お いて も その 幅 は 同一 齢 内 で いく ぶん 成 


衣 を 続け る こと が わか っ て いる 。 モ モ シ ンク イガ で る 第 


3 齢 に お いて これ と 類似 の 傾向 を 示し た が , 個体 飼育 で 


いため の は っ きり し た こと は い 交 ない 。 


数 
数 と 頭 幅 の 成長 
1 化 期 幼虫 。 


ふ化 後 の 経過 日 
第 3 図 ore 
実線 は 2 化 期 幼虫 , 点線 は 
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第 3 表 各 測 定 日 に お ける モモ シン クイ ガ 幼 虫 の 各 和 上 期 に 該当 する 個体 数 の 分 布 
記入 の 1 日 & | 
| - aa parse = 
期 “4A 1 2 SB nA 5 6-7 Rd 10 tell) So ee. S14 15 6 et 
eA i || eat; 2000 ie 
it 2 20 20 20 20 12 
He 3 BEI 20) I Ae a oes 
4 3) 10. 10 ©17 “20° 2 
2 1 208-90 20.) Naz 
It 2 S 20° bem’ 19° “iecris 
期 3 pipet) 20 B20 «20° sa. EI 
4 6 15 15 20 2 
第 4 表 £EVV AA A HhoOwieh 5. 成長 式 の 適用 
a いま 頭 幅 の 成長 に つい て 多数 の 研究 者 に よっ て 検討 さ 
| ie ou oem ode Us HDEERARY SLD, 第 1 表 に 示し た 測定 結果 か ら こ と 
fg.F れ ら の 式 の 適合 度 を 確か め て みた 。 
2 is Zz | oF - : ee 1) Dyar OX 成長 に 関す る 実験 式 の 中 で る Dyar 
?a pieB 2 ; : の 法則 は 今日 最も よく 知ら れ て いる も の で ある が , Th 
較 を も ゃ っ て 示す と 第 4 表 の よう に な る 。 thdbd1{bMy 。 は 次 の 式 で 表わさ れる 。 
log Y=a+bX 


た だ し ぱど ア は 各 齢 に お ける 頭 幅 の 測定 値 , ダ は 齢 期 , a, 
5 は と も に 恒 数 で あり , 6 の 逆 対 数 値 が Drak OFF と 
いわ れる も の で ある 。 こ の 式 に モ ぞ モ シン クイ ガ に お ける 
を 代 療 じじ で 次 の 式 が 得 ど られ た 。 

1 化 期 幼 虫 : logY =0.5936+0.2523X 
2 化 期 幼 虫 : logY =0.5745+0.2652X 

こと これ より Dryar の 成長 恒 数 を 計算 する と , 1 化 期 で は 
1.78, 2 化 期 で は 1.83 と な り , りん し 目 幼 虫 の うち で 
最大 の 値 を 示す Datana palmii (八木 , 1931) の 1.72 
IES TH COCKS Ht ho TW So 

2) Gaines & CampBeL_t, の 式 Gaines & CAMPBELL 
(1935) が ヤ ガ の 一 種 (Heliothis obsoleta Fasricius) 

の 頭 幅 の 測定 結果 を 処理 する に あたり , Dryark の 式 へ 更 


測定 値 を 


MEF 


に 齢 の 進行 に 伴う 成長 比 の 減少 率 を 示す 
恒 数 c を ぁ く め て 2 次 項 を 加え た 次 式 を 
FAV feo 


log Y=a+bx+cX? 

た だ し X,Y yi Drak の 式 の 場合 と 同 
UC, a,b,c は と る に 恒 数 で ある 。 こ れ に 1) 
の 場合 と 同様 に 測定 結果 を 代入 する と , 

1 化 期 幼虫 : logY =0.4912 
+0.3542X —0.0203X? 
log Y =0. 4303 
+0.4095X —0.0288X? 


2 化 期 幼 虫 : 


iy 
2) 


100 FRA DRA DE we Se BAA B25 
第 5 表 各 成 長 式 か ら の 計算 値 お よび その 適合 鹿 
Dyar OX '|Gaines & CAMPBELL の 式 徳 永 OD xX 
i 期 測定 値 zt A fe 適合 鹿 at A {a 適合 鹿 at A fe 適合 鹿 
1 WF as ee THOL 2.33% 6.69 2.33% 7.38 7.73% 
1 2 12.86 12.50 4.89 13.43 2.09 13.10 1.86 
1G 3 23.52 22.41 4.72 23.48 0.17 23.92 1.70 
期 4 38.29 40.11 4.75 38.23 0.15 38.29 0 
1 6.93 6.92 0.14 6.47 6.63 | 8.20 18.30 
2 2 12.72 12.74 0.15 13.61 6.99 13.41 5.42 
Me 3 25.09 23.46 6.49 25.07 0.08 24.94 0.59 
期 4 40.43 43.21 6.87 40.43 0 40.43 0 
3) 徳永 の 式 徳永 (1928) は カイ コガ 幼虫 頭 部 の 成育 の も の と ほぼ 同様 な 結果 を 得 た 。 


EOE RIC HL, RoB5srrsorx に よる 単 分 子 
媒 作 用 の 理論 を 導入 し て 得 た 次 の よう な 式 を 


自己 触 
用 いた 。 


ya 
log May Ly =K ¢—T) 


た だ し M.V. は 最終 齢 の 測定 値 の 2 倍 , T vame BAR, 
Y is (① の 測定 値 , KK は 成長 恒 数 で ある 。 こ の 式 
に モモ シン クイ が ガ に お ける 測定 結果 を 代入 する と , 


1 化 期 幼 虫 : log 


4 
E03426 ¢-T) 


2 (CWS: log 


Pie 

DED 3 式 よ り 計算 値 を 求め , 更に その 適合 度 

測 窪 値 一 計算 値 = 
(eee 100) @04ck L REBIRTH S FeO x 

測定 値 

うに な り , また これ より 適合 度 の 平均 を 求め る と 第 6 
表 の まう に ご な る 6 これから, 11{CH, 21H es 
Gaines & CAMPBELL の 式 に 最も よい 適合 度 を 示す こと 
が わか る 。 


% 
$0.86-Y Coo! (¢—T) 


第 6 表 各 成 長 式 の 平均 適合 度 


3) 1 化 期 に お ける 頭 幅 の 成長 比 は 齢 の 進行 に つれ て 
減少 する 傾向 を 示す が , 2 化 期 で は 2, 3 齢 間 の 成長 比 
が 最も 大 きか っ た 。 

4) 2241°C OPI CHB Le LEMS, 果実 
ACH 15 日 間 を 経過 し , 2142°C CHALK 2 (tH 
虫 で は 約 17 昌 を 要 し た 。 

5) Dyar, Gaines & CamrggLLl お よび 徳永 の 式 を 
それ ぞ れ 適用 し て 幼虫 頭 幅 の 成長 を 吟味 し た 結果 ,, 1 化 
期 , 2 化 期 と も に Gaines & CamrggLL の 式 が 最も 適 
合 慶 の 高い こと が わか っ た 。 
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Summary 


Forecasting the Outbreak of Destructive Insects in Apple Orchards 
II. On the Growth of Larval Stage in the Peach Fruit 
Moth, Carposina niponensis WALSINGHAM 


By Chikara Tsucawa and Masateru YAMADA 
Phytopathology and Entomology Section, Aomori Apple Experiment Station, Kuroishi, Aomori Pref. 


Since the larvae of the peach fruit moth, 
Carposina niponensis WALSINGHAM, eat into fruits 
just after hatching from eggs, it is difficult to 
distinguish the instars in the larval stage. In 
the present paper, an attempt was made to 
determine the instar of the larvae which were 
reared under a constant temperature in the 
in fields by 


measuring the width of the head capsule. The 


laboratory as well as collected 


results obtained are summarized as follows: 

1. In both the first and the second broods, the 
frequency distribution of the width of head in 
the laboratory samples is composed of four 
independent mountain-shaped curves, which cor- 
respond to the four different instars of the 
larvae. This is also the case in the larvae 


collected from fields at random. 


2. The ratio of the mean head width between 
each instar and the preceding one, which is 
sometimes called growth ratio, shows a tendency 
to diminish slightly with advancing age in the 
first brood. But no uniform tendency is found 
in the second brood, and the ratio between the 
second and the third instars is largest. 

3. When the larvae of the first brood are fed 
on the fruit under a constant temperature of 
22+1°C, the larvae complete their development 
in 15days. In the second brood the larvae com- 
plete their development in 17 days at 2142°C. 

4. Three formulae for growth, Dyar’s, Toxu- 
NAGA’S and Gaines & CAMPBELL’s formulae, were 
examined for their applicability to the present 
case. It was found that Gaines & CAMPBELL’s 


formula best fits the case. 


f> 
PYUEPTIALOL GE) BRALOMR 


Jounson, B. (1959) Ants and form reversal in 
aphids. Nature 184 (Suppl. 10): 740-741. 

Er-Ziapy と Kennepy は , アリ の 世話 を 受け て いる 
Aphis fabae Scop. の 個体 群 で は , アリ に 世話 され な 
い 群 と 比べ て 増 答 率 も 高く , AU GH) ROFL ESS 
和 札 る と いっ て いる 。 と の よう な こと と は 寄主 植物 の 栄養 条 
供 が 最高 に ある と き に 生ずる も の と 思わ れる 。 し か し ア 
細 の 世話 は アブ ラム シ の 援 食 率 を 著しく 高め る 原因 と な 
る 。 ま た それ が 有 し 虫 の 発育 に , より 直接 的 に 抑制 的 に 
諸 響 する と いう 可能 性 を 知 定 する こと は で き な い 。 こ の 
ESRB TA の アブラムシ (Aphis craccivora 
Koch) に も る み ら れ る か どう か に つい て 実験 し た 。 

すなわち こと の 幼虫 ビ に ソラ マメ の 成 葉 を 与え て , 


と 


Cc 


pad 


te httHorcRemReUctr FIV EVOKeSBU 
To COBA—AtCT VU PMIAIPTWOEDICU, fbG 
は small black aphidicolous ant (Paratrachina 
(Nylanderia) bavert Mayr の 巣 の 近く に お いた 。 上 
記 ア ブラ ムシ の 各 齢 期間 に お ける アリ の 世話 と , ALE 
た は 無し の 型 の 転換 を 観察 し た 結果 , アリ の 世話 を 受け 
た アァ アブラ ムシ の 幼虫 の 大 部 分 は 正常 な 無し 虫 と な り , ア 
リ と 関係 の な い 区 の 幼虫 は は と ん ど 有 し 虫 に 成長 し た 。 
特に 1 齢 お よび 2 和 齢 期間 中 に アリ の 世話 を 受け る と , 90 
9% 近 く が 無し 虫 に 成長 する が , 3~4 MHP CRT ) 
の 影響 は 弱まり , 型 の 転換 は 行なわ れず , 正常 な 有 し 虫 
に 成長 し た 。 こ と の と と か ら , アブ ラム シ が 若 齢 期間 中 に 
ァ リ の 世話 を 受け る と , 型 転換 の 割合 が 大 きく な る こと と 
が わか っ た 。 (REAR 福島 正三 ・ 原 MA) 


= ト ウ HW 


Gy eee ees 


V. 異な る 食 草 で 飼育 し た 場合 の 幼虫 お よび 
さなぎ の 形質 に 対す る 密度 の 働き 


SA tig palzt-we Le 
BLA AREAS RRS — TE 


ョ ドウ カ 細 躍 は よ ぐ 知ら ん で いる よう に きわ めで 多 食 
性 の 害虫 で ある 。 た と えば , HRMRRLOL LCR 
務 省 農事 試験 場 (1923: 松本 ・ 湯 鳴 (1950) に よる ) は 
45 科 107 種 を , Kozanancuixov (1950) は 30 科 の 植 
物 を 記録 し て いる 。 ま た 堀 (1935) は 幼虫 が 発育 を 完了 
で きる 食 草 と し て 51 種 を あげ , その うち 好適 な 食 草 と 
みな され る も の は 20 種 で あっ た と いう 。 生 者 が 数 枚 の 
藤 菜 畑 で この 忠 の 春 か ら 秋 まで に わた る 寄生 植物 を 調べ 
だ た と ころ で は (平田 7 末 発 表 ) 世代 に よっ て 主要 寄生 
迷 物 が 異 が り 7 看 世代 は な デン ドウ ナタネ) キャ バツ, 

FREBERONV AY aie EC, HPRMMRIES x NY, 
アア の グイ タイ コン お の び チ タネ な と に それ 
れ 多 く 寄 生 し て お り , し か る 同一 世代 内 で も お お むね 上 
記 の 順序 で 時 期 的 に いく ら か ずつ 移り 変わ っ て いる こと 
が み ら れ た 。 か つこ れ ら の 食 草 上 で の 密度 は その 種類 に 
EER 
VISW, Oa RS 
ね やめ で 低い 。 

と の よう に ョ トウ ガ 幼 忠 の 食 草 範囲 は 広い けれ ども を も, 
それ ぞ れ の 植物 は 食 草 と し て は 決し て 同 価値 な も の で は 
な く , 最近 の 松本 ・ 湯 鳴 せ 950) お よび 右 倉 ・ 尾 崎 (1958) 
ら の 食 育 実験 に よっ て 明らか に され た よう に , BAAR 
と か さなぎ 体重 な ど は 食 草 の 種類 に よっ て か な り 頭 閉 に 
変化 すず る の で ある 5 

SCHADSE TICKED < URL CAR eRMAK 
験 に よっ て は , 幼 忠 期 密 度 が 幼虫 , さなぎ , MROWA 
いろ な 形質 の 変異 発現 に 対し て 顕著 に 影響 する こと が 確 
か め ら れ た (平田 , 1954, 1956, 1957) 。 その 場合 に 用 
WERT ORORMAIC Eo CPE り 0 適し で いる と 思 
DIST APRY xy NY OE CHK, UPL EHO 
うに この 幼虫 は 多 食 性 で は ある が , 食 草 に まっ て 発育 様 


想 が か な り 頭 蓋 に 秦 化す る と いう 既往 の 研究 報告 は 12 
質 の 変異 発現 に 対す る 幼虫 密度 の 影響 も 食 草 に よっ て で 多 
っ て くる の で は な いか と いう ご と を る で る 6 
野外 で の 幼虫 密 慶 が 食 草 の 種類 こ と よっ て 異な る と いう 5 うき 
と は , 食 草 に よっ て 単位 空間 あたり の 支持 し うる 個体 笑 
密度 に 差 が ある こと を 示 吹 し , そ の と と は 言い か えれ は 
上 記 と 同様 に 密度 の 働き は 食 草 に よっ て 変わ お わっ て くる 
と を 示し て いる と も 老 え られ る 。 . 

分 回 は この よう な 問題 点 一 一 幼虫 密度 の 働き は 食 草 選 
ょ っ て 変化 する か どう か , また も し 変化 する と すれ ば 
の よう で ある か , と いう こと を 明らか に じ て お くく た る の 
ひと つの 飼育 実験 を 試み た 。 こ こと で は 幼 忠 期 と よう ( 遇 》 
期 の 形質 変異 を 中 心 に と し て 実験 資料 を 検討 し , それ ら の 
と と か ら 食 草 の 違 い に 対 する 幼 車 の 反応 に つい て 若 二 の 
考 宏 を 加え て お きた いと 思う 。 成虫 期 の 形質 変異 つう 
て の 結果 は 別に 報告 する 予定 で ある 。 

AACA SAIC, 達 隔 の 地 に ある 等 者 を 常に ど 指 間 
くだ さっ た 京都 天 学 農学 部 内 田 俊郎 教授 に 厚 ぐ お 礼 申 8 
EG, また 飼育 材料 を 送っ て 下 き っ た 関東 東山 農業 試 潤 
場 三 田 久 男 技官 , お よび 実験 資料 の 検討 に 際 し て 率直 を 
CHAZ Vo Pe PEW PARA ACE BSE ARIE AEE SB IC a 
意 を 表す る 8 


飼育 の 材料 と 方 法 


材料 は 1958 OMIT GRR) CHESNEY 
か ら の 飼育 2 世代 目 の も の で ある 。 

同一 卵 塊 か ら ふ 化し た 幼虫 を , 約 50 cc A (aE 
cm, 高き 7cm)" の ガラ ス 製 円 筒 に 1 頭 す つと 200@ 
容 ( 直 径 7 cm, 高き 9 cm) の ガラ ス 製 円 筒 と 101 頭 3 
を 任意 に 配分 し た 。 前 者 は 単独 飼育 で あり 各 食 草 ( 下 衣 
に つい て 25 区 , 後者 は 集合 飼育 で あり 和 名 食 草 に だ つい 


5 区 を 設け た 。 集合 飼育 で は 死亡 個 休 が 多く , TOT 


に 各 食 草 の 区 の 平均 個体 数 が 8 頭 以 下 に な っ た 場合 憶 


, 青森 県 上 北郡 野辺 地 町 (1957) お よび 同 弘 前 市 (1958) で の 調査 。 


(1960 “23 16 AeA) 
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1960 年 6 月 平田: 
それぞれ の 食 草 区 間 で 区 数 を 減ら し て 個体 数 を 補い , な 
る べく 10 頭 を 保つ よう に し た 。 飼 育 筒 は いずれ る も 両 切 
DC, 通気 を 良好 に する た め に 一 方 (上 部 ) は 木綿 布 で 
お お い , また 容器 内 の 湿気 を 加減 する た め に 他方 ( 護 部 ) 
は 紙 で ぁ た を し , ZEW VE ZK CUE tt THERE BG X, 
5 上山 以 後 は 毎日 紙 を 取り か えて 多湿 に な ら な いよ うに し 
Ko その 他 の 飼 育 条件 は 既報 の 場合 と 同じ く 25°C, 常 
隊 の 恒温 器 内 で 行なっ た 。 
PROLIF AY, キャ ベツ , BAF, NOGA, 
BVAS4 oY, RUVVVYUBLONVIYsOTR 
の 植物 の 葉 を 用 いた 。 こ と これ ら の うち アカ ザ の み は 畑 の 周 
囲 に 自生 の も の で , その 他 は 1 枚 の 畑 で 栽培 し た 。 
幼虫 の 飼育 時 期 は 6 月 中 旬 か ら 7 月 上 旬 ま で で ある 
®, まず 上 記 の 栽培 植物 の うち バレ イシ 』 は 5 月 上 名 に 
種まき さ し , キャ ベツ は 6 月 上 旬 に 稚 昔 を 苗 床 か ら 移 植 し 
だ 。 他 の も の は キャ ベッ ツ の 移植 と 同時 期 に じ か ま き し 
だ 。 し た が っ て どの 植物 の 場合 で も 食 草 に 用 いた の は 比 
較 的 若い 菜 で ある 。 
SS ME CEA 1 回 定刻 に , 6 験 期 に は 毎日 
2 回 定刻 に 交換 し た 。 給 草 に 際 し て は , 食 草 ど と に , 面 
積 の 広い 葉 (特に キャ べ ベツ) GO, 三 片 に 切り , 狭い 
業 は その まま で , いずれ る も 多数 を 混合 し , 任意 に 枚数 を 
1:2 の 割合 に 分 け , 前 者 を 単独 区 の 各 容 器 に , 後者 を 
集合 区 の 各 容 器 に 配分 し た 。 
証 給 草 上 上 の と の よう な 注意 は , 葉 ご と の 食 草 と し て の 価 
値 の 培い が 調査 結果 に な る べく 現われ な いよ うに する た 
めで ある 。 給与 量 は どの 食 草 の 場 合 も 前 回 に 給与 し た も 
の の 残 量 か ら 推 定 し て , 次 回 の 給与 時 に な お いく ら か は 
壮 る 程度 に し た 。 本 廊 で は これ ら の 食 草 名 を つけ て , た 
詩 え ば バレ イシ 。 の 葉 で 飼育 し た も の は バレ イシ ョ 飼育 
い うぅ ょ うに 呼ぶ 。 な お 食 草 交換 時 に は 各 齢 の 虫 数 を 記 
PRL7Co ATK D (HH) PALES EN ITE OH 2/3 BOS 
SVeWLCELLZANTE 5 (HUEBME LR. SUB 
LK SIS ZAAIKETHEL, TOK, 幼虫 期 と 同 
様 な 条件 の 恒温 器 内 に 保存 し て 羽化 させ た 。 


| 結 果 


1. 幼虫 の 発育 速度 

第 1 表 に 飼育 開始 後 5 日 目 か ら 3 日 お き の 各 期 の 平均 
是 齢 と それ の 単独 区 と 集合 区 と の 差 (単独 区 一 集合 区 ; 
上 だ が っ で で れ が 下 の と き は 集合 区 の ほら うら で, 負 の と き 
MIKE OES CHMBBED), お よび 幼虫 期 の 平均 所 
相 旧 数 を 示し た 。 ま 平均 虫 齢 に つい て みる と , 単独 区 
選集 合 区 と の 貝 齢 の 進み 方 の 遅 速 関係 は 食 草 の 種 類 に よ 
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っ て 一 様 で は な く , 早期 か ら 全 期間 に わた っ て 単独 区 で 
より も 集合 区 で 虫 齢 が 進ん で いる の は アカ ザ , タイ ナ お 
よび ハツ カ ダ イ コン の 場合 で あり , 逆 に 集合 区 の ほう で 
遅れ て いる の は ハク サイ , ホウ レン ソウ お よび パレ イシ 
ョ の 場合 で ある 。 キ ャ ベツ の 場合 は 早期 に は 単独 区 の ほ 
うぅ う で 進ん で いる が , 11 日 上 月 ご どろ ちから は 集合 区 の ほう で 進 
ん で いる 。 各 食 草 で 飼育 し た も の の 平均 虫 齢 の 平均 値 ( 同 
表 の 下 欄 ) は どの 時 期 で も 単独 飼育 と 集合 飼育 と で ほ と 
ん ど 差 が な い 。 すなわち 上 記 の よう な 食 草 ご と に み ら れ 
た 両 密度 区 の 平均 虫 齢 の 差 は 全 食 草 に つい て みれ ば 相殺 
され て し まう の で ある 。 し か し その 場合 の 標準 偏差 は 常 
に 集合 飼 育 の ほう で 大 き な 値 を 示し て お り , MOM 
に よる 発育 速度 の ふれ は 単独 飼 育 で より も 集合 飼育 で 大 
きい こと と が うか が われ る 。 

幼虫 期 の 平均 所 要 日 数 は ハク サイ で の 雄 お よび バレ イ 
ショ で の 雌雄 の 場合 を 除い て 他 の 食 草 で は 雌雄 と も に 単 
独 区 で より も 集合 区 で 少な い 。 さ き に 平均 躍 齢 を 比較 し 
た 場合 の 最終 期 は 飼育 開始 後 20 日 目 で あぁ あり, TORY 
は キャ ベツ パク サイ お よび 直 ウ レン ソウ で は 集合 区 
の ほう で 貝 齢 が 若く , また その 時 期 の これ ら の 食 草 で の 
平均 虫 齢 は 6.40~7.00 の 範囲 で ざ あ っ た 。 し か る も る 食 草 間 
の 平均 虫 齢 の 標準 偏差 は 時 期 が 途 な むと と も に し だ い に 小 
さく な り 両 密度 区 で 値 が 接近 し て くる か ら , 幼虫 期 の 所 
要 日 数 に つい て 上 記 の よう な 結果 が 現われ た こと と は , こ 
れ ら の 食 草 で は 他 の 食 草 の 場合 に 比べ て 6 fine BK 5 
期 の 発育 が 集合 区 の ほう で より いっ そう 促進 され た こと 
を 示す も の で ある 。 な お どの 食 草 の 場合 で も 齢 数 が 増減 
し た 個体 は 全く 現われ ず , すべ て 6 me RBL*. 

2. 幼虫 体 色 の 変異 

と の 飼 育 実験 の よう に 25°C と いう よう な 幼虫 の 発育 
に と っ て 好適 な 温度 条件 下 で は , 密度 の 働き に よっ て 決 
定 き され る 幼虫 体 色 は 4 見 期 以後 に 現われ る 。 4:5 wd 
虫 の 体 色 の 個体 変異 は 緑色 , 緑 か っ ( 褐 ) 色 お よび 黒 か っ 
(褐色 の 3 型 に 分 けら れる が , 単独 飼育 で は 緑色 型 が 多 
く , 集合 飼育 で は 黒 か っ 色 型 が 多く 現われ る 。 ま た 4 見 
期 よ り も 5 MH OES DRROMSICLOKERRAK 
り い っ そう 強化 され て 黒 か っ 色 型 の 発現 率 が 高く な る 。 
6 見 期 に は 上 記 の 体 色 型 の ほか に それ ら の 中 間 的 な 体 色 
の 個体 が 現われ る こと が あり , 体 色 型 を 区 別 す る の に 困 
難 を 伴う と と が 多い 。 以 上 の こと か ら 体 色 発 現に 対す る 
PE OWNS VRAT SOIC DS GYM CH 
る と みな され る (くわ し く は 平田 , 1957 を 参照 )。 
さて 各 食 草 で 飼育 し た 場合 の 幼虫 の 体 色 発 現に 対す る 
密度 の 働き が どの よう で ある か に つい て 簡単 な 方 法 で 比 
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第 1 表 飼育 期間 中 の 各 時 期 に お ける 平均 虫 齢 お よび 幼虫 期 の 所 要 日 数 
| | oy oi I BE BE Be 
| 平 均 AL ifn A 
食 草 | 密度 区 
| | Can. Cave 
| 5H 888 WHA 1488 178 8* 2088*|) FH (yy) | P(e) 
BH | 1.96 3.00 4.78 5.70 6.39 6.91 21.0  95.05)) 20 Seacee 
7 on» | &] 2.00 3.00 4.86 5.88 6.62 6.94 | 20.2 5.55)19.2 5.59 
差 |-0.04 0 —0.08 —0.18 —0.23 —0.03 
Bi $m] 2.009 2.95 94.48) 5.71." 6.05 — 7.00 “)21.9) 3.23 [i223 eee 
% x <~ vY|# @]| 1.97 2.82 4.82 5.82 6.73 6.96 | 20.9 1.57 | 21.3 05 7268 
= 0.03" 0.13 "= 0-34 —OF11) 0.68) 0.04 
単 独 | 1.92 2.96 4.32 5.40 5.88 6.48 | 23.3 10.15 | 23.6 13.43 
go A Fl OA) 1.94 2.96 4718.89 632 697 219 2 02721 Oe 
= 0.02, 0 —0.39 —0.49 —0.44 —0.49 
Bi fh) 2.008 2.92 4.32) 5.78 6.00» "6.96" 925.99) 16:07) 21 Oe 
nw > F 4\)8 @| 1.98 2.88 3.88 4.98 5.64 6.46 | 24.3 12.19) 22.9 10.28 
# 0.02" 0.04 0.44. 0.80 VHD 0.50 
Bi wi | 1.96. 2.88 3.88 5.18 5.70 . 6.22 | 26.9 14.29 | 23.9 \cleiGe 
NIG RADY |B |] 2.00 2.89 ~ 4.30 5:42 6.00 6:73 22-9" 18-2822 5 aes 
Zo Gi0:048e 0.064 — 0.475 —0.29.) 0-20 0-51 
Bi hh 1.73 92:70 3.72 4.94 869% 6556 925.3 = 98,09 sO meno 
RUA I 7 | Boe) 1.90 2.68 3.58. 4.76 5.62. 6.44. 1623.5)), 6338))023,9Ruaces 
ten 0,17 0-07 0.14) OA 0.07 WZ 
BA oS 1.72, 2.37 53.47 4.34, 94.93. 5.934 25.2 - 9.09 | 247 eonom 
m U4 es | eB) 152 2,00 92.90 4.14483" 5.62 28.0 18.185) 250 oe 
工 HD UN 0 TT 0 HN 
Pa gy |B 独 | 1.90 2.87 4.13 5.29 5.81 6.58 | 24.2 23.2 
2 AEE Ui O0s e274 SAIS.) 5227 gee Ota 6 oa elece 22.4 
mm om yg x | We] 0.1127 0.1802 0.4327 0.4851 0.4303 0.3765 | 2.0259 1.4774 
= $ | 0.1591 0.3216 0.6809 0.6213 0.6157 0.4479 | 2.4006 1.9082 


* 
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WRIST SToDIC, 上 記 の よう な 5 MOHPOKEAH OR 
fi, 緑 か っ 色 お よび 黒 か っ 色 の それ ぞ れ に 対し て , 1, 2 
お よび 3 の 指数 を 与え , 区 ご と に その 指数 に それ ぞ れ の 
発現 ひん ( 頻 ) 度 (個体 数 ) を 乗じ た も の を 加え , それ を 
その 区 の 5 齢 全 個体 数 で 除 し て 体 色 の 平均 指数 を 求め 
た (第 2 表 ) 。 し た が っ て それ は 最小 1 (すべ て 緑色 個体 ) 
か ら 最 大 3 (すべ て 黒 か っ 色 個 体 ) まで の 値 を と り , ff 
が 大 きい ほど 暗色 個体 が 多い こと を 示す も の で ある 。 
第 2 表 に よれ ば 単独 区 で の 最小 は な ハク サイ 飼育 の 1.17 
で 最大 は タイ ナチ ナ 人 飼育 の 1.72, 集合 区 で の 最小 は アカ ザ 
RIAD 1.78 で 最大 は タイ ナ 飼 育 の 2.22 CHS, WH 
度 区 の 平均 指数 は それ ぞ れ 上 記 の 最小 と 最大 の 範囲 内 で 
食 草 に より いく ら か 異な っ た 値 を 示す が , 食 草間 指数 の 
ZED RAUL MRA CL OU SEAR CDS. DEO 
と と は 食 草 の 種 類 の いか ん に か か わら ず 集 合 と に よっ て 幼 
下 の 体 色 は 暗色 化す る と こと を 示す 。 し か し 食 草 間 の 指数 


の 大 小関 係 は 単独 飼育 と 集合 飼 育 と で 必ず し も 一 致 
お ら ず , 表 の 最 右 欄 に 掲げ た よう に 食 草 に よっ て 単独 


第 2 表 5 MMR OWE KAR 
A 集合 区 の 

i * 平均 体 色 指数 指数 増大 率 

単独 区 集合 (%) 

(A) a (B) 
ee erie. 1.78 36.9 
ey Oa ee 1.80 1.1 
ee Oe 2.22 29.1 
N22 0 1.95 66.7 
NIAKAaY | 1.48 2.12 48.3 
ホウ レン ツウ | 1.44 1.89 31.3 
We a Sea. Wate oy 1.94 52.8 
5 均 | 1.42 1.96. | 
fi 2 3% Fe | 0.2299 0.1566 | 1984.66 
変動 係数 (%) | 12.76 7.63 
CY) 2 Cy e 
A —0.8134 
* <bU< tev, 


1960 年 6 月 平田 : 
= 対す る 集合 区 の 指 炒 増 大 率 が 異な り , 単独 区 の 指数 と 
れれ と の 間 に は 負 の 高い 相関 々 係 (r= 一 0.8134) が み ら 
る 。 つ まり 集合 こよ り 幼 虫 体 色 は 暗色 化す る が , その 
域 度 は 食 草 に よっ て いく ら か 異な る 。 な お 各 食 草 で の 集 
区 の 指数 増大 率 と 前 掲 第 1 表 の 幼虫 期 の 発育 速度 と の 
MRS, 増大 率 が 高い の は 幼虫 期 所 要 日 数 が 多 か 
RR (ハツ カ ダ イ コン ) か も し く は 集合 区 の 発育 が 
箇 延 す る 傾向 に あっ た 食 草 (ハク サイ お よび バレ イシ a) 
DBE CHSTCLINERSHNS. 

3. DRMOTE 

飼育 開始 後 , 全 個体 が さなぎ に な る まで の 期間 (ここ 
きい う 幼虫 期 ) に お ける 死亡 率 ~ を みる と 第 1 図 の ょ う 
CHS. 同 図 で は 食 草 を 死亡 率 の 高い も の か ら 低 いる の 
ペ と 順に 配列 し て ある 。 単独 区 に つい て みれ ば バレ イシ 
謀 お よび ホウ レン ソウ 飼育 で は 特に 高く て 40% 以上 に 
ely Se NY, AYR F4 SA NOK, タイ ナ 


AF DMI OS < 75.0, アカザ 飼育 で は 死亡 率 が 0 で ある 。 
= 方 集合 区 の 死亡 率 は どの 食 草 で も 単独 区 より は 高い 。 
か し 両 密度 区 の 死亡 率 の 差 は 食 草 に よっ て ほとん ど 違 
NM が か が なく 20% 前 後 で ある 。 し た が っ て 集合 区 の 相対 的 
一 密度 の 働き に よる 死亡 は 単独 区 の 死亡 率 が 高い 食 
SOY AIEL DEV OCHS « 


on AK + WN us % : 
L 7 nv グ 
a ae Aten 2 
eS, 4 4 is 
= ウ wy a 4 Je ザ 


第 1 図 各 食 草 で の 幼虫 期間 に お ける 死亡 率 
図 内 の 数 値 は 単独 区 と 集合 区 と の 死亡 率 の 差 を 示す 。 
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また 死亡 率 と 発育 速度 と の 間 に は , 集合 区 で 
延 す る 傾向 に あっ た ホウ レン ジン ソウ や パレ イシ ofa Cit 
集合 に よる 死亡 率 が 低い と い うぅ 関係 が み ら れ る 。 な お 貝 
齢 と 死亡 と の 関係 に つい て は , 食 草 に よっ て いく ら か は 
異な る が 概して 両 密 度 区 と も に 若 齢 期 に 多く , 齢 が 進む 
に つれ て 少な く な る 傾向 が み ら れ た 。 

死亡 に 関連 し て , 各 食 草 で 飼育 し た よう 化 個体 の 性 比 
は (個体 数 は 第 3 表 ) 単独 区 で は 0.5 に 近い が , 集合 区 
で は 0.2~0.4 の 場合 が 多く , 全 食 草 飼 育 で の よう 化 個 
体 を 集計 し た 場合 の 性 比 は 単独 飼 育 で は 0.508(66/130) 


で 発育 が 遅 


で 雌雄 ほぼ 同数 で あぁ る が , 集合 飼育 で は 0.376(70/186) 
CHEDIED BPO AE <, 集合 に よる 死亡 は 雄 よ りゃ も 
雌 が 多かっ た こと が うか が われ る 。 な お 表 に は 掲げ な か 


っ た が よう 期間 の 死亡 数 は きわ め て で て 少なく, 食 草間 で も 
また 密度 区 間 で も ほとん ど 差 が み ら れ な か っ た 。 
4. さなぎ 体重 
各個 体 に つい て よう 化 後 2 日 目 に 体重 を 測っ た が , 
3 表 に 各区 の 平均 値 と 変動 係数 , お よび 単独 区 と 集合 
と の 平均 値 の 差 を 一 検定 し た 結果 の 有意 水準 を a 
FikRlCOW CAE, LORECHALEBAT 
雌雄 と も に 単独 区 で 重く 集合 区 で 軽い 。 し か し 両 密度 区 
の 体重 差 の 統計 的 有意 性 は 幼虫 期 の 食 草 の 種 類 と 虫 の 性 
と に よっ て 異な る 。 有 意 水 人 鈴 は 1% と 5% の み を と 
S720, 2p る SS 
コン 飼育 の 場合 は 雌 の ほう が , ホウ レン ソウ と バレ イ 
ショ 飼育 の 場合 は 雄 の ほう が それ ぞ れ 有意 性 が 高い 。 
また この よう な 両 密度 区 の 体重 差 を 前 記 の 発育 の 遅 速 
と 関連 づけ て みれ ば , 集合 区 で 発育 が 遅延 する 傾向 に 
あっ た 食 草 の う ち ハ クサ イ 飼育 で は 体重 差 の 有意 性 が 
高く , ホウ レン ソウ や バレ イシ ョ 飼育 で は , FUCKED 
ほう で は っ きり し て いる が , 前 者 と は 反対 に 有意 性 が 
低い 。 以 上 の こと は , 貝 体重 は 食 草 の 種 類 ひ の いか ん に 
か か わら ず 集 合 こ に よっ て 軽減 する 傾向 が ある が , その 
よう な 軽減 の 程度 は 食 草 に よっ て 異な り , 体重 を 軽く 
する よう な 食 草 で は 弱く 重く する よう な 食 草 で ほ は 激 


し いこ と と, お よび その よう な 集合 に よる 体重 の 軽減 程 
度 の 差 は 必ず し も ゃ 幼虫 期間 を 延長 し た りあ ぁ あるいは 短縮 
し た りす る こと に よっ て の みみ 調整 され る も の で は な い 


Ct, な ど を 示す と み ら れ る 。 な お 食 草 に よっ て 体重 
差 の 有意 性 が 虫 の 性 に より 異な る こと が み ら れ る が , 
は た し て その こと が 食 草 の 種類 が 雌雄 の 体重 決定 に 異 

な る 影 状 を も つこ と と を 示す も の か どう か は 明らか に し 


が た い 。 


1 元 亡 率 一 [( 飼 育 開始 時 個体 数 一 全 死 亡 個体 数 )/ 飼 育 開 始 時 個体 数 ] x100 
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第 3 表 各 食 草 飼育 区 の 平均 さなぎ 体重 お よび それ ら を 混合 し た 場合 の さなぎ 
体重 ひん 慶 分 布 曲 線 の 広がり と わい ( 窒 ) 度 お よび せん ( 余 度 ) 
9 $ 
幼虫 期 の 食 章 | = & ea 区 | 平均 値 | MH 集 合 区 | 平均 値 
測定 Wo ee eee 測定 oa 
am 22 CV las SC. V. | BK lee 吉 C.V. igre SF 33 C.V~ | BK 
x (mg) (%) |"y (mg) (%) | # we (me) (%) | (mg) (%) | 
% oh # | 14. 570.7 6 5.16\| 12. 48020) 10:42 | 0.05) 11 441.8; | 7.35 |) 27%) 9430.96 Ai a is 
# ~ < Y | 6 542.5 15.02] 9 508.1 7.40] 0.05 | 5 453.6 10.93) 14° 441.97 10-35 )nae 
me Fi 43° 601.5 8.551) 16) 538.8 98.53 | 0.01) 10 471.5 7. 87.)p15: 146057 Ai ne0 a 
N 9 # 4 | 9 542.2 9.34/13 461.2 9.97] 0.01 | 14 484.3 5.93 | 22 403.9 9.40) 0.01 
NYAKAaAY |12 458.8 9.08/12 407.1 10.57] 0.01 | 8 355.6 6.72) 18 353.9 9.50) — 
eo YY) | 7 516.4 11.57] 3 478.3. 5.55] — | 7 472.9 13.81) 13 )401.25 10.83 0. 05 
mw 4 vy =| 5 474.6 7.85 | 5° 442.5 4.419) 9 -— | 09 417.7) SC es 
32 # (mg) 529.5 473.7 442.5 406.7 
CoV or (2%) 8.85 8.38 9.28 9.41 
合計 個体 数 | 66 70 64 116 
fe x| 37S SK BD | Bly BK 最小 最大 最小 最大 最小 最大 
Ag 分 布 範囲 (mg) |385~670=285) 335~615=280 315~545 = 230 295~525 = 230 
f A j 
食し ひん 慶 分 布 曲 線 の | 
@r-| 2 w BE(gi)| +0.0560 — 0.0828 +0.0863 | +0.0761 
個 場 | せ ん 慶 (gz) 一 0.0036 —0.4575 +0.8437 —0.0037 
Ra & に 対す る 0.188 0.289 0.287 0.339 
8 に 対す る せ | 0.056 0.808 1.432 0.008 


以上 の と と ころ で は 食 草 ご と に 単独 区 と 集合 区 と を 比較 
検討 し た 。 次 に 全 食 草 の 単 独 区 と 集合 区 と を それ ぞ れ で 
混ぜ 合わ せ た 場 合 (前 者 を 単独 飼育 群 , 後者 を 集合 飼育 
群 と 呼ぶ ) の さなぎ 体重 の 変異 に つい て みる 。 前 掲 第 3 
表 の 下 欄 に この よう に 取り 扱っ た 場合 の 体重 の 個体 訟 異 
の 幅 と , その 広がり の 上 で の ひん 度 分 布 曲 線 の わい ( 窒 ) 
慶 と せん ( 穴 ) 度 と を 示し て ある 。 雌雄 の いずれ る 最 
小 お よび 最大 個体 の さなぎ 体重 は 単独 飼育 群 で 大 きく , 
集合 飼育 群 で 小さ い 。 平均 体重 に つい て も ゃ ちろ ん 同様 
で ある 。 し か し 各 群 で の 最小 個体 と 最大 個体 の 体重 差 に 
は 赴 い が み ら れ ず , WECVE 280 mg と 285mg, 雄 で は 
いずれ も 230mg で あぁ る 。 わ い 度 は 両 密度 群 の 雌雄 い ず 
OBA d.f.=co M £(0.05)=1.960 k YILSDI 
小さ い 。 ま た せん 度 は 単独 飼育 群 の 雄 で は 他 の 場合 より 
も の 値 が 比較 的 大 きい (1.432) けれ ども , や は り 5% 
水準 の 7. の 値 よ り は 小さ い 。 これら の こと か ら , 雌雄 の 
いずれ で も ゃ も 両 密度 飼育 群 の さなぎ 体重 の ひん 度 分 布 曲線 
の 広がり と 形 は あま り 違 わ ず , 正規 型 か ら は 大 きく ぁ を れ 
VO SN 

5. よう 期間 
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1 


区 に つい て 調べ た 。 第 2 MICK ROMHEAKOOAE 
を 示し た 。 同 図 で は 時 期 は 飼育 開始 後 の 目 数 で 示 じ 7 = 
た 幼 下 期 の 食 草 の 赴 い は 柱 の 塗り わけ で 区 別して で ある 8 
第 2 図 を 概観 し て 気づく と こと は , COPPA ARBEIT IE 
飼育 開始 後 の 日数 で 35 日 目 ご ろか ら 45 目 ぐ らい まで 
の 間 に 羽 化す る も の と , 60 和 目 目 どろ か ら 100 目 ぐら 
EC, ある い は も っ と お そい る の で は 120 目 目 以後 @ 羽 
化す る と いう よう に , さなぎ 期間 に 長短 の ある し か る 
両者 の 羽化 時 期 が は っ きり と 不 連 続 な 2 型 の 個体 が 合 事 
れ て いる こと で ある 。 個 体 数 は さなぎ 期間 の 短い も の の 
ほう が 多い 。 ヨ ョ トウ ガ が ガ で は 環境 条件 の いか めん に よっ 咲 
同一 個体 群 に 非 休眠 よう ( 遇 ) と 休眠 よう ( 帽 ) と を 生ずる 
と と が 知ら れ て いる が , 上 記 の よら うに さなぎ 期間 が は ラ 
きり 分 離し て いて 長短 の 違い を も つも の は それ ぞ れ 非 人 
HRA D < 休眠 まう と に 該当 する も の で ある 0 が っ 
こと の 飼育 実験 に お いて さなぎ 期間 を 検討 する 場合 で は 
一 応 こ れ ら の 2 型 の さなぎ を 区 別 じ て 取り 扱う 必要 が あ 
Oo 

非 休 眠 よ うこ と 休眠 よ う の 実 数 と それ より 求め た 休眠 
う 率 を 第 4 表 に 示し た 。 ど の 食 草 の 場合 で る 両 密度 甘 の 


"休眠 よう 率 の HAV VE 雌雄 と も に 同様 の 傾向 を 示し だ の 


C, CC CVLMEMES KEN LE feo 


わい 度 と せん 度 , お よび それ ら の せ を 求め る 方 法 は すべ て Snevecor (1946; 邦訳 , 畑村 ら 1952) と ょ っ 
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で より も 集合 飼育 で i と な どか 
ら み て る も, 幼虫 期 の 食 草 が 異な る 場合 


に , A Ts 
っ た 発育 経過 を た どる こと を 示し て い 
る よう で 注目 に 値する 

第 2 図 で 休眠 個体 の 羽化 時 期 を みる 
と , 両 密度 区 で 羽化 個体 数 の 多い 時 期 
は お お むね 一 致し て お り , KETIE 90 
日 ご ろか ら 110 日 ご ろ ま で , 雄 で は そ 
れ よ り も る 早く 65 日ごろ から 80~90 日 
どろ まで の 間 に 羽 化し て いる 。 また で 
の よう な 期間 内 で の 羽化 時 期 の 早晩 る 
幼虫 期 の 食 草 に よっ て 大 差 が な く , 特 
に アカ ザ 飼 育 の 単独 区 で 生じ た 1 HO 
雌 休 眠 よ う の 羽 化 も 単独 区 全体 の 雌 休 
有 眠 よ う の 羽 化 時 期 の お お むね 中 間 の 時 
期 で ある 。 極端 に 遅れ て 羽化 し た 個体 
VS, 雌 で は 昔 独 区 の タイ ナ 飼 育 と 集合 
区 の ハク サイ 飼育 の 場合 , 雄 で は 集合 
RR 
特に 長い 休眠 期 を も つ 個 体 が 生ずる 
fe eee と 密度 と の 聞 に ‘ie 
兄 な 関係 が な さそ う で ある 。 

幼 虫 期 の 発育 速度 の 斉一 性 と 休眠 よ 
うぅ う 率 と の 関係 に つい て , de 表 の 
幼虫 期 所 要 上 日 数 の 変動 係数 と 第 4 HO 
休眠 よう 率 と の 間 で 相関 を と っ て みる 
と , 相関 係数 は 単独 区 で は 雌 一 0.1977, 


度 


35 40 45 60 80 100 150 雄一 0.4402 と いう よう に 低い ば れ と 
羽化 時 期 (飼育 開始 後日 数 ) も 負 の 相関 の 傾向 な の に 対し , 集合 区 

第 2 図 各 食 草 で 仙 育 し た 場合 の 時 期 別 羽化 個体 数 で は 雌 +0.4827, if 4 0.9667 と いう 

細 わ く 柱 : RYU YI ORR, 打点 柱 : ハツ カ ダ イ コン 飼育 , 黒 柱 : よう に 正 の 相関 を 示し た 。 つ まり 食 草 
PATRIA, SRE: ハク サイ 飼育 大 わく 柱 : 7 a TE の 種類 と よる 幼虫 期 の 所 要 卓 数 の 個体 


第 4 表 に よれ ば , 食 草 の 違い は 休 有 眠 よ う 率 に 差 を も た 

SL, ほとん と 休眠 よう を 生じ な い 場 合 (アカ r ザ 飼育 ) 
DB 40% 前 後 の 休眠 よう を 生ずる 場合 (ホウ レン ソウ ッ , 
WYAFA IVA) まで あぁ ある こと が わか る 。 次 に 両 密 
謀 区 間 で 休眠 よう 率 を 比較 する と , SN 
2b, BAF, ハク サイ お よび ホウ レン ソウ 飼育 の 場合 
当 は 単独 区 より る 集合 区 の 休眠 よう 率 が 低く , te 
ダ イコ ン 人 飼育 の 場合 に は 上 記 と は 逆 に に 集合 区 の 休眠 よ 
SBA. ER RR 
眉 ウ レン ソウ 飼育 の 場合 を 除い て 統計 的 に は 有意 な る も 

|p ie bre 


変異 と 休眠 よう 率 と の 間 に は , 単独 飼育 で は 前 者 が 大 き 
い 場 合 に 後者 が 低く , 前 者 が が 小さ い 場 合 に 後者 が 高く な 
る 傾向 を 示す の に 対し , 集合 飼育 で は その 関係 が 全く 遡 
LiBo 


考 bs 


幼虫 の 発育 速度 に 関し て は , 筆者 の 今 ま で の 飼育 実験 
の ほとん どの 場合 に 単独 飼育 で より も ある 程度 高い 密度 
で 飼育 し た 場合 Mees と が み ら れ た (平田 ,1956, 
1957) 。 し か し この 飼育 実験 で は (第 1 表 ), AE LOM 
の 違い が 発育 速度 に 差 を も ゃ もたらす の み で な く , Bish 
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MA WW ORM LBL SEP OKIRCORKR 


幼虫 期 の 飼育 条件 非 休眠 休 眠 休眠 よう 
w le 度 | よう 数 KERR HB (%) 
a es aes 
a en ae we 
ii ee - a He ” 3.3 
DS DIP EEA BL A x me “4 ve 
ip BP Lee Ww = - 0 : ae 
¥. ae 72 
G6) as 87.4 


* 5% の 危険 率 で 有意 差 。 


と 集合 飼育 の 発育 遅 速 の 関係 も 食 草 に よっ て 一 様 で は な 
いこ と こと が み ら れ た 。 すなわち 幼虫 期 所 要 目 数 で みれ ば , 

供 試し た 7 種 の 食 草 の う ち 6 種 で は 集合 飼育 で 短縮 され 
だ た が 前 た だ 千種 バレ イシ ジョ で は 逆 に 集合 飼育 で 長かっ 
た 。 更 に 各区 の 幼 虫 各 期 の 平均 虫 齢 お よび 幼虫 期 の 平均 
所 要 上 日 数 に つい て の 食 草間 の ば ら つ き (第 1 表 の 標準 偏 
差 ) は 単独 飼育 で より る 集合 飼育 で 大 きか っ た 。 こ と これら 
の こと と は , 食 草 の 違い は 導 虫 の 発育 速度 に 差 を 生ずる こと 
tk, その よう な 食 草 の 違い に 対し て 単独 個体 より る 和 集 
合 個 体 の ほう が より 敏感 に 反応 する こと , そし て その ょ よ 
うな 集合 個体 の 食 草 の 違 いで い に対する 反応 は , 多く の 食 草 
の 場合 に 発育 を 遅延 する 方 向 へ より る 促進 する 方 向 へ 
MVCWSTERERRULTWSLBZASNS, DAL 
AS ac Mihi CKO 4 集合 飼育 で 発育 が 促進 され 
る と いう 例 は , 
(Lone, 1953), アワ ョ トウ Leucania unipuncta (jx, 
1956a) な ど で み られ る 。 ま た フタ オビ コ ヤ ガ Naranga 
aenescens で は 飼育 実 険 の た び ど ご と に 集合 状態 で 発育 が 
促進 され る 場合 と 逆 に 遅延 する 場合 と が ある と いう ( 炭 , 
1956b) 。 さ て Lone (1954) は 集合 飼育 で 発育 が 促進 さ 
れる の は , 卵 を 卵 塊 と し て 産 下 し , ふ化 幼虫 が か な り の 
集合 状態 で 生活 する と いう 特性 を 持つ 種 の 場合 で ある と 
と を 指摘 し , これ ら の 特性 と 発育 促進 と の 関連 性 を 重要 
file. Heche (1956b) は , 上 記 の よう に フタ オビ コ 
ャ が ガ が で は 実験 に よっ て 集合 飼育 で 発育 が 促進 され た り ま 
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た 逆 に 遅延 し た りす る の は , この 種 が 卵 塊 で 産 下 する も 
の と 1 卵 ず つ 兄 々 に 産 下 する も の と の 中 間 的 な 産卵 習性 
を 持つ とこ と と に 関連 し て いる の で は な いか と 老 え て いる 5。 
ョ トウ だが ガ は 卵 塊 産卵 性 で あり , か な り の 集合 生活 一 一 特 
に 若 齢 期 に 顕 蓋 一 一 を する 種 で ある 。 し か し 既報 (平田 , 
1958) の よう に 異な る 温度 条件 下 で の 飼育 で は , 集合 に 
よる 発育 は 高温 で は 促進 され 低温 で は 遅延 する と いう こ 

と が み ら れ た 。 この こと と 今回 の 飼育 実験 の 結果 と に 
は , 発育 速度 に 関し て は 条件 の いか ん に よっ て 必ず し も 
Lone ら の いう よう な 結果 を 示さ な い 場 合 が 含ま れ て お 
り し た が っ て 上 上記 の よう に ご ん 車 の 層 性 で 集 谷 le る 
発育 速度 と の 間 の 関係 に つい て 言及 する に は , な お いう っ 
そう の 検討 を 加え る 必要 が ある よう に 思わ れる 。 

幼 忠 (5 齢 ) の 体 色 は 食 草 の 種類 に よっ て 左右 きれ る 。 
と どこ と で 用 いた 7 種 の 食 草 で ば バク サイ 2 
び ア カ ザ で は 緑色 や 緑 か っ 色 な どの 明 色 個体 が 多く , 一 
方 キャ ベツ や タイ ナ で は 黒 か っ 色 の 個体 が 多い 。 こ の こら 
と は 幸 と し じ で バッ スタ 類 で 調べ られ で いる SVN Cet ze 
ば Goopwin (1952), FRAENKEL (1953), Dapp (1957) 
な ど ), 食 草 に よっ て 幼虫 の 体 色 に 関係 する 化学 物質 の | 
細 成 と か 含量 が 異な る こと に 二 な 原因 が ある の か る しれ 
な い 。 さ て この よう な 食 草 で 集合 飼 育 する と 7 どの 食 草 
の 場合 で も 単独 飼 育 より る 緑 か っ 色 お よび 黒 か っ 色 の 個 | 
体 が 多く な り , か つ そ れ ら の 体 色 を 指数 で 現 わ す な ら ば 
各 食 草 で の 平均 指数 の ば ら つ き は 単独 飼育 で より る も 集合 
飼育 で 小さ か っ た 。 こ と れ ら の 結果 は , LORE COM 
の 体 色 が 集合 に よっ て 暗色 に な る ここ と を 示し また その 
よう な 体 色 発現 に 対す る 集合 の 影響 は 食 草 に よっ て そん 4 
な に 強く 左右 され な いこ と , 逆 に みれ ば 高い 密度 は 体 色 
発現 に 対す る 食 草 の 影響 を お お いか くし て し まう ほど の 
働き を 持つ こと を 示し て いる 。 Lone (1953) は 前 掲 の | 
Plusia gamma (キン ウ ワ バ の 一 種 で か な り 多 食性 の 害 
虫 ) を タン ポポ な ど 6 種 の 食 草 で 飼育 し た と こと ろ , EO: 
FEEL h ISH VS REESE DS 7k < PN CHAE CH SBS 
BARE IC KEWS, FEORMOW PAI 
PrPDboTRAICKs THAIETS EWS RIE OT ICA 
た ョ トウ ガ が ガ の 場合 も 同様 で ある 。 

食 草 そ を それ 自体 が 幼虫 の 発育 を 遅延 する よう に 影響 折る | 

合 。 あるいは 幼虫 が 集合 し た 場合 に 発育 を 遅延 する 
うな 食 草 の 場 合 に は 集合 区 の 体 色 暗色 化 の 程度 が 強い ど 


\ い う 結 果 が 得 ら れ た 。 こ の こと は 密度 の 働き に ょ る 体 人 箇 


発現 は , 幼虫 個体 間 の 手 渉 が 時 間 的 に 長かっ た か 短 か 表 | 
た か と いう と と に よっ て 強く 左右 され る と と を 示す る の 
CHAS ° 
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幼虫 期 の 死亡 率 は どの 食 草 で も 集合 に よっ て 商 ぐ な る 
が , 単独 区 に 対す る 集合 区 の 相対 的 な 死亡 率 は , 単独 区 

の 死亡 率 が 高い 食 草 で ほど 低い と と が み ら れ た 。 つ まり 

多く の 個体 を 死亡 させ る よう な 食 草 で ほど 集合 に よる 死 

記 が 少な い の で ある 。 ま た 体重 に 関し て は , 発育 が 遅延 
L, 比較 的 死亡 率 が 高い よう な 食 草 で は 集合 と よる 体重 

の 減少 が 激しく な いと いう 結果 が み ら れ た 。 
こと これ ら の こと は , 食 草 は 幼虫 の 生理 的 な 面 へ の 影響 を 

通じ て 個体 間 の 千 渉 の 強 さ を 左右 する こと を 示し て いる 

まう に 思わ れる 。 個体 和 群 の 維持 と いう 面 か ら み れ ば , あ 

る 与え られ た 場所 内 で 集合 生活 する 場合 に は , 個体 の 生 

( 理 的 な 面 の 低下 を も た ら さ な いよ うな 食 草 で は 個体 間 の 

Piao < 7D, その 結果 と し て 多数 個体 の 共存 が 不可 

能 と な っ て 個体 数 が 減少 し , また 逆 に 個体 の 生理 的 な 面 

の 低下 を も た ら す よう な 食 草 で は 王 渉 が 弱く な る 結果 と 
て 多数 個体 の 共存 が 可能 に な る と いう よう に , その 場 

所 内 で 許容 され る 程度 の 水準 の 個体 群 を 維持 する よう に 

克 的 と 量 的 と の 二 面 で の 調整 が 行なわ れる こと を 示し て 

回" る よう に 老 え られ る 。 

| SES ORMRRICRIL Cid, 食 草 の 違 い が 休 眠 率 を 左 

店 する と いう と と が は っ きり し た 。 密度 と の 関係 で は , 

REA 

記 あ る 食 草 で は 逆 に 低く な る と いう よう に , 食 草 に よ 

区 変わ っ て くる RI DE Pa 

いずれ の 場合 も 単独 飼 育 の 休眠 率 と の 間 に 統 計 的 に 有意 

な 差 が ある の で は な く , また 今 ま で に 密度 と 休眠 と の 関 

係 に つい て 明らか に され た 場合 Ck, 1956, フタ オビ コ 

BeniGOVe-G;-, 1959. 27 yeaZAIEOO TC) SE 

は っ きり し た も の で は な い 。 一 応 幼 虫 期 の 密度 が よう 期 

の 休眠 を 左右 する よう に 思わ れる 結果 で あり, この 問題 

に 関し て は 今後 更に 深い 検討 を 加え る こと が 必要 で あろ 
Do 


Be J 


ョ トウ ツガ の 幼虫 を 7 種 の 植物 , アカ ザ , キャ ベツ , タタ 


mer, AHA, ハツ カタ イコ RIVYVIY, BE 
び バ レイ シ a』 の 葉 で , 容器 あたり 1 頭 と 10 HeLo2 
BRAT, 25°C, HHOBGMAENCHAL, BAR 
異 の 発現 に 対す る 密度 の 働き が 食 草 に よっ て どの よう に 
葵 右 さ れる か を みた 。 幼虫 期 と よう 期 と の 調査 で は 次 の 
護 点 が 明らか に な っ た 。 
1) 幼虫 期 の 発育 速度 に 対す る 集合 の 影響 は 食 草 に よ 

基 て 左右 され , 集合 が 発育 を 促進 する よう に 働く 場合 
Gey ey xy, S49; NDIA, ハツ カ ダ イ コ 
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2) 幼虫 体 色 は どの 食 草 で も 集合 に より 暗色 化す る 
が , その 程度 は 食 草 に よっ て いく どん 異な る 。 ま た その 
よう な 集合 の 影響 は 発育 に 長 時 間 を 要する よう な 食 草 の 
場合 に お ける ほど 顕 著 の ょ う で ある 。 

3) 幼虫 期 の 死亡 率 は どの 食 草 で も 集合 に よっ て 高く 
な る が , 単独 の 場合 に 対す る 相対 的 な 死亡 率 は , 多く の 
個体 を 死亡 きせ る よう な 食 草 に お ける ほど 低い 。 ESE 
個体 の 性 比 か ら み れ ば , 幼虫 期 の 集合 に よる 死亡 は 雄 よ 
り も 雌 の ほう が 多い よう で ある 。 さ な ぎ 期 間 に 死 亡 す る 
個体 は ほとん ど な い 。 

4) さなぎ 体重 は 幼虫 期 の 食 草 の いか ん に か か わら ず 
集合 こ に よっ て 軽く な る が , その 程度 ptt > て 一 様 
で は な い 。 概して , 幼虫 期 の 発育 所 要 日 数 が 多い か , も 
し く は 集合 区 の 発育 を か えっ て 遅延 させ る よう な 食 草 で 
は , そう で な い 食 草 で より ゃ も 集合 こ に よる さなぎ 体重 軽減 
の 度 が 弱い よう で ある 。 

5) さなぎ の 休眠 率 は 幼虫 期 の 食 草 の 種 類 に よっ て か 
な り 左 右 き され , 休眠 さき さなぎ を 全く 生じ な い 場 合 ( ア カ ザ ) 
か ら , 40% 前 後生 ずる 場合 (ハツ カ ダ イ コン , ホウ レン 
YD) まで ある 。 幼虫 期 密 度 と の 関係 に つい て は あま り 
Yo XO LEP, いちおう 2 THIIERIZTEDT 
一 様 で は な く , 集合 に より 休眠 率 が 高く な る 場合 と 逆 【 
低く な る 場合 と が ある よう に み ら れ た 。 


に 遅延 する よう に 働く 場合 
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Summary 


On the Phase Variation of the Cabbage Armyworm, Barathra brassicae L. 
V. The Effect of Food Plant on the Density Dependent 
Variations in the Larval and Pupal Stages 


By Sadao Hirata 


Institute of Vocational Education, Hirosaki University, Hirosaki, Aomori Pref. 


The main object of this work is to ascertain 
whether there is any effect of food plant on the 
appearance of certain density dependent varia- 
tions in the larval and pupal stages. 

The young leaves of seven different plants, 
goosefoot (Chenopodium centrorubrum), cabbage 
(Brassica oleracea var. capitata), Pak-Choi (B. 
chinensis), Chinese cabbage (B. pekinensis), red- 
(hatuka-daikon; 


macropodus) , 


radish Raphanus sativus var. 


spinach (Spinacea oleracea), and 
potato (Solanum tuberosum) were prepared as the 
food for the larvae. Hatches from an egg mass 
deposited by a female were kept at densities of 
10 larvae per glass tube (200cc) as crowded 
culture and 1 per tube (50 cc) as solitary culture 
on every food plant. The rearing experiment 
was conducted in a thermostat at 25°C and 
darkness. 

The results are summarized as follows: 

1. The 5th instar larvae of the solitary culture 
showed great diversity in colouration, possibly 
related to the quality of food plant, while in the 
crowded culture, it was not great and the darker 
larvae were predominant on every food plant. 
This indicates that whatever influence food plants 


might have on the body colour of the larvae, it 


was overshadowed by the influence exerted by 
crowding. 

2. Crowding induces a more rapid develop- 
ment on goosefoot, cabbage, Pack-Choi, Chinese 
cabbage, red-radish and spinach, and a more 
slower development on potato. The mean du- 
ration of larval stage in the crowded cultures 
was highly variable between the batches fed on 
different food plants compared with that in the 
solitary cultures. From these results it might 
be considered that the effect of crowding in 
accelerating development was not constant, being 
influenced by the food plant. 

3. The lower the favourableness of the food 
plant the lower was the mortality caused by 
crowding in the larval stage. In this case the 
sex ratio indicates that females suffered from a 
higher mortality than males. 

4. Though the crowding in the larval stage 
produced smaller pupae on every food plant, the 
effect of larval density on pupal weight varied 
with different food plants. 

5. The ratio of diapausing pupae was fluctu- 
ated from 0 to 40 per cent among cultures. But, 
in this case, the larval density had no conspicu- 


ous effect on the production of diapausing pupae. 
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XI. 幼虫 角 皮 に お ける 和 孔 管 と 表 角 皮 の 観 穴 


高 橋 


PR 
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BK DEAL EO fh Of Dy DMA D $4 WSL 
* (pore canal) の 存在 する と と が 古く か ら 知 られ て い 
る (VALENTIN, 1837; Leypic, 1855; BiirscHLi, 1894; 
ProTonikov, 1904; Hass, 1916; WiIGGLESWORTH, 
1933, 1948; Ricnuarps & Anperson, 1942; DENNELL, 
1946; Lens, 1946, 1952; Way, 1950; その 他 )。 eae 
Shr fare cyt, 以前 に Yacmr (1924) が パラ フィ ン 切 
FICK SHA CHES LYSOL ADS, その 後 
の 多く の 研究 者 (有賀 ,1943; AAS, 1951; 伊藤 ,1951a ; 
M75, 1955) は これ に 相当 する も の を 認め て いな いよ う 
THO. Hie, BH (1955) WNIT 4 VO IC KOR 
BORAROMEC, 孔 管 と 思わ れる 垂直 に 近い 多数 の 
線 を 観察 で きる 視野 が と きど き あ る こと こ ど を 報告 し た が , 
THAHLOT AAR COD CWSILE CHS DBD 
WEA <AHACHS. SKICBMHA (1959) が 指摘 し た よう 
K, 穴 奏 角 皮 で これ が 組織 学 的 に 認め られ な いか ら と い 
aC, REBICTORECEETS CL, AKOKE 
か ら み て で 妥当 で な いと いわ な けれ ば な ら な い 。 
また , 伊藤 (1951a,b) や 著者 (1955,1956,1957 a , 
1959) の 報告 か らち 明らか な よう に , 普通 に 染色 し た パラ 
ZU ORME CIL, 表 角 皮 と 外角 皮 と を 識別 する と 
が 比較 的 困難 で ある 。 
以上 の 理由 か ら , 今回 は 家 奏 幼虫 角 皮 の 凍結 切片 を 作 
ML, 光学 顕微 鏡 や 位相 差 頭 微 鏡 で 観 察 し た と ころ , 容 
募 に 乱 管 や 表 角 皮 を 観察 する とこ と が で きた の で , その 結 
黒 を こと に 報告 する 。 

稿 を 草 す る に あたり , 種々 ご 助言 と ご 校 関 を 賜 わ ちっ た 
言 州 大 学 小泉 清明 教授 な ら び に ご 校 関 の 労 を と られ た 奏 
著 試 験 場 小 野 正 武 博士 に 厚く お 礼 を 申し 上 げ る 。 ま た 各 
ED ご 便宜 を 図ら れ た 当 場 長山 崎 寿 博士 に も 深謝 する 。 


材料 お よび 方 法 
材料 に は 日 124 号 , 支 124 号 お よび それ ら の 交雑 種 を 


VY, 主として 第 5 齢 の 5-6 日 目 の も の を 供 試 し た 。 
東 結 切片 製作 法 は 生体 か ら 切 り 取 っ た 皮膚 片 を 圧搾 炭酸 


(1960 年 3 月 28 日 受領 ) 


ガス で 凍ら せ て 切片 と し , メチ レン 青 で 染色 する か ある 
い は 無 染 色 の まま 観察 し た 。 切片 は 主として 6~7n の 
厚 さ と し , 皮膚 面 に 対し 垂直 で し か る も 胴体 に 対し て 縦断 
また は 横断 ;, また 皮膚 面 に 対し 平行 と な る よう 心がけ て 
i ke 


観察 結果 な ら び に 考察 


孔 管 凍結 切片 法 に より 皮膚 面 に 対し 垂直 で , 胴体 に 
対し 縦断 し た 切片 を メチ レン 青 で 染色 し , 水 で 封入 し て 
光学 顕微 鏡 で 観察 し た (図版 , 1) 。 すなわち , と これ ま 
で に 著者 が 報告 し て きた (1955, 1956, 1959) パラ フィ 
ン 切 片 の 観察 結果 と は か な り 異 な り , 内 角 皮 の 薄 層 
(lamella ある い は lamina) Cx LAI MOM 
状 構 造 が あい りょう に 認め られ る 。 こ の 線 状 構造 を 詳細 
に 観察 する と , 内 角 皮 の 下端 か ら 発 し た お の お の の 線 は 
内 角 虚 の 中 央 部 か ら 上 部 な いし 外角 皮 の 下部 の と と ころ で 
分 岐 し て 2 本 な いし 数 本 に な り , し か も その 分 岐 し た 各 
線 は 表面 の 小 突起 (tubercle) に 向かっ て いる よう に 認め 
られ る 。 こ の 線 状 構造 が 他 の 多く の こと ん 貝 角 皮 で 認め ら 
WiC A, Wis Gliese CHAD LA x bwvSoc 
と で , と これ が 孔 管 で ある か どう か を 確か め る た め だ に , BK 
膚 面 に 平行 に 切っ た 凍結 切片 を 観察 し た (図版 , 2A, 
B, C), これ ら の 図 か ら , 陸 管 と 思わ れる も の の 断面 
が めい りょう に 認め られ る 。 以 上 の 結果 か ら , 角 皮 内 に 
お ける 和志 管 の 状態 を 模式 化し て 示す と 第 1 図 の と お り に 
な る 。 すなわち , 下 皮 (epidermis ある い は hypoder- 
mis) か ら 発 し た 各 孔 管 は 内 角 皮 の 中 央 部 な いし 上 部 で 
BAK’ ICFIRL CHAAR RRS, 表面 の 小 突 起 に 連 な 
る も の と いえ よう 。 次 に , 各 孔 管 の 太 さ や 単 一 の 下 皮 細 
胞 な いし 単位 表面 積 あ た り の 分 散 数 を 調べ る と 次 の よう 
に な る 。 すなわち , 内 角 皮 の 下部 に お ける 分 岐 前 の 孔 管 
で は 直径 が 2~4 un ASCH 0, ARKO EMERY LILA 
ICE SPIREOCHvUE 1~2 4 の 直径 で ある 。 ま た 
その 人 分散 数 は 各 下 皮 細 胞 か ら 2~3 個 が 発生 し , そ れ が 分 
岐 し て 10~15 個 に な り , ま た Imm? あたり で は 300~ 


= 
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epicuticle tubercule 


3 hypodermis 


第 1 図 家 秦 幼虫 角 皮 に お ける 和 孔 管 の 分 散 を 示す 模式 図 
endocuticle: 内 角 皮 , 


epicuticle: 表 角 度 , exocuticle: AZ, 
tubercule: 小 突起 , hypodermis: FF 

500 個 が 発生 し , それ が 分 岐 し て 1, 500~2, 500 個 に な る 。 
孔 管 が 角 皮 の 中 央 部 な いし 表面 近く で 分 岐 し て いる 事 
実は 多数 の こん 虫 で 認め られ て いる (7xodes を 用 いて 
NoRDENSKIOLD, 1908; Lees, 1946, 1952; Syrphidae 
と Bombyx OC PLoToNiKov, 1904; Ephestia で 
Ktun & Piepuo, 1938; Sarcophaga の 幼虫 で DENNELL, 
1946; Diataraxia OXpeRC Way, 1950), し か も この 
LORIE OAIRICOW TC, B—-OFLEDEMOIES T 
分 岐 し て で きた も の か , ある い は 角 皮 生成 の 初期 に で き 
た 線 状 の も の (filament) の 基部 の ほう が それ ぞ れ 接合 
L, CORRE LTHRLEESITAZSZOD, THEO 
EMD imme SIVCVS, ELCAT, SAREDHART 
iS Cie FL BBEOL SILT FR LED EVS A 
は , AR OARIMEE RADE L CH BOM WEL tet 
WE, TISDOASOWFMERWAEW, TORIES 
て お き , 分 岐 し た 各 和 孔 管 が 表面 の 小 突 起 に 連なっ て いる 
こと こと は , Way (1950) が Diataraxia OS) fae CHD 


て 記載 し て いる が , と これ は きわ め て 興味 ある 事実 と し て 


注目 を 要する 。 さき に 著者 (1955, 1959) yt, 家 奏 幼虫 
角 皮 に お いて は 表面 の 小 突起 の 部 位 に 蓄積 する 脂質 が 他 
の 部 位 に 蓄積 する それ と 質 的 な いし 量 的 に 異な る と と , 
お よび 角 皮 面 を アル ミナ 粉 で こす る と 小 突起 が 比較 的 削 
られ や ゃ すず いと ど を 明らか に じ だ た KR, ARME FT ve 
ナ 粉 で こす る と 体 水分 の 発散 錦 失 が きわ め て 容易 に な る 
と は すでに 定説 な っ て いる ご ご れ ら の 車 実 と ど ご ご に 
得 ら れ た 小 突 起 に 和 孔 管 が 連なっ て いる 事実 と は 密接 な 関 


endocuticle 


| Oa A Ac eA ENR (と くに 前 者 ) と が 邊 
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連 が あぁ ある も の と みな ささ なけれ ば な 
DEWPbCHhS,. BRE, 
と こと で 論じ た 水分 の 問題 の み で な 
く , 角 皮 構成 の 分 化 や こん 虫 の 生 
態 に 対す る 角 皮 の 反応 その 他 種 々 
の 角 皮 現象 に お ける 和 孔 管 の 役割 は 
きわ め て 重要 な も の と 老 え られ る 
が , これ ら の 問題 に つい て は 今後 
研究 を 進め る 予定 で ある 。 

RAR 凍結 切片 法 に より 垂直 
縦断 し た 切片 を 無 染色 の まま 位相 
差 頭 微 鏡 で 観察 し た (図版, 
3)。 ANPOAKRORMICHE 
する 表 角 皮 が めい りょう に 認め ら 
れ , また 和 孔 管 の 存在 も 認め られ 
So 8774 VORRITE SRE 
標本 の 観察 で は , RAK CNA 
と を めい りょう に 染め 分 ける ご さき 
は 比較 的 困難 で ある が (伊藤 , 1951a, b; 高橋 ,1956;, 
1957a,b, 1959), ここ と に 実施 し た 凍結 切片 の 位相 差 頭 
微 鏡 観察 と に より めい りょう に 認め られ る こと と は 注目 に 個 
5 Oo 

さき に 著者 (1956, 1959) は 察 奏 の 表 角 皮 が クチ クリ 
VB, 87748, FV NIB, v0 BRK 
ト 層 の 5 つの 単位 か ら な る と と を 報告 し た 。 そこ で 前 ご 
こと に 観察 され た 表 角 皮 が これ ら 単 位 の 全体 を 意味 じ て い 
る の か , ある い は その 一 部 の み を 示し て いる の か が 間 題 
TS. EOC, 無 染色 の パラ フィ ン 切 片 も 位相 差 頭 入 
fa Cis Lic (図版 , 4)。 すなわち , めい りな う で ば 
な いけ れ ど も ゃ も, や は り 表 角 皮 が 観察 で きる 9 さき に 著 若 | 
(1959) が 指摘 し た と お り , パラ フィ ン 切 片 で は 切片 標 
本 製作 中 に 各種 の 深 剤 で セメント 層 や ロウ 層 が 除去 さ 牧 
る 可能 性 が 十分 あり うる 。 それ で , NI74 YOM 
察 で きる 表 角 皮 は ロウ 層 や セメント 層 以 外 の 単位 を 意味 
する も の と 考え な けれ ば な ら な いき 8 じじ た が っ て 凍結 切 
片 で 観察 で きた も の は (図版) 3 うそ や は り 15 つの 単位 の 
すべ て を 示 5 で いる を の と 和解 秋 じ だ ほう が さる うう 8 
る 。 COTEWEMPC ELT, MEOE 5 Chee 
微 鏡 を 使用 する と と に ょ より, WAPEICHARLREICXS 
こと と は 興味 ある こと と いわ な けれ ば な ら な いこ を ん 事 庶 


pore canal 


体 的 な 役割 を 演じ て いる こと こと は すでに 周知 の 事実 で あぁ | 
が , この 透過 性 に 対し 重要 な 部 分 を 占め て いる 表 角 虚 
簡単 な 方 法 で 識別 で きた こと と は 有意 義 と いま う 6 


1960 年 6 月 


摘 要 


察 奏 幼虫 角 皮 の 凍結 切片 を 作成 し て 光学 顕微 鏡 で 観 府 

た と ころ , 孔 管 が めい りょう に 認め られ た 。 和 孔 管 は 角 
ROP RATE C IK L, 樹 枝 状 を 呈し て いる (図版 , 
1) 。 角 皮 の 内 部 に お ける 分 岐 前 の 孔 管 は 2~4 々 4 の 太 さ 
TH) (図版 , 2A), 中 央 部 な いし 外部 に お ける 分 岐 後 
の それ は 1~2u に な り (図版 , 2B, C), そし て それ 
ら は 角 皮 表面 の 小 突 起 に 連なっ て いる よう で ある 。 
放 音 通 に 染色 し た パラ フィ ン 切 片 を 光学 顕微 鏡 で 観察 す 
BL, 表 角 皮 と 外角 皮 と を 識別 する こと が 比較 的 困難 
で ぁ る が , 無 染色 の 凍結 切片 を 位相 差 顕微 鏡 で 観 訟 する 
と を 両者 を 明確 に 区 別 す る と と が で きる (図版 , 3) 。 な 
3, 無 染 色 の パラ フィ ン 切 片 を 位相 差 顕微 鏡 で 観 察 し て 
Db, あぁ る 程度 表 角 皮 を 識別 する こと が で きる が , めい り 
| まう で は な い (図版 , 0 。 
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図 版 説 明 


家 奏 幼虫 第 5 齢 の 5 へ 6 日 目 の 角 皮 (下端 の スケ ー ル 
の 1 目盛 間隔 は 10 々 x を 示す ) 

E, ZAR: P, AF 

1: 皮膚 面 に 垂直 に 切っ た 凍結 切片 (光学 顕微鏡 観察 

2: 皮膚 面 に 平行 に 切っ た 章 結 切片 (光学 顕微 鏡 観 察 ) 

A, 内 角 皮 の 内 部 ; B, 内 角 皮 の 外部 ; C, 外角 皮 部 

3: 皮膚 面 に 垂直 に 切っ た 凍結 切片 NASR 
BR) 

4. 皮膚 面 に 垂直 に 切っ た パラ フィ ンジ 切片 (位相 差 顕 
微 鏡 観察 ) 
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Summary 


Studies on the Cuticle of the Silkworm, Bombyx mori L. 
XII. Pore Canals and Epicuticle in the Larval Cuticle 


By Yasuo TAKAHASHI 


Nagano Sericultural Experiment Station, Nagano, Nagano Pref. 


Many authors in Japan have thrown doubt 
upon the existence of pore canal in the silkworm 
larvae, because it was invisible in ordinary paraffin 
when the fresh sections 


sections. However, 


cut with freezing microtome are examined 
in water under a light microscope, pore canals 
are clearly seen penetrating through both the 
exo- and the endocuticular layers of the larvae. 
Arising directly from the epidermal cells all the 
canals (2~4y in diameter) run a parallel vertical 
course in deeper part of the cuticle, but near 


their middle part they branch off towards the 


surface (with an average diameter of 1~2y in a 
single branch). At the outer extremities the 
canals seem to reach beneath the epicuticle of 
each tubercle of the integument. 

The epicuticle of the silkworm is not readily 
distinguished from its underlying exocuticle from 
the staining properties of the paraffin section 
examined by means of the light microscope. But 
both layers can be separated from one another, 
if the cuticle is examined under the phase-con- 
trast microscope either in the freezing or in the 


paraffin sections even if they are not stained. 


a 


ハマ ダラ カ の 一 種 4nophkeles quadrimaculatus 
を 不妊 に し 防除 する た め の ガ ンマ 線 照 射 に 関す る 基礎 的 
研究 

Davis, A. N., J. B. Gauan, D. E. Weipuaas and 
C. N. Smirx (1959) Exploratory studies on gamma 
sterilization and control of 
Anopheles quadrimaculatus. J. Econ. Ent. 52 : 868 
~870. 

実験 室 で Co? を 用 い , ハマ ダラ カ の 一 種 Anopheles 
quadrimaculatus Say に 及ぼ す ガ ンマ 線 照 射 の 影響 を 
研究 の た と で うろ 搬 完全 な 不妊 ひき MOTT SEX 
(いろ いろ の 発育 時 期 を 通し ) お よび 成虫 (24 時 間 以 内 ) 
に 対し 8,865~12, 900 r の 照射 が 必要 で ある と と が わか 
2 ilo HA QUE L Tz iit 2 IE UEE D HE & ARAL CT 8 ON 2 HE 
まな い 。 — Fa AR MUEE O tiie 2 FG St WUE L te MENT BEBE tc & 
の は , 正常 な 数 の 卵 を 産ん だ が , 一 つも ふ化 し な か っ た 。 
座 に 正常 な 雌雄 の 個体 群 を 入れ た か どの 中 に 照 射 処理 し 


radiation for the 


\ 


$X 


Ss 


た 雄 を いる いろ の 比率 で 加え た 場合 の 影響 を ぁ , 産卵 数 
ゃ ふ化 数 に つい て 検討 し た 。 と の 場合 , 処理 し た 雄 , IER 
雄 お よび 正常 雌 の 比率 が , h€n4:1:1H5008 
それ 以下 で は 発育 し うる 卵 の 総量 に は 通常 減少 を みな が 
っ た 。 し か し 6:1:1, 10:1:1 と 処理 虫 の 導入 を 増加 
し た 場合 に は 約 80% の 減少 を みた 。 WH 48 ABO 
50% お よび 100% の 致死 照射 線量 は 卵 た 対し て 2,600r 
kU 11,000r WE, MmRICWUT 32,000r %wiO 
120,000r, さなぎ に 対し て 22,000r kU 40,000r 
で あぁ っ た 。 卵 の ふ化 に 著しい 影響 を 与え な い 照 射線 量 で 
は , 一 般 に 対照 区 よ や も 産 和 卵 数 だ が 多かっ た が , ご どれ に ごう 
いて は 更に 追試 し て 検討 する 必要 が ある 。 

以上 の 実験 結果 は Co? 照射 に よる こと の 種 の 防除 が か 


な り 見 込み の ある と と を 示し て いる 。 と の よう な 防除 潜 


は 一 見 費用 が か か る よう に 思わ れる が , ある 状況 の も 
で は 現在 の 方 法 よ り も 経済 的 で ある か も 知れ な い 。 
(BLIAB —- MAB) 
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窒素 施用 量 の 異な る 水稲 に 対す る ニカ メイ チュ ウ の 握 食 選択 性 ! 


sit 本 ie 
WW eA SE A Be a EE 
AKFAIC ERICK eS ICHAT SL =H XAFLYO ~— ーー 
BES 多く な る こと と は , 一 般 に 知ら れ て いる (平野 , RTE J Oe 
1959), 石井 ・ 平 野 (1957, 1958, 1959) は 栄養 生理 1. 供 試 水稲 の 栽培 
的 な 面 か ら こ の 機構 を 明らか に する た め , 野外 飼育 , 殺 実験 は 1958, 59 両 年 に 行なっ た 。 37 ポッ ト に 山梨 


| 菌 水 和 菜 お よび 合成 飼料 に よる 無菌 飼育 な ど を 行ない , 
カメ イチ ュ ツ ウツ 幼虫 は 高い 窒素 要求 性 を 持つ こと と, 幼 
虫 の 生育 は 常に 多 窒素 施用 区 水 衛 で 良好 で ある こと と, お 
は び 多 宏 素 施用 区 水稲 菜 は 少 窒素 施用 区 水稲 菜 よ り る 多 
BOZR LANL DROME EWR EL, 幼 
HORMEL CRENITCT CNTST EMER RARL 
feo 

ULE AA F a VICK SMHS HL & OBIE 
明らか に する た め に は , BI - SF (1959) も 指摘 し た 
EFI, 幼虫 の 発育 状態 以外 に 成虫 に よる 産卵 選択 性 , 
| 食 入 時 ある い は 分 散 期 に お ける 幼虫 の 行動 習性 お よび 水 
稲 の 耐性 に つい て も 考慮 すべ き で ある と 思わ れる 。 筆者 
VET CIC BRIS FARE dS ULE OFA HOI AL 
て, 幼虫 が 強い 正 の 走 性 を 示す こと を 予報 的 に 述べ た 
_ CEA, 1958) が , こと に その 後 得 られ た 結果 を 報告 す 
2 本文 に さき だ ち , ご 教示 を いた だ いた た 京都 大 学 農 学 
PAHS, 農業 技術 研究 所 石井 象 二郎 博士 , 平野 
千里 技官 , 名 古屋 大 学 農 学部 斎藤 哲夫 , 宗像 桂 両 氏 に 対 
UF< お礼 申し 上 げ る 。 


第 2 表 BRAM e Ries 


県 富士 見 土壌 3.8kg を 入れ , 肥料 と し て 硫酸 アン モニ 
7, 過 リ ン 酸 石 氷 お よび 硫酸 カリ を 第 1 表 の よう に 施用 
し た 。 供 試 水稲 品種 は 山 秋 農 試 か ら 分 譲 さ れ た 農林 8 号 
で , 5 月 15 日 種まき した も の か ら 6 月 25 日 に 発育 斉 
ーー な 無 分 けつ 苗 を 選び , 1 ポット に 3 本 ずっ つっ つ 移植 し た 。 
栽培 期間 中 ポッ ト を 網 室内 に 置き , 水道 水 で 溢水 栽培 し 
REG 
第 1 表 肥料 施用 量 (ポッ ト あ ぁ あぁ たり 要素 g 数 ) 


Ee | Sele 2 wan ee 
肥料 要素 使 用 形 wee F 標準 区 Fe 


N 硫酸 え シ モニ アテ ズ 1.5 0.5 0 
P205; 過 リ ン 酸 石灰 | 0.5 0.5 0.5 
K,0 mh Bw 9 0.5 0.5 0.5 


195845 1c (SRR KARE IC KOMP TT ior. 8 
月 27 BIC LAGE SEAL, 石井 ・ 平 野 (1958, 
1959) の 方 法 に より 調製 し た 飼料 に 2 化 期 卵 を 接種 し , 
26°C 暗黒 下 で 21 日 間 無 菌 飼育 し た 後 , 体重 を 測定 し 
た 。 1959 年 に は 網 室内 で 野外 飼育 を 行なっ た 。 9 月 4 日 
C2mMMbbeeAKyS hic 20 頭 ず つ 接 種 し , 30 日 間 摂 食 


る 水稲 に お ける 幼虫 の 生育 


Ze pe |e 料 区 | 実 険 区 数 接種 幼虫 数 seem PORE 
3 6 — 153 47.44 
無菌 飼育 * | 7 = 169 30.69 

3 60 297 74.15 
SN fi wat a cs - | 3 60 247+ 58.57 


* 26°C 定 温 , 210 MMA. 


** 野外 網 室内 , 30 日 間 飼 育 (1959 年 9 月 4 日 10 月 3 日 )。 
† 2 頭 は 茎 か ら 取 り 出 す と き 傷 つけ た た め 測 定か らち 除外 し た 。 
+f 3 頭 は 茎 か ら 取 り 出 す と き 傷 つけ た た め 測 定か ら 除 外し た 。 


! 水稲 ケイ 酸 と 害虫 第 8 報 


本 報告 の 一 部 は 日 本 応用 動物 昆虫 学会 昭和 34 年 度 大 会 で 発表 し た 。 


(1960 年 4 月 6 日 受領 ) 
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第 3 表 窒素 施用 量 を 異 に し た 水稲 茎 お よび 葉 に 対す る 幼虫 の 選択 性 
実 験 :- 区 Mex tee RK | SBR LMU 
1958 =| 1959 = 1959 年 1959 = 
AR OF 2% | 1 i 8 2 4b 2 te i 
RB SB) 1. 2 Peg eg. Fe a io i oe 
供 試 虫 齢 期 | 2 2 iP ea liad aia i aes 3 | 3 eee 
ge aR or 数 20 30 oy 8695 )~=— 25. 67 38- | 40. 20. 30 - 37 s0emece 
f& | BRK ee eh | ee ee MSC rien gi | ie 
| #2 K 18 16 | 21 18 16 43 19 9 4 8 8 1 
Ha | 無 室 素 区 1 5 | 0 1 5 23 0 28 
数 aa 1 9 | 6 6 4 1 19 12 Sale 15 8 14 
SB Rip wR | 2 2 oe owe: Soa 1** 1 305% 3 494 


* 実験 番号 ユー11 は 茎 に 対す る 選択 性 , 12, 13 は 葉 に 対す る 選択 性 。 


ネネ ポ 


1 時 間 後 調査 。 
*** 30 分 後に 調査 。 


SIRE, 体重 を 測定 し た 。 以 上 の 飼育 結果 を 第 2 表 に 


示す 。 幼虫 の 生育 状態 か ら み て , | 


試 水 御 菜 が 窒素 施肥 


量 の 影響 を 十分 受け て いる こと こと は 明らか で ある 。 


2. 水稲 茎 に 対す る 幼虫 の 行動 


+> Birr 


iis 2 BIC T SARE SOV VLE OFM WIC 


じ 幼 虫 が 明らか な 選択 性 を 示す こと は , 
本 実験 で は 多 


whS7e (EA, 1958), 
お よび 標準 区 の 3 区 を 設け , 


z= 


行なっ た 。 各 ポッ ト か ら 発 育 状 態 の ほぼ 等 し い 茸 を 根元 


で に 予報 的 に 


か ら 切 り 取 り , REN 6cm EL, WK 5~9 本 ずつ の 
同数 の 世 を 束 に し て シャ ー レ の 両端 に 置い た 。 シ ャ ー レ 


の 中 央 に 幼虫 を 放ち , を た を し て 暗 


1~ へ 4 日 後に 幼虫 の 水稲 菜 に 対す る 


[| 


第 1 図 BR HAE O Hrs 4 KMS 


選択 性 の 実験 (実験 番号 11) 


排出 物 の 量 か ら も , 幼虫 が 多 窒 素 区 茎 を 選好 す 
と が わか る 。 A: 幼虫 を 放っ た 位置 , C: 


AG 


標準 区 , 3N: SBEK, 


に 対す る 幼虫 の 


BARRE Pichia L, 


焦 入 状態 を 調査 し た 。 


第 


2 


第 3 


選択 行動 足跡 
A, C, 3N は 第 1 図 と 呈し 
™ 


j 


EOBRTA 


図 水稲 茎 の アル コー ル 抽 出 物 ! 


こと 対す る 幼虫 の 


図 水 稽 茎 の アァ アルコール 押 出 物 を 含有 する ろ紙 


左 : MRSS 頭 の 幼虫 に よる 食 こ ん (4 日 間 ), 
A: 両 区 を 27 頭 の 幼虫 に 選択 させ た 場合 の 食 


Gyo 


日 間 ), C, 3N は 第 1 


図 と 同じ 。 


ガラ ス 管 内 で 実験 を 行なっ た 。 調 査 結 果 を 第 3 表 だ 示す 6 
表 か ら 明 ら か な よう に , 幼虫 は 常に 容 素 施用 量 の 高い 
KHER e EA CHRAT SIAMAHS, ERECTA 


も 室 素 施用 量 の 多い 区 の 水稲 菜 に 多く 認め られ , 実験 番 


1960 年 6 月 


SU で 調査 し た と こと ろ , SBR CIMRE 8 本 と る も 
一 様 に 著しく 食害 され て いた が , 標準 区 で は 8 本 の うち 
有 1 本 は 無 食 こ ん , 他 の 1 本 は わずか な 食 こ ん が 見 られ た 
DOT, 残り の 6 本 る も 多 鶴 素 区 茎 に 比べ 食害 量 は 少な か 
っ た (第 1 図 )。 更に この 両 区 の 茎 か ら 幼 虫 の 排出 物 を 
集め て みる と , SBR CIM ME 250 mg, 標準 区 
で は 96 mg で あっ た 。 食 ご ん や 排出 物量 の 多少 は , い 
計 れ も 幼 虫 の 食 入 数 が 多 宏 素 区 茎 に 多かっ た と と を 示し 
で いる も の と 思わ れる 。 


_3. 水稲 基 の アル コー ル 抽 出 物 に 対す る 幼虫 の 行動 

| 8 月 28 AICS BRK LUPE KARE RY bP 
刈り 取り , 約 3mm の 長 さ に 刻ん で , 70g に 対し アル 
ロー ル 140ml を 加え , 抽出 液 を 作っ た 。 実験 番号 1, 

2,3 で は 両 区 抽出 液 を それ ぞ れ 一 定 面 積 の 同質 の る ろ紙 に 
BIL St, 溶媒 を 揮発 させ て か ら す す 紙 の 上 に 配置 し , 

中 央 に , 3 齢 幼虫 を 放ち , 15 へ ~20 分 後に その 行動 を 調 
人 ぶた 「( 筑 2 図 )。 また 実験 番号 4, 5 で は , 同様 に 抽出 
We 吸収 し た ろ 紙 を それ ぞ れ PRE (6.3 cm x0.9 
6m) の 内壁 に 巻き , 茎 に 関す る 実験 の 場合 と 同様 に これ 
を シッ ャ ー レ の 両端 に 配置 し , 中 央 に 幼虫 を 放っ て 24 時 
間 後 の 幼虫 の 管内 へ の 侵入 数 を 調べ た 。 結果 を 第 4 Hic 


話す 。 

第 4 表 窒素 施用 量 を 異 に し た 水稲 茎 の アル コー ル 
. 抽出 物 に 対す る 幼虫 の 選択 性 

vz = 

実験 番号 * leery eas. 4° 5 2 
poem i | 15 13 15 |43 27 23 | 50 
選 ZERK 12 8 9 | 29 ee ae 


a mee Ss hisem & 9% 1 0 | 4 
ml + Genus. 5.120. 19 | 39 


|* 実験 番号 1 へ 3: 展開 ろ紙 に 対す る 選択 性 。 
実験 番号 4, 5: 試験 管内 の ろ紙 に 対す る 選択 性 。 


| 水稲 茎 の アル コー ル 抽 出 物 に 対す る 幼虫 の 行動 も , 水 
隊 苦 に 対す る 場合 と 全く 同様 に , 標準 区 より る ゃ 多 窒 素 区 
選好 する も の の よう で ある 。 

RES 4, 5 と 同様 に , 抽出 物 を 吸収 し た ろ紙 を 内 
葉 に 巻い た 試験 管内 に 4 齢 幼虫 を それ ぞ れ 5 頭 ず つ 放 
BS, 綿 せん を し て 4 日間 放 置 し た 後 , ろ紙 上 の 食 こ ん を 
同 べ た と ころ , 多 客 素 区 の ほう に 著しかっ た (第 3 ME). 
RRES 4,5 で 見 られ た 食 こ ん (第 3 図 右 ) と も 考え 
5 わせ , 多 宅 素 区 水稲 工 の アル コー ル 抽 出 物 は , 幼虫 の 
恒 食 を 促す 作用 を 持つ 物質 を より 多量 に 含有 し て いる も 
5 と 推察 され る 。 
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窒素 施肥 量 の 多い 水稲 に ニカ メイ チュ ウ の 害 が 多い こと 
と は 古く か ら 知 られ て いた 。 最近 石井 ・ 平 野 (1957, 
1958, 1959) は その 機構 を 解析 する た め , 合成 飼料 お よ 
び 鶴 素 施用 量 を 異 に し て 栽培 し た 水稲 で 飼 育 試験 を 行 な 
っ た 結果 , 幼虫 の 栄養 生理 が この 問題 と 密接 な 関係 を 持 
っ て いる こと と を 証明 し , 更に 今後 肥料 と の 関係 に お いて 
成虫 の 産卵 選択 性 食 入 時 ある い は 分 散 期 に おけ る 幼虫 
の 行動 習性 , ある い は 水稲 の 耐性 に つい て 研究 を 進め る 
A&C LBL. Painter (1951) る 作物 の と ん 虫 
抵抗 性 に 関与 する 条件 と し て 害虫 の 選好 性 , 生育 阻害 性 
お よび 作物 の 耐性 の 3 点 を 取り 上 げ て いる 。 

筆者 は 数 年 来 ケ イ 酸 肥料 の 施用 に ょ よる ニカ メイ チュ ウ 
害 の 軽減 に つい て 研究 を 行なっ て いる が , BHILKOS 
少 に と ょ る 被害 発現 の 増減 の 機構 を 知る こと は , ケイ 酸 と 
虫害 と の 関係 を 明らか に する 上 で 重要 な 手がかり に な る 
と 考え る に 至っ た 。 そこ で 本 実験 で は 容 素 施用 量 の 異な 
る 水稲 茎 あ る い は その アル コー ル 抽 出 物 に 対す る 幼虫 の 
選好 行動 を 調査 し た 。 そ の 結果 を みる と , ニカ メイ チュ 
ウツ 幼虫 は 常に 窒素 施用 量 の 多い 水稲 を 選好 し た 。 幼虫 の 
食物 選好 に 関与 する 物質 は 窒素 肥料 の 多用 に よっ て 増加 
する も の と 老 え られ る 。 更 に 同数 の 幼虫 を 放っ た 試験 管 
内 壁 の ろ紙 上 の 食 こ ん か ら み て , BESAKKBEOT 
ルコ ー ル 抽出 物 は , 幼虫 の 摂 食 を 促進 する 作用 の ある 物 
質 を より 多く 含有 する も の と 考え られ る 。 水稲 体 に 存在 
する ニカ メイ チュ ウ 幼虫 を 誘引 する 物質, oryzanone 
(宗像 ら , 1959) ©, 生育 阻害 物質 (石井 ら , RHR) 
の 生成 と 窒素 施肥 量 と が どの よう な 関係 を 持つ か は 興味 
ある 問題 で ある 。 

水稲 葉 の 灰 化 像 の 観察 や , MHOK SH TIMERO BR 
程度 か ら , 宅 素 施用 量 の 多い 水稲 体 の 組織 は 少 容 素 区 水 
稲 の それ より も る も 団 弱 で ある と 推定 され た 。 し か し 組織 の 
じゅ う ( 和 柔 ) 剛 性 が , これ を 摂 食す る 幼虫 に 対し どの ょ う 
な 影響 を 与え , 更に 被害 の 多少 と どの よう な 関係 に ある 
か を 具体 的 に 解明 し うる 資料 は 現在 まで 得 ら れ て いな 
い 。 

肥料 と 水稲 病害 と の 関係 に つい て は 従来 多く の 研究 が 
な され て いる が , 虫害 と の 関係 に つい て は まだ 完全 な 資 
PHOZ LV (平野 , 1959) 。 水稲 増収 に 不可 欠 な 容 素 肥 
料 と ニカ メイ チュ ウ 害 と の 関係 に つい て も る , 更に いろ い 
ろ の 角度 か ら 検 討 さ も れ も ね ば な ら な いで あろ う 。 


fi 要 
容 素 施用 量 の 異な る ポッ ト に 水稲 を 栽培 し , 水稲 茎 に 
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対す る ニカ メイ チュ ウツ 幼虫 の 選択 行動 を 調べ た 。 各 区 水 
稲 甘 が 窒素 施用 量 の 多少 と よっ て 影響 を 受け て いる こと 
は , 幼虫 の 飼育 結果 か ら 明 ら か で ある 。 

鶴 素 施用 量 の 異な る 水稲 攻 葉 を 幼虫 に 選択 させ た と こ 
4, SEN 
ァ アルコール 抽出 物 に 関す る 実験 で も , 幼虫 は 多 鶴 素 区 を 
選好 し た 。 以 上 ょ り 鶴 素 肥 料 は , すでに 明らか に され て 
いる 栄養 上 の 関係 だ け で な く , 幼虫 の 選択 行動 に 関与 す 
る 物質 の 生成 に も 関係 を 持つ も ゃ の と 老 え られ る 。 ま た ア 
Meee 多 
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Studies on the Relation between the Silica Content 
in the Rice Plant and Insect Pests 


Vill. 


Feeding Preference of the Rice Stem Borer 


Larvae for the Rice Plants Cultured in Soils of 


Different Nitrogen Levels 


By Kaoru Sasamorto 
Laboratory of Applied Entomology, Faculty of Liberal Arts and 


Education, Yamanashi University, Kofu, Yamanashi Pref. 


Previously the author has reported in a series 
of papers that damages of the rice plant caused 
by the larvae of the rice stem borer, Chilo sup- 
pressalis WALKER, were reduced with increasing 
silica content in the rice plant by suppling silicate 
fertilizer into soils. This response seemed to be 
due to not only hardening of the plant tissue by 
absorption of silica but also feeding preference 
of the larvae between high and low contents of 
silica in the rice plants. 

The present paper deals with the feeding pre- 
ference of the larvae for rice plants grown in 
soils supplied with different levels of nitrogen. 
The method employed was of a two-choice design, 


in which the larvae were allowed to choose pieces 


A 
of the rice plant stems, and also alcohol extracts 
of the rice plants absorbed in filter papers. 

The larvae preferred singnificantly the high 
nitrogen plants to the low nitrogen ones. Similar 
preference was observed for alcohol extracts 
between two kinds of the rice plants; the extract 
of high nitrogen plant was more attractive than 
that of low nitrogen plant for the larvae. 

Itis a well-known fact that the plant containing 
high level of protein in injured severely by the 
larvae. The present experimental results may 
indicate that nitrogen fertilizer affects not only 
nutritional aspects, but also synthesis of attrac- 


tive substances, both olfactory and gustatory, 


‘for the larvae. 


スゲ ハム シ Plateumaris sericea Linng 雌 の 腹部 の 形態 に つい て 


組 」 時 


美 明 


北海 道 虐 業 試験 場 


hei a 


SEA (1959) SHR - HH - AR E1957 年 6 月 北 

海道 上 川 郡上 川町 の 一 部 の 水田 に 発生 し , 移植 後 ま も な 
必 水 稀 の 根 を 加害 し た ハム シ 科 の 一 種 の 幼虫 の 形態 を 報 
告 じ た 。 こ の 幼虫 は 通常 の ハム シ 科 の 幼虫 と 異な り , 水 
底 の 泥 土 の 中 と いう 異常 環境 に 生息 し , 形態 も 特異 で あ 
る が , 経過 習性 も か な り 変 わっ て いる こと が 想像 され る 。 
水田 に と どの よう に し て 発生 を 見 る に 至っ た か は 興味 の あ 
る 問題 で ある が , 成虫 の 産卵 の 時 期 や 場所 な ど に つい て 
は まだ 知ら れ て いな い 。 し か し 成虫 の 雌 の 腹部 特に 第 8 
節 に は 特異 の 形態 が 観察 され , この 節 の 構造 が 産卵 習性 
次 知る 上 に 一 つの 手がかり と な る こと を る 考え られ る の 
TC, その 形態 を 報告 する 。 
な お 前 述 の 幼虫 に 関す る 報告 で は , 飼育 に よっ て 成虫 
を 確認 し , Donacia simplex Fasricrus の 学名 を 用 い 
た 。 し か し 中 条 道 夫 博 士 の ご 教示 に より , 本 種 の 学名 は 
正しく は Plateumaris sericea LiNNs で ある こと が 判 
明度 た の で ここ に 学名 を 訂正 する と と も に た に 同 博 士 の ど 厚 
棄 に お 礼 申 し 上 げ る 。 ま た 票 山 覚 博士 より も いろ いろ ざ ど ご 
教示 を 得 て お り , あわ お わせ て お 礼 申 し 上 げ る 。 


[. 外 部 形 fe 


SRK ORT DSR, 第 8 節 お よび 第 9 節 ( 生 
殖 器 ) は 陥 入 節 と な っ て いる 。 腹 部 の 基部 は 後 胸 内 に 了 
RL, この た め 第 二 節 は 背 板 の み 残 り , 腹 板 は 完全 に 有 退 
化 消 失 し て 第 1 背 板 下 面 を 中 胞 お よび 後 胸 の 2 腹 板 が お 
お う 。 第 1 背 板 は 後 胸 背 板 に 陥 入 する が 縮 少 せ ず , か な 
り 大 きく , AVE AHED L CH 1 RON AS KO 
方 を 囲ん で いる 。 

2, 第 3 背 板 の 下面 を 1 枚 の 大 形 の 腹 板 が お お っ て 
OSD, この 腹 板 は 第 2 , 第 3 腹 板 の 融合 板 で は な く , 
3 腹 板 が 前 方 に 伸長 し て 大 形 と な り , 第 2 背 板 下 面 を 
坦 お お っ た も の で あり , 第 2 腹 板 は 退化 し , わずか に 第 
SPOR EAI CARE THRO TMS EOL 
P れ る 。 第 3 GRATER PRI 5 (MD) MAT SD, 本 種 


(1960 年 4 月 18 日 受領 ) 


の お う 陥 部 は 大 形 で 深い 。 側 
方 より 見 た 場合 第 4, 第 5, 
第 6 腹 板 の 中 央 や や ゃ 後方 に か 
な り の お う 陥 部 が 目 に つく せく 
が , この よう な お う 陥 部 は 一 
般 の ハム シ 科 の 種類 に は な い 
(第 1 図 )。 

末端 節 で ある 第 7 節 は 側 縁 
が 後方 に 強く せ ば まり , 背 板 
は 伸長 し て 幅 よ りか な り 長 
い 。 腹 板 は 伸長 せ ず , 長 さ よ 
り 著 し く 幅 広い が , 広く 側 方 
が 上 反する た だ ため 第 7 人 節 は 下 
・ 下 面 と も に 長 形 を 呈 する 。 
第 7 節 背 板 は 他 節 の 背 板 の よ 
うに 和 柔らかく な く , MABE 

3, Vi 第 5 背 板 び 後 方 が 下降 し て 中 央 部 が 隆 

W: 第 7 背 板 起す る 。 SRE SF FUEL 
て いる が , 特に 側 方 お よび 後半 部 が 厚く , 前 半 中 央 部 は じ 
AL) BRC HS. BIT BS) IG CHRO PRA 5D 
し く 後 方 に 弱い 大 き な 弓 状 の 湾 入 が あり , GRANITE 


第 1 図 腹部 外部 形態 
I: 第 1 背 板 , TT: 第 


第 2 図 第 7 人 節 背 板 
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丸く , BRO PSVSKe BLT 中 央 部 が 最も BHT 
る 。 側 方 お よび 後半 部 の よく キチ ン 化 し た 部 分 は さや ば 
ね を 閉じ た 際 に は 密 出す る こと が 多く , 後半 部 に は 細か 
い 黄 色 の 毛 が あ り , 周辺 治 い の も の は くし 状 に 並列 する 
(第 2 図 )。 腹 板 も ほぼ て い 形状 で ある が , 著しく 幅広 
く , 側 縁 の 後方 へ の せ ば まり は 背 板 より 強く , 後 線 角 は 
大 きく , 後 線 は 直線 に 近い 。 後 半 中 央 部 が 若 千 隆起 し , 
BURR AL 2 PRY CERT AR ERO HE OER DSZD, 
毛 は あま り 密 で な く , BRAMILICIDR OS PEW E 
が 見 られ る (第 3 図 )。 


第 3 図 第 7 節 腹 板 


気 門 は 第 7 節 を 除い た いずれ の 節 に も めい りょう で , 
側 肛 部 の 前 縁 付近 に 容易 et 第 7 HOR 
FRAG & Ze 9 lens で いな で の が 普通 で ある 。 

甲虫 類 成虫 の 腹部 の 志 出 する 腹 節 数 に は 同一 科 内 で 差 
A i ee 
は ハム シ 科 の 他 の 種類 と 変わ ら な い が , 全体 が 長 形 で , 
各 腹 板 は と も に よく 肥厚 し て 堅く , 第 4, HS, 第 6 腹 
板 の 中 央 か ら や ゃ や 後方 に 幅広 いい 顕著 な お う 史 が あり , ま 
た 第 7 背 板 が よく 硬化 し て いる と と な ど が 特徴 と し て あ 
SHS 


L. 第 8 腹 節 お よび 生殖 器 


ハム シ 科 の 第 8 腹 節 は 雌雄 と も に 第 7 節 内 た に 陥 入 し , 
外部 より は 見 に くい が , 本 種 の 雌 の と この 腹 節 に は 蓋 し い 
特徴 が 見 られ る 。 

第 8 腹 節 は 大 形 で , 背 板 と 腹 板 は 形 が 著しく 相違 する 
が , と も に よく キチ ン 化 し て 茶 か っ 色 を 早 し , その 構造 
は が ん ( 頑 ) 強 で ある 。 背 板 と 腹 板 側 縁 は ほぼ 密着 し , 側 
肛 部 は 著しく 狭い 。 全体 が 下方 に 強く 湾曲 し , 後半 部 の 
下 了 蜂 が 特に 顕著 で ある 。 背 板 は 腹 板 よ りか な り 短 く , 前 
USER, 側 縁 は 後方 に わずか に せ ば まり , BRI 
円 形 で 中 央 部 が 突出 し , 後 緑 角 付 近 の 丸み る 強い 。 側 方 
お よび 前 縁 に 治っ た 部 分 が 濃かっ 色 で 中 央 に 凡 広 い 縦 長 
の 羊 透 明 の 部 分 が あり , と の 部 分 より 内 部 の 生殖 器 の 仁 
起 が 判定 で きる 。 側 方 の 濃 色 部 と 中 央 の 半 透 明 の 部 分 と 
の 境界 は きわ め て めい りょう で , 前 端 お よび 後 端 を 除い 
こ < 部 分 は 縦 線 状 を 時 ずる 5 基部 は 腹 板 の 柄 状 に 突出 する 


BAR 第 8 節 背 面 


SC ae 


janis 情状 部 の 前 続 は ほ 


策 6 図 生殖 器 下面 
St: 第 8 腹 板 切片 


RAG 2G 


第 5 図 38 8 Mi 
敵 は 腹 板 後 線 の 前 Biche 


eR eT 
ま ぼ 直 線 状 で ある 。 柄 状 部 基部 朝 
HERA AB Ic SP SS eee (ERTIES I 


\o TWEET PARE 
inc 
D, 後 縁 は 中 央 部 が 鏡 
く 突 出す る 。 UAE 
色 で よく 肥厚 し , FRR 
部 る 側 縁 が 特に 厚い 旨 
中 央 部 は 背 板 同様 蘭 
く , REROMELE 
iL THELS SC Ee 
も 同様 で ある が , FAR 
部 基部 付近 の 中 央 は 
く ぶ ん 肥厚 する 。 WL 
Aone A CET BD 
部 分 は 下方 へ の 屈曲 次 
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状 で 側 縁 治 い に 狭い 
名 部 が ある CLS EDS 
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で 第 8 節 内 に 陥 入 し , 基部 が 第 8 腹 板 上 面 に 密着 し , 他 
BERL OETA REO £5 ICH 8 節 の 後方 に 赴 出 する とこ と が な 
いと 思わ れ , 構造 が 特異 で ある 。 細長 で へ ん 平 な 左右 相 
約 の 器官 より 成り 上面 と 下面 で 形態 が ほとん ど 相 違 せ 
すず , 末端 付近 は 黄 か っ 色 で その 内 縁 が 赤かっ 色 , 他 の 部 
分 は 淡 黄 白色 で ある 。 薄い WAC 全面 に 感覚 孔 が 散在 
L, 短 毛 が 外縁 お よび 末端 に 若干 ある が , 末端 中 央 に は 
や や ゃ 長い 毛 が 少 数 見 られ る 。 こ と これ ら の 毛 は すべ て 体 表 の 
SERCO, 無色 に 近く , その 根元 に めい りょう な 感覚 
FL25 55 — TG OPRICIS 細長 い 黄 か っ 色 の 縦 帯 が あ 
D, その 後 端 は 広がっ て 末端 の 濃 色 部 に 連絡 する (第 6 
図 ) 。 


Wl. 第 8 腹 節 の 形態 と 産卵 習性 に 


つい て の 考 穴 


に ん 貝類 の 各 器 官 の 形態 は 習性 と は 無関係 で な く , 両 
者 の 間 に 密 接 な 関係 が あぁ る 。 雌 成虫 の 腹部 と 産卵 習性 に 
ろ い て る 同様 の こと が いえ る の で あっ て , た と えば 外部 
CHT SMO, 末端 節 の 背 板 お よび 腹 板 の 後 緑 は 産 
卵 場所 お よび 産卵 様式 (ときには 交尾 習性 ) に よく 適合 
た 形状 を 示し て お り , 植物 組織 の 深部 や その 他 の 特殊 
の 場所 に 産卵 する 種類 で は 第 8 腹 節 が 長 形 と な り , 産卵 
加除 し て は 第 7 節 よ り 伸長 赴 出 する こと な ども よく 知ら 
VOWS, LEB T, 逆 に 腹部 末端 節 あ るい は 第 8 Hi 
の 形態 か ら 産 卵 習性 を 推定 する こと も 決し て 不可 能 で は 
な い 。 

スケ ゲハ ムシ 成虫 は 札幌 付近 で は 6~7 月 に 最も 普通 で , 
縛 ン ケイ 科 植 物 の 花 な ど に も 見 い だ さ れる が , 湿地 お よ 
びそ の 付近 の 植物 に 最も 多く 発見 され る 。 

|1957 年 に は 既 述 の ご と く 水 稲 に 幼虫 の 加害 が 発見 され 
を の 結果 幼虫 の 形態 を 知る こと が で きた が , 水稲 に 加害 
が 見 られ る こと は むし ろ ま れ で ある 。 成虫 の 産卵 習性 は 
衝 外 の 植物 に 寄生 する 場合 で も 知ら れ て いな い 。 
本 種 の 雌 第 8 腹 節 は 前 述 の よう に 堅く 大 きい よく キチ 
化し た が ん 強 な スコ ッ プ 状 で 幅広 い 筒 状 で ある 。 こ の 
GNIS 7 節 に 陥 入 し て いる が , 産卵 の 際 に は 後半 部 ある 
パ は その 大 部 分 が 第 7 節 後方 に 十 出 する も の と 思わ れ 
6 この 構造 か ら , この 種 の 産卵 は 他 亜 科 の ハム シ の ご と 
生葉 面 あ る い は 地表 な ど に 簡単 に 行なわ れる も の で は な 
植物 組織 の 深部 ある い は その 他 の 特殊 の 場所 に 行 な 
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われ る も の と 考え られ る 1!。 

近 属 の イネ ネ ク イ ハム シ Donacia provosti FAIRMAIK 
COV CSHB MSH) Hehe van, 
ウラ ベニ ウキ グ サ な どの 水草 の 水面 に 浮遊 する 葉 の 周辺 
に 産卵 する 。 を その 際 雌 は 体 の 半ば 以上 あぁ あるいは ほぼ 全体 
を 水中 に 没 す る と いわ れる (福井 農 試 , 1935) 。 COR 
第 8 腹 節 が どの よう に 使用 され る か は 明らか に され て い 
な い が , スゲ ハム シ の 産卵 習性 も これ と 似 た も の で あれ 
ば , 第 8 腹 節 の 形態 は この 習性 に よく 適合 し た も の と み 
る こと こと が で きる 。 第 8 腹 節 は 長 形 で , LkKA>7 THM 
た 場合 は 第 7 節 末 端 を は る か に 越え た 部 分 に 産卵 が 可能 
な ば か り で な く , 節 全 体 が 強い 弓 状 を 呈し て 下方 に 湾曲 
LUBY), この 形態 は 成虫 が 水草 の 葉 の 周辺 に と ど ま っ 
て 腹部 を 水中 に 没 し , 葉 裏 の 周辺 に 卵 を 産み つけ る の に 
きわ め て 好都合 な 形 と いい うる 。 

第 8 節 が きわ め て 堅く , また 腹 板 末 端 が 鋭く 突出 し て 
いる こと か ら , これ を 植物 組織 その 他 に 刺し 込む こと も 
老 え られ る 。 し か し 節 全 体 が 下方 に 強く 湾曲 し て いる こと 
と も あわ せ て 考え る と , 節 全 体 の 顕著 な 硬化 は そう ( 挿 ) 
入 の た め よ り も むし ろ 産 卵 の 際 の 何 か 他 の 必要 に よる も 
の と る 思わ れ , これ に つい て は 産卵 時 の 詳細 な 観 訟 に 
ら な けれ ば な ら な い 。 

な お 腹 板 基部 中 央 に 柄 状 に 突出 し た 部 分 が ある が , 同 
様 の 器官 は 木材 の 深部 に 第 8 節 を 深く そう 入 し て 産卵 す 
る カミ キリ ムシ 科 に も 見 られ , 第 8 節 が 第 7 節 外 に 伸長 
する 際 の 補助 器官 と 老 え られ て お り , スゲ ハム シ の 第 8 
腹 節 が 産卵 その 他 の 際 に 強く 二 出 する こと は 基部 の 形態 
か ら る も 明らか で ある 。 

以上 要する に , スゲ ハム シ の 産卵 習性 は 雌 第 8 腹 節 の 
形態 より , ハ ムシ 科 一 般 の 種類 と 異な り , 産卵 は 第 8 Hi 
が 伸長 し , 末端 が 下面 に 強く 屈曲 し て 達する 特異 の 場所 
に 行なわ れる こと は 明らか で ある 。 し か し その 場所 が イ 
ネネ クイ ハム シ の ご ど と く 水 面 に 浮 ぶ 水草 の 葉 の 裏面 周辺 
DP, ある い は その 他 の 場所 か に つい て は , 今後 の 調査 が 
必要 で ある ss 


IN 


fate AB ARS (1935) 試験 調査 報告 B20 5. 
西尾 美 明 ・ 今 林 俊 一 ・ 中 村 克 己 ・ 木 幡 寿 夫 (1959) 北海 
HRRARBRR 第 74 号 87~91. 


1 と の 推定 は 単に 第 8 腹 節 の 形態 ば か り で な く , 同和 亜 科 の 既知 の 他 種 の 産卵 習性 か ら る 十分 な し うる 。 
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Summary 


On the Abdominal Structure of the Female of Plateumaris sericea LiNNE 


By Yoshiaki Nisuio 
Hokkaido Agricultural Experiment Station, Sapporo, Hokkaido 


The writer and his co-worker (1959) described 
the larva of chrysomelid-beetle attacking the root 
of rice plant under a scientific name of Donacia 
simplex FABICIUS. 

Recently Dr. Michio Chuj6 kindly suggested 
me that the scientific name the writer adopted 
was misused and the correct one should be 
Plateumaris sericea LINNE. 


The 8th abdominal segment of the female of 


Plateumaris sericea Linné is very hard, dark 
The tergite 
The 


shovel-like and the terminal sharply 


brown and shows peculiar form. 
tongue-like, somewhat smaller than sternite. 
sternite 
pointed. 

It seems that the 8th abdominal segment of 
the female has a special usage in oviposition and 
differs 


the oviposition-habit of the species 


remarkably from that of other groups. 


5a 


A DIMMS S RIDE VY A EAB 

Larsen, J. R. and D. BoDENsTEIN (1959) The 
humoral control of egg maturation in the 
mosquito. J. Exp. Zool. 140 (2): 343~382. 

吸血 し な けれ ば 卵 が 成就 し な い Aedes aegypti is k 
び Culex pipiens と , MimvU%s< Cs SNDS MALT 4 
卵 成就 の 過程 を 支配 する ホ 
ル モ ン 的 要因 を 究明 し た 。 まず C. molestus の 卵巣 を 
C. pipiens また は A. aegypti に 移植 する と 発育 は 阻 
止 さ れ , C. pipiens また は A. aegypti の 卵巣 を C. 
molestus (CRS SE TAICMAL ico 血液 を C. pi- 
piens また は A. aegypti OMT 5 (HAI HATS 
と , 卵巣 は 血液 に 直接 触れ て いる に も か か わら ず , 卵 の 
成就 は 見 られ な か っ た 。 それ で 次 に 血液 を 中 腸 内 に 注入 
する 実験 を 行なっ た が , COBAIN AMAL moe 
わり に 年 乳 を 注入 し て も 同様 な 結果 が 得 ら れ た 。 ま た こと 
う ( 肛 ) 門 を 閉鎖 する と 中 腸 が 膨大 する が , と の 処理 に ょ 
2 COW ORAS STEBD Poo 一 方 卵 の 成就 に は 


Culex molestus を 用 いて , 


$x 


% 


IMT 7 FARR ZC eEDMSENTICD, COBS 
中 腸 の 膨 圧 が 脳 を 刺激 する と こと が 推察 され た の で , Me 
除去 する た め に 吸血 し た C. pipiens と A. aegypti の 
WB eh SOG) ST SRR TOI ETS, 吸血 後 30 
SAANICH SOULE OCI ED icf MBF, 60 
分 以上 た っ て か ら 結 さき さ つ し た も の は 完全 に 成 難 し た 6 次 
に 脳 と アラ 体 を 除去 する た め に 遊離 腹部 を つく る 実験 を 
行なっ た が , CORR, 吸血 後 73 分 以内 に 処理 し た る 
DOLE DIES MAS, 1807 分 以 拒 た っ て 処理 3 
も % DISFEAIT MAU to 

一 方 羽化 後 24 時 間 以 内 に C. molestus か ら ア ラスタ 
体 を 取っ て 吸血 し て な い C. pipiens に 移植 する と ど 卵 は 
SERNT MW Uo KITT) D> CH Dic Ma VE 
ン を 注入 し て 同様 な 結果 が 得 ち られ た 。 
 DEORRD 5, INO RANT ie HLS ZWEI, 
帳面 に より 中 腸 が 膨大 する と と が 脳 を 刺激 し , 更に 脳 が 
アラタ 体 を 刺激 し , アラ タ 体 ホル モン が 分 泌 され て 卵 や 
成就 させ る と と が 明らか に な っ た 。( 虐 技研 =e) 


{ 


クロ 邊 デニ ポラ ジオ グラ 


フ に よる 絹糸 せん の 核酸 


お よび タン パク 代謝 の 研究 


=H Be ROR I HE» BR RAO ttt 
東京 大 学 医学 部 衛生 看護 学科 


カイ コ が 5 齢 の 終わ り に 達する と , 後部 絹糸 せん ( 腺 ) 
は 絹 タ ン パ ク 質 フィ ブロ イン の 合成 が 盛ん た 行なわ れ 
Bo HK, この ころ 絹糸 せん の リボ 核酸 量 は 異常 に 多く 
座り , 新鮮 組織 1g に つき 83~4mg に も 達する 。 と の 
請う な 多量 の リボ 核酸 (RNA) が 絹 タ ン パ ク 質 フィ ブロ 
條 っ の 合成 に どの 段階 で どの よう に 利用 され る の か は 明 
ら か で は な い 。 お そら く Hoacrann et al.(1959) Ov» 
5 transfer RNA と か template RNA な どの 形 で フ 
ブロ イン の 合成 に 必要 な の で あろ う 。 それで は , Th 
ら の RNA は フィ ブロ イン の 合成 と 同時 に つく られ て い 
る も の で あろ うか , ある い は あら か じ め template と し 
フイ ブロ イン の で きる 前 に 合成 され て いる も の で あろ 
22>, また 5 齢 に な っ て 増加 する の は 核 の RNA な の で 
ああ ろう か, 細胞 質 の RNA な の で あろ る ろう か 。 こ と の よう な 
半 題 は 未 解 決 の まま に 残さ れ て きた 。 著者 あら あ は スト リッ 
BU PRICLOA-bhFVATS ADMIN CORMO 
WM we IMS RE LTH MN CWS TLICUEAL, これ 
LMIMUBAIC ADULT — OMe ESC RNA あぁ る い 
DNA を 選択 的 に 標本 上 に 残す 方 法 を 併用 し て , この 
因 題 の 解決 を 試み て みた 。 そ の 結果 , カイ コ の 後部 絹糸 
eA CHES 齢 の 初め ころ に RNA の 合成 が 盛ん に 行なわ 
1, それ が 終わ っ て か ら , フィ ブロ イン の 合成 が 始ま る 
展 と が 明らか に され た の で , 次 に その 概要 を 報告 し た い 
BEA 。 
mE & 

カイ コ Bombyx mori は 5 MBORIAARDOTABE 
の も の を 使用 し た 。 ま ず 策 1 腹 脚 間 の 正中 線上 に 標識 
EE MO lec を 体重 1g あたり 0.5m/ の 割合 で 注射 し , 
生 射 後 も クワ を 与え た 。 1 時 間 後 に 虫 体 を 背 側 か ら 切 
貞 後部 絹糸 せん を 取り 出し , Carnoy の 固定 液 に 浸 
vy 常 法 ど お り 処 理 の 後 , 酸 可 落 性 リン を 除去 する た め 
= A% 冷 過 塩 素 酸 中 に 1 時 間 つ け , 2 回 液 を 交換 し て 十 
に 抽出 し た 。 次 に 過 塩 素 酸 を 除く た め 2 時 間 流 水中 で 
RHEL, 5 常 法 に 従っ で ペラ フイ ン に 包 埋 し た 。 パ ラフ ィ 


(1960 年 4 月 19 日 受領 ) 


ンプ ブロッ ク は 5g の 厚 さ の 切片 と し , それ を スラ イド グ ゲ 
ラス に は りつ け , その 後 ト ル エ ン お よび エタ ノー ル で パパ 
ラフ ィ ン な ら び に 脂 深 性 リン 酸 を 抽出 し て 水 に 戻し た 。 

DN-ase は Kunitz 法 (1948),RN-ase は BracHuet 
法 (1940) ICKVDY OPV (iia SAM LED, 前 
者 に は タン パク 分 解 酵素 が 若干 混入 し て いる お それ は あ 
る 。 こ と これ ら の 酵素 は 0.1 mg/ml OHGICIAML, 次 の 
よう な 条件 で 作用 させ た 。 すなわち DN-ase は pH 6.8, 
37°C で _1.5 時間 作用 させ た 。 こ の 際 Mg++ を 3x 
10-3M だ け 共 存 さ を た 。 RN-ase は pH 7.0, 60°C で 
1.5 時 間 作 用 させ た 。 

つい で 分 解 産物 の モノ ヌクレオチド を 除去 する た め に 
冷 426 過 塩 素 酸 溶液 中 に 1 晩 放 置 後 , 2 時 間 水 洗 し た 。 

核酸 の 染色 は ピロ ニン ・ メ チル グリ ー ン 梁 色 に より , 
その 他 の も の は HEiDENHEIN の へ マト キシ リン 梁 色 を 
行なっ た 。 脱水 後 に は セロ イジ ン 処 理 を 行ない , つい で 
0.5% ゼラ チン 液 に 浸し て か ら 整 燥 し た 。 

写真 乳剤 は 富士 フィ ルム の ET 6B 原子 核 乾 板 の ス ト 
リッ ピン グ 用 で , これ を 暗室 で 標本 と まき つけ た 後 , 1 
カ月 な いし 1 カ ヵ月 半 二 出し , BUR, 定着 , 水 洗 を 行ない , 
顕微 鏡 写 真 を 撮影 し た 。 (重松 , 1960) 。 


実験 成 貫 


組織 切 上 た の いろ いろ な 部 位 の RNA に 取り 込ま れ た 標 
識 化合 物 か ら 放 射す る 8 線 の 飛 跡 を 体積 5X103z3 あぁ た 
り の 数 と し て 表わし , 飛 跡 が 全く 見 当ら な いも の を -, 
飛 跡 が 20 本 以下 の も の を 土 ,。21 本 か ら 50 本 まで を + 二 , 
それ 以上 100 AWE CHH, 100 本 以上 を 寺 で 表わす と 第 
1 表 の と お り で ある 。 こ れ に よれ ば , 3%2P を 注射 し た 絹 
Ret AaC DNA の み を 残し た 標本 に は , 第 1 日 か ら 
第 7 日 まで , 全然 放射 が 見 当ら な か っ た (第 2 図 )。 す 
な わ ち , 後部 絹糸 せん の DNA は 第 5 齢 に は いっ て か ら 
は 合成 され な いと 考え られ る 。 

と れ に 反し て , RNA の ほう は 第 2 日 に 核 か ら る も 細胞 
質 か ら も か な り 多 く の 8 線 の 飛 跡 が 見 られ る の で , この 
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第 1 表 GMMR EARD BP と 14C- ゲ リシン の 取り 込み 


標 識 | 第 1 日 第 2 日 第 3 日 * 第 4 日 第 5 日 第 6 日 第 7 日 
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第 1 図 5 th2 AORMAATA MMO RNA AD 
2P の 取り 込み を 記録 し た オー トラ ジオ グラ ム 
述 の 上 に 頭 著 な 名 線 飛 跡 を 記録 し て いる ば か り 
で な く , 切片 外周 部 に 非常 に 多く の 8 線 飛 跡 ゃ 
AUER UL TWIG 5 
と ころ に 新た に 合成 され る も の と 考え られ る 。 組織 に お け 
る RNA-3%P の 取り 込み 分 布 は ), せん 組織 の 横断 面 外 周 
部 に 8 線 飛 跡 の 大 部 分 が 局 在 し て いる (第 1 図 )。 
樹 枝 状 の 核 内 の RNA か ら も る も , 数 は 少な い が 8 線 の 放 
射 さ れ た 跡 が 見 える 。 次 に #\C- ゲ リシン を 注射 し た 場 


ek 


第 2 図 Sii2 AORMRBATAMMO DNA へ の 
2P「 の 取り 込み を 記録 し た オー トラ ジオ グラ ム 
組織 に 1 本 の 飛 跡 も 記録 し て いな い 。 


合 の 成績 は , や は り DNA に は 第 5 BOR 1 APSBT 
日 まで 全然 は いり 込ま な い 。 こ とこ とれ に 反し て RNA OF > 
は 2P の 取り 込み と 同様 に , 第 2, SHSEVICMIOA 
まれ て いる 。 し か る 細胞質 の RNA に は 取り 込み を 確 謀 
CET, 核 の み に 認 め ら れ た 。 核 内 の RNA の み が ご の 
時 期 に de novo synthesis を 行なっ て いる の で あろ 思 
か , た い へ ん 興味 ある 問題 で ある (第 3 図 )。 
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さて タン パク 質 へ の 1#C- ゲ リシン の 取り 込み で ある 
が , 第 5 齢 の 3 日 目 ご どろ か ら 急 激 に は いり 始め , オー ト 
ラジ オ ゲ ラム の 上 で は 5 日 目 ぐ らい に 最高 に な り (第 4 
図 ), 7 日 目 ぐ らい に は 飛 跡 が 見 えな く な る 。 

し か し 別 の 実験 に より , 5 日 目 よ り も 7 日 目 ぐ らい に 
タン パク 合成 は 盛ん に な る こと が 知ら れ て いる の で , お 
そら く は 7 日 月 ぐら あら い に は フィ ブロ イン 谷 成 が 盛ん で あ 
る た め , 本 実 険 の よう に 4C- ゲ リシン を 注射 し て , 1 時 
elit as ん を 取り 出し た の で は , 14C- ゲ リシン の は 

いっ た フィ ブロ イン は 中 部 絹糸 せん の ほう へ 送り 出さ れ 
た 後に な る の で あろ う 。 4C- ゲ リシン の 取り 込ま れる 細 
胞 の 場所 に つい て は , 核酸 -%P の 場合 と は 反対 に 絹糸 
せん 横断 面 の 内 周 部 に ある の が 特徴 で ある 。 ま た 核 内 の 
タン パク 質 か ら も , 飛 跡 は どちら か と いえ ば 内 周 部 に 近 
い 核 か ら 出 る も の の 数 が 多い 。 こ れ は この タ ts 
RR YINICHETERRURE HSE bLDCHS, Thrtie 
Aer telah ecavn ieee te 
部 同 程度 で ある が , 14C- ゲ リシン 取り 込み か ら の 成績 で 
ee res BSD リレー ダグ は 内 周 部 が 多い 。 そ と で その RNA と 同時 に , その 相手 


リシン の 取り 込み を 記録 し た オー トラ ジオ グラ 
祥 方 の タン パク る 同じ 場所 で 合成 され る の で あろ う 5 。 


BO Etc 15 本 の 8 線 飛 跡 が ある 。 


考 察 


RN-ase の 作用 は 完全 で な く , ポリ ヌクレオチド の ま 
ま 水 解 さ れず に 残る いわ ゆる コー ア と 称す る 部 分 が ある 
は ず で ある 。 こ れ の 存在 は 染色 像 で も 証明 され る こと で 
ある 0 る が 興味 ある に は PEC 
ン は こと の コー ア 部 分 に は 取り 込ま れ て いな いら し い 。 そ を 
れ は , 染色 像 の 上 か ら ,RN-ase を 働か せ て も な お RNA 
が 残っ て いる よう な 場合 に も , その 部 分 か ら 出 る 飛 跡 は 
見 られ な いこ と か ら 想 像 で きる 。 第 5 齢 に な る 
浴 せ ん で は 新しい DNA の 合成 は 起こ ら な い Boy 
MAST KET OAL O HGR VS AC A 
て し まい , その 後 の 分 烈 は な いと いう 形態 te 
致す る 。 また と の こと こと か ら , DNA の 同時 合成 は な く 
h, Fa F7ur4tvOgskldsTWedonS>e TEA Ween. 
So 化学 的 定量 法 に よる と , RNA の ほう は 第 5 齢 の 2 
日 目 ど ろ で 最も 大 量 に 合成 され る 。 こ れ と オー トラ ジオ 
グラ ム の 成績 と は ほぼ 一 致す る 。 ま た , RNA の 合成 の 
最盛 期 は 2 日 月 どろ で , フィ ブロ イン 合成 の 最盛 期 が 
m4 SM SHS ADRRBMRYAD OAWSNIEF 5,6 日 あたり で ある と AAO *PZE0a, TAkEyAMA, 

Fe eT A Nn TERE Iro & Mrura (1958) の in vitro で 確か め た 事実 , す 
攻 た だ オデ ドラ ジオ オグ ラム 


分 滋 物 の 切断 面 中 央 部 より 外側 部 に 多く の 8 線 な わ ち , フィ ブロ イン 合成 に は リボ 核酸 の 同時 合成 を 要 
飛 跡 が ある 。 し な いと いう こと を invivo で も 証明 し た こと に な る 。 


126 日 本 応用 動物 昆虫 学会 誌 


oe is 


1) SHBOBIADPSB7 AECONAALHOT, 
in vivo で 後部 絹糸 せん の 核酸 お よび タン パク 質 へ の 
2P, 14C- ゲ リシン な どの 標識 化合 物 の 取り 込み を 調べ 
た 。 実験 方 法 と し て ミク ロ オ ー ト ラジ オグ ラフ が が 用 いら 
の 9 

2) DNA は この 期間 中 合成 され な い 。 RNA は 第 2 
目 ご どろ に 合成 が 最も 盛ん も で あり , また タン パク の 合成 は 
3 旧 以 降 急 激 に 盛ん た なり, 60H, 7 目 ご ろ が 最盛 期 で 
ぁ ある 。 こ に この よう に RNA と タン パク 質 の 合成 期 が ずれ て 
いる こと と は , RNA と タン パク 質 は 同時 合成 の 必要 が な 
WE SS 

3) ®P と 14C- ゲ リシン と で は , RNA へ の 取り 込 
まれ 方 が 異な っ て いて 2 日 ご どろ &P が 細胞 質 の 絹糸 せ 
ん 外周 部 の RNA に 多く 取り 込ま れ て いる の に , 4C-7 


BAG B2F 


VUVEEAD RNA COAL PIA SEV Ss EX, 
RN-ase 処理 後 の い わ や ゆる コー ア の 部 分 の RNA に は 」 
32pP eC ミク グリ シン を ほ いり 9 込ま な い wel 校内 の 2 
ク 質 べ の 14C ミ グリ シン の は いり 方 は どちら か どい 
ば 絹糸 せん の 内 周 部 に 多い 。 
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Summary 


Microautoradiographic Studies on the Metabolism of Protein 


and Ribonucleic Acids in Posterior Silkglands 


By Yoshiaki Miura, Hirowo Iro and Akiyo SuicemMatsu 


Department of Biochemistry, Division of Health Care and Nursing, 


Faculty of Medicine, University of Tokyo, Tokyo 
\ 


1. A semiquantitative microautoradiographic 
technic was applied to the metabolic studies of 
in) the 
posterior silkglands during the fifth instar period 


protein as well as ribonucleic acids 


of Bombyx mort. 

2. Actually no incorporation of =P or ‘4C- 
glycine into deoxyribonucleic acid was observed. 
Whereas, a remarkable renewal of RNA-22P was 
shown around 2nd and 3rd days of the fifth 
instar. Later the incorporation of 14C-glycine 


into fibroin began from the 3rd day and reached 


to a maximum at the 7th day. These observa- 
tions led to the conclusion that the co-synthesis 
of ribonucleic acid during the fibroin biosynthesis 
is not required. 


3. Different sites of the incorporation of 
ribonucleic acid were observed in the different 
labeled compounds: 32P was incorporated rather 
in external area of silkglands, whereas '4C-glycine 
was incorporated solely into the nuclear RNA. 
Both labeled compounds did not enter into the 


RNA-core after RN-ase treatment. 


The Hormonal Control of Larval Diapause in the Rice Stem 
Borer, Chilo suppressalis 


II. Histological Studies on the Neurosecretory Cells of the 
Brain and the Secretory Cells of the Corpora Allata 
during Diapause and Post Diapause' 


By Jun MirsUHAsHi and Masatsugu FUKAYA 
National Institute of Agricultural Sciences, Nishigahara, Kita-ku, Tokyo 


In the previous papers we showed the 
evidence that the activity of the corpora 
allata of the rice stem borer larva is 
maintained through diapause and _ it 
decreases gradually towards the termina- 
tion of diapause (Fuxaya & Miursunasut, 
1957, 1958). This fact leads us to consider 
that the endocrine organs which concern 
metamorphosis or moulting may show 
some histological changes during diapause 
and post diapause. 

Although there are many literatures of 
histological works on the neurosecretion, 
very few of them have been studied with 
relation to the diapause (Fraser, 1957; 
Hicunam, 1958 a, b), and especially as to 
the larval diapause the research of this 
kind is lacking at all. 
| The present paper deals with the results 
obtained in the experiment in an attempt 
to ascertain if any histological changes 
‘can be seen in such endocrine organ as 
the brain or the corpus allatum during 
diapause and post diapause of the rice 
stem borer larvae. 

Thanks are due to Dr. M. Kosayasui for 
is valuable suggestions and to Mrs. E. 
Kuriara for technical assistance. 


MATERIALS AND METHODS 


As materials the hibernating larvae 
belonging to Saigoku ecotype were collected 
in Tokushima Prefecture in October. 


(Received for publication, April 25, 1960) 


They were kept under natural condition 
and were fixed at intervals until next 
June. At the same time, a part of ma* 
terials was incubated in order to know 
the degree of diapause intensity. 

Since there was a possibility that the 
larvae collected from fields were already 
exposed to low temperature which was 
cold enough to initiate the diapause de- 
velopment, the diapausing larvae reared 
artificially at 25°C from egg stage were 
also used (Fuxaya & Mirsunasui, 1958). 

The brain and the corpora allata with 
the surrounding tissues were fixed in Bouin, 
Susa and  Swusa-picric for 24 hours re- 
spectively. After fixation they were em- 
bedded in paraffin wax and sectioned at 5g. 
The serial sections were stained with tech- 
niques of Gomori’s chrome-alumhaema- 
toxylin phloxine, MarLLory’s triple stain and 
CLark’s paraldehyde fuchsin. CLarx’s par- 
aldehyde fuchsin technique somewhat 
modified after Susa-picric fixation proved 
excellent for the purpose of this study. 


RESULTS 


General aspect of the neurosecretory cells, 
the corpora cardiaca and the corpora allata 

The neurosecretory cells observed in 
the brain of the rice stem borer are 
arranged in six groups, namely, medial, 
lateral and posterior groups in each half 


1 The term “ post diapause’’ is used in the sense that the diapause is followed by a _ period 
towards pupation which is characterized by a reduction of corpus allatum activity connecting 
diapause and lasts about 20~30 days at 25°C (Fuxaya & Mirsunasut, 1958). 
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Neurosecretory cells of the brain 
and secretory cells of the corpora allata in 
the rice stem borer larva 

A, A-cell of medial group; 


Fig. 1. 


B, B-cell of 
medial group; C.A., secretory cells of 
corpus allatum; C.C., corpus cardiacum; 
Lat., lateral neurosecretory cell; Med., 
medial neurosecretory cell; Post., posterior 
neurosecretory cell. The corpus cardiacum 
and corpus allatum are somewhat magnified 
compared with the brain. 


of the brain. The medial groups are close 
together on each side of the midline, on 
the dorsal and anterior parts of the pars 
intercerebralis. Each group contains 6~8 
cells. The lateral groups comprise 2~4 cells 
in each and are situated dorsally about 
half way along each cerebral lobe. Usually 
they are found near by the border of 
medulla. The posterior groups are located 
on the dorsal and posterior parts of the 
pars intercerebralis and include 2~3 cells 
in each (Fig. 1). In general, the brains 
of lepidopterous larvae have two groups 
of neurosecretory cells in each half of 
the brain, medial and lateral groups, and 
no neurosecretory cells have been found 
on the posterior part of the pars intercere- 
bralis. So the posterior groups observed 
in the rice stem borer may be of new 
meecOnau 
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The medial neurosecretory cells consist 
of two types of cells which are distin- 
guished each other by their staining reac- 
tions. The cytoplasm of the cells belonging 
to the first type (B-cells) is intensely 
acidophil. It stains pink, deep red and 
deep purple with Gomorr’s, Matiory’s and 
CrarK’s techniques respectively. The 
second type (A-cells) is not so acidophil 
as the first type. It stains purple with 
Gomori’s and Mattory’s and _ purplish 
green with CLark’s techniques. The first 
and the second type cells may correspond 
to the B-cells and the A-cells of the silk- 
worm named by Kosayasui (1957). So we 
intend to use the same names, A-cells 
and B-cells also in the rice stem borer. 

The lateral and posterior neurosecretory 
cells stain pale blue with Gomori’s and 
Mattory’s, and greenish purple with 
Criark’s techniques. In the silkworm the 
lateral neurosecretory cells show the same 
staining reactions as B-cells (Kosayasui, 
1957), whereas in the rice stem borer the 
lateral neurosecretory cells are different 
in their staining reactions and behaviors 
from the B-cells of the medial groups as 
will be mentioned later. On the other 
hand, ‘the neurosecretory cells of the 
posterior grqups have almost the same 
staining properties and behaviors as those 
of the lateral groups. 

The axons from the medial neurosecre- 
tory cells cross at the pars intercerebralis 
and run along the border of the medulla 
then into the nervi corporis cardiaci. 
The axons from the lateral and posterior 
neurosecretory cells could not be traced, 
so far as this experiment was concerned. 

The corpora cardiaca and corpora allata 
of the rice stem borer are closely attached 
each other so that no nervi corporis allati 
are visible. The border between the 
corpus cardiacum and the corpus allatum 
is not distinct. The complex of the 
corpus cardiacum and corpus allatum is 


_covered with a membrane and is connected 


Recently, also in the silkworm, several neurosecretory cells were found at the same location 


as in the rice stem borer (Kopayasui, personal communication). 


June, 1960 


to the brain by the nervus corporis 
cardiaci. The corpus cardiacum mainly 
consists of nerve fibers and contains some 
indistinctly bordered cells. No secretory 
cells were observed in this organ. 

The corpus allatum is made up of two 
kinds of cells, i. e. the giant secretory 
cells and the indistinctly bordered small 
cells. The secretory cells are usually 
counted by four at the opposite side of the 
corpus cardiacum. 

In general, staining reaction of the 
complex of the corpus cardiacum and 
corpus allatum is not so remarkable, but 
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the membrane stains pale blue with 
Gomori’s and Ma tory’s, and purplish blue 
with Crark’s techniques. The cytoplasm 
of the secretory cells stains pale blue with 
Gomori’s and Ma ttory’s, and greenish blue 
with CLark’s techniques. The small cells 
in the corpus cardiacum as well as the 
corpus allatum scarcely stain except the 
chromatin in the nucleus; the cytoplasm 
stains pale blue and pale greenish blue 
whereas the chromatin stains purple and 
orange with Mattory’s and Crarx’s techn- 
iques respectively. 
The acidophil 


grobules which easily 


Table 1. The state of vacuoles in the neurosecretory cells at different stages 
during diapause and post diapause 
Days re- Percentage of vacuolated 
Date of sede Mel Ss quired for Seite cells** 
peace pupation* rete te measured Ht ve BA 
| Nov. 18 5.0 63.0 25 48.0 36.0 16.0 
Jan. 24 W220 60.1 25 40.0 32.0 28.0 
March 26 50.0 40.6 14 Tibet! 28.6 0 
April 14 20.0 87-3 16 62.5 Sled 3.2 
A-cells April 27 30.0 32a 25 76.0 24.0 0 
May 8 80.0 22.0 23 60.9 30.4 8.7 
May 22 85.0 18.3 19 57.9 42.1 0 
June 1 65.0 9.8 19 42.1 57.9 0 
June 8 95.0 6.2 22, 63.6 leo 9.1 
Wows fe 18% 5.0 63.0 10 0 0 100 
Jan. 24 72.0 60.1 11 0 0 100 
March 26 50.0 40.6 14 0 0 100 
April 14 20.0 37.3 13 0 0 100 
B-cells April 27 30.0 S32 15 0 26.7 Tees 
| May 8 80.0 22.0 20 5.0 45.0 50.0 
| May 22 85.0 18.3 15 20.0 66.7 1333 
| June 1 | 65.0 9.8 19 BAS 52.6 15.8 
_ June 5 |. 95.0 6.2 21 76.2 23.8 0 
Nov. 18 5.0 63.0 11 0 (Grae Bi ots 
Tas 24 72.0 60.1 15 0 46.7 53.0 
r March 26 50.0 40.6 7 0 42.9 Bios: 
; | April 14 20.0 3723 11 0 9.1 90.0 
Lateral cells April ZG 30.0 Bye lt 5 0 0 100 
May 8 | 80.0 22.0 17 0 0 100 
May 220 a 85.0 18.3 13 0 bare 92.3 
June at 65.0 9.8 15 0 13.3 86.7 
June 8 | 95.0 682 15 0 0 100 - 
Nov. Soe) 5.0 63.0 8 0 62.5 37.5 
Jan. Dai ok 672.0 60.1 9 0 55.6 44.4 
March 26 50.0 40.6 6 0 50.0 50.0 
p April TWN» | 20.0 ey (ote: 8 0 25.0 75.0 
SLETIOT April 27 30.0 32.1 6 0 33.3 66.7 
es May . 8 80.0 22.0 5 0 0 100 
May 22 85.0 18.3 7 0 0 100 
June 1 65.0 9.8 6 0 16.7 83.3 
June 8 95.0 6.2 7 0 0 100 


* Twenty larvae were used in each experiment. 


** i: Severely vacuolated cells, +: 


slightly vacuolated cells, —: 


non-vacuolated cells. 
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stain deep red with acid fuchsin of 
MalLory’s technique were observed in 
the nervis corporis cardiaci, the corpus 
cardiacum and also between the cells in 
the corpus allatum throughout diapause 
and post diapause periods. 

Histology of the neurosecretory cells and 
the corpora allata during diapause and post 
diapause 

The paraldehyde fuchsin technique was 
applied here, because it was found to be 
excellent for this purpose. 

Neurosecretory cells.—During diapause the 
B-cells of the medial groups alone showed 
a remarkable change. Usually the cyto- 
plasm of the B-cell stains intensely deep 
purple with paraldehyde fuchsin. In the 
diapausing period the B-cell stains uni- 
formly and vacuoles are scarcely found 
in the cytoplasm (Plate 1,1). But with 
the progress of diapause break small 
vacuoles appear at first, then gradually 
become large in size, and unite together 
following cracks in the cytoplasm. Thus, 
a few very distinct cracks are found 
around the nucleus of the B-cell at the 
time just before pupation (Plate 1, II). 
The percentage of severely vacuolated cells 
markedly increases with the advance of 
diapause break as is clearly shown in 
Table 1. The vacuolated cells seem to 
show the active state of the cells liberat- 
ing their secretory materials. No signi- 
ficant change was observed in the staining 
reaction of the B-cells at any time during 


Wabley2: 


Vol. 4, No. 2 


hibernation. They always stain deep 
purple and even at the vacuolated state 
remaining part of cytoplasm shows the 
same staining reaction. 

The A-cells of the medial groups, the 
lateral and the posterior neurosecretory 
cells did not show any significant histolo- 
gical changes. The A-cell is stained with 
paraldehyde fuchsin as well as light green, 
so that the cytoplasm of the A-cell stains 
purplish green as a whole. At any stages 
of the diapause and post diapause some 
of the A-cells are severely vacuolated and 
the others are not (Plate 1, III, IV). The 
proportion in numbers of the vacuolated 
cells and the non-vacuolated cells seems. 
to have no relation to the progress of 
diapause break (Table 1). 

The lateral neurosecretory cells stain 
purple with paraldehyde fuchsin but not 
so intensely as the case of the B-cells, 
and they also stain somewhat green with 
light green. So the cytoplasm looks greenish 
purple asa whole. These cells are almost 
always filled with cytoplasm and are sca- 
rcely vacuolated. And even in the rare 
case where the vacuoles happen to be found 
in the cytoplasm, the vacuoles are always 
very small and such large vacuoles or 
cracks as seen in the medial neurosecre- 
tory cells are never observed through dia- 
pause and post diapause (Plate 1, V, VI). 
The morphological state of cytoplasm or 
the staining property of the lateral neuro- 
secretory cells are considerably stable and 


The state of secretory cells in the corpora allata at different stages 


during diapause and post diapause 


: Percentage of vacuolated 
pee ER ce oe No. of cells secretory cells** 
xation pupation* at 25°C measured 
air a we 
Nov. 18 5.0 63.0 30 76.6 23.4 0 
Jan. 24 72.0 60.1 30 73.3 26 0 
March 26 50.0 40.6 3 76.9 23 0 
April 14 20.0 BH 5) Ny 70.6 29.4 0 
April 27 30.0 SZ 22 81.8 18.2 0 
May 8 80.0 22.0 21 38.1 38.1 23.8 
May 22 85.0 LSS 24 25.0 54.2 20.8 
June 1 65.0 9.8 24, 4.1 29.2 66.7 
June 8 95.0 6n2 17 0 11.8 88.2 


#0 A & inl Tabled: 


June, 1960 


no visible change occurs during diapause 
and post diapause (Table 1). 

The posterior neurosecretory cells stain 
greenish purple with paraldehyde fuchsin 
and light green but are more difficult to 
stain than the lateral neurosecretory cells. 
They are continuously filled with cyto- 
plasm and are scarcely vacuolated (Table 
1). No remarkable change was observed 
in the posterior neurosecretory cells during 
diapause and post diapause (Plate 1, VIT; 
VIII). 

As to the nucleus little significant dif- 
ferences could be observed in all kinds 
of the neurosecretory cells of the brain. 

Corpora allata.—The secretory cells of 
the corpora allata markedly change their 
histological appearance with the progress 
of the diapause break. During diapause 
the secretory cells have many large 
vacuoles and in the most typical cells the 
vacuoles sometimes unite together and 
become large apertures in the cytoplasm 
(Plate 2, IX, XI). These vacuoles exist 
through diapause period but gradually 
disappear towards the termination of dia- 
pause, and they are completely missing 
until a few days before pupation (Table 
2). At this time the secretory cells are 
homogeneously filled with cytoplasm (Plate 
2, X, XII). The cytoplasm stains greenish 
blue with paraldehyde fuchsin and mixture 
of light green, orange G and chromotorope 
2R. This staining property does not change 
through diapause and post diapause. The 
small cells of the corpora allata did not 
show any histological changes during dia- 
pause and post diapause. 

Measurements of the corpus cardiacum and 
corpus allatum complex 

The short diameter of the corpus car- 
diacum and corpus allatum complex was 
measured at its widest part during dia- 
pause and post diapause to ascertain if 
the secretory activity of the corpus allatum 
is reflected by its volume change. As 
shown in Fig. 2, the corpus cardiacum 
and corpus allatum complex maintained 
its maximum volume during diapause 
period, then gradually reduced in volume 
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(A) 
60 


80 70 60 50 40 30 20 10 
(Days) 

Fig. 2. Change in size of the corpus 
cardiacum and corpus allatum complex 


during diapause and post diapause periods 
Ordinate, short diameter of the corpus 
cardiacum and corpus allatum complex 
measured at its widest part. Abscissa, 
intensity of diapause shown by the days 
required for pupation at 25°C. 


towards the termination of diapause, and 
attained its minimum volume about 18 
days defore pupation at 25°C. But it 
recovered in volume rapidly just before 
pupation. 

Histological observations on the artificially 
reared larvae 

The larvae reared on artificial diet at 
25°C become full grown about a month 
after hatching under non-diapause condi- 
tion, whereas ones kept under diapause 
condition reach the maximum weight and 
stop to feed about one and a half months 
after hatching. The histological appear- 
ances of the neurosecretory cells and the 
corpora allata in the non-diapausing full 
grown larvae, which pupated within a 
week at 25°C (average is 3.1 days), were 
quite the same as the case of wild larvae 
which were awaken from diapause and 
were just approaching to pupation (Plate 
>. XIV, XVI, XVID. _ The artificially 
reared diapausing larvae 50 days after 
hatching showed about the same histolo- 
gical aspects in the neurosecretory cells 
and the corpora allata as the wild dia- 
pausing larvae which were obtained in 


132 Japanese Journal of Applied Entomology and Zoology Vol. 4, No. 2 


November and required more than sixty 
days for pupation at 25°C (Plate 2, XIII, 
ONS DOMED 


DISCUSSION 


Although the pupal or larval diapause 
is generally considered to be caused by 
temporary lack of metamorphosis hormone, 
i. e., brain hormone or prothoracic gland 
hormone (Lees, 1955), an important role 
of the corpora allata in the maintenance 
of larval diapause in the rice stem borer 
cannot be denied at present (Fukaya & 
MitsunasHi, 1957, 1958). In this regard, 
the present study seems to give a histolo- 
gical evidence that the secretory cells of 
the corpora allata are liberating the secre- 
tory materials during diapause,and that the 
secretion is gradually decreased with the 
progress of diapause break until the time 
of pupation, when the secretion is stopped 
at all (Fig. 3). This change in the activity 
of the corpora allata is presented by the 
change in the percentage of vacuoles ap- 
pearing in the secretory cells as well as 


the volume of the corpus cardiacum and 
corpus allatum complex. It may be added 
that the decrease in volume of the corpus 
cardiacum and corpus allatum complex 
during post diapause seems to synchronize 
with the reduction of activity in the 
corpus allatum which was ascertained by 
the previous experiments (Fuxaya & 
Mirsuuasui, 1958). Although the volume 
of the corpus cardiacum and corpus 
allatum complex becomes large again 
after it attains its minimum volume, the 
histological appearance of the secretory 
cells in the corpus allatum remains in- 
active through this period. This increase 
in volume may be something but it seems 
not to have direct connection with the 
diapause. 

As regards the neurosecretory cells of 
the brain, the role of each group is not 
yet known, but it has become clear that 
a part of the neurosecretory cells is 
continuing its secretion even in diapause 
period (Fig. 3). Fraser (1957) reported 
that a certain group of the neurosecretory 


Neurosecretory cells of brain Secretory 


Medial A-cell | Medial B-cell 


Lateral cell\ Posterior celll  allatum 


* cell of corpus 


Fig. 3. Morphological differences in the neurosecretory cells of the brain and the 
secretory cell of the corpus allatum between diapause and post diapause periods 


June, 1960 


cells in Lucilia showed an active secretion 
only in diapause period. But such a group 
of neurosecretory cells was not observed 
in the brain of the rice stem borer. Among 
these neurosecretory cells in the brain of 
the rice stem borer the B-cells of the 
medial group alone showed a remarkable 
change in their activities. Since they are 
completely inactive during diapause and 
become active before pupation, it may be 
presumed that these neurosecretory cells 
liberate some hormone which is related 
to metamorphosis. And further, these B- 
cells change their activities contradictorily 
with the secretory cells of the corpora 
allata, so that it may be considered that 
there is a close relation between them. 

Although the role of neurosecretory cells 
of the brain is obscure yet, it has become 
evident from the results hitherto obtained 
in our studies, that the larval diapause 
of the rice stem borer is pursued by the 
secretory activity of the corpora allata. 
It may be noted that the similar aspect 
has been obtained also in the European 
corn borer (Mirsunasu1 & Fukaya, un- 
published). 

Recently Hicunam (1958) has suggested 
that even in the pupal diapause the cor- 
pora allata may play some part in the 
maintenance of diapause. Therefore, such 
a mechanism as shown in the larval dia- 
pause of the rice stem borer may occur 
widely in other insect species. 


SUMMARY 


The neurosecretory cells of the brain 
and the secretory cells of the corpora allata 
in the rice stem borer have been inves- 
tigated histologically through diapause 
and post diapause. 

The neurosecretory cells of the brain 
consist of three groups in each half of the 
brain, medial, lateral and posterior groups. 
The posterior groups may be of new 
record in the brain of lepidopterous 
arvae. The medial group comprises two 
cypes of neurosecretory cells, A-cells and 
3-cells. 

The histological appearance of the B-cell 


Mitsunasui and Fuxaya: Hormonal Control of Larval Diapause 133 


changes remarkably with the progress of 
diapause break, i.e., the B-cell looks like 
inactive during diapause period and be- 
comes active towards the termination of 
diapause. The other neurosecretory cells 
did not show any significant change during 
that period. 

Judging from the histological appearance 
as well as the volume changes of the 
corpus cardiacum and corpus allatum 
complex the corpus allatum seems to show 
high activity during diapause and to lose 
its activity gradually towards the pupation. 

It may be noteworthy that there is a 
close relation between activities of the 
corpora allata cells and the B-cells of the 
brain during diapause and post diapause. 
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EXPLANATIONS OF PLATES 


Plate 1. Neurosecretory cells in the brain 
stained with CLark’s paraldehyde fuchsin techni- 
que after Susa-picric fixation. 

A, A-cell; B, B-cell; Cr., crack; Lat., lateral 
neurosecretory cell; Post., posterior neurosecre- 
tory cell; V., vacuole. 

I: The B-cell of the medial group at diapaus- 


ing period. The cell is filled with cytoplasm 
and vacuoles are absent in the cytoplasm. 
x 1300. 


Il: The B-cell of the medial group a few days 
before pupation. Cracks are present in the 
cytoplasm. Xx1300. 

III. The A-cell of the medial group at dia- 
pausing period. Large vacuoles are present in 
the cytoplasm. 1300. 

IV: The A-cell of the medial group a few days 
before pupation. The state of the cell is the 


same as that shown in III. Xx1300. 
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V: The lateral neurosecretory cell at diapausing 
period. The cell has no large vacuoles in the 
cytoplasm. 1300. 

VI: The lateral neurosecretory cell a few days 
before pupation. The state of the cell is the 
same as that shown in V. x1300. 

VII: The posterior neurosecretory cell at dia- 
pausing period. The cell has no large vacuoles 
in the cytoplasm. 1300. 

VIII: The posterior neurosecretory cell a few 
days before pupation. The state of the cell is 
the same as that shown in VII. x1300. 

Plate 2. Neurosecretory cells in the brain and 
secretory cells in the corpus allatum stained 
with Crarx’s paraldehyde fuchsin technique after 
Susa-picric fixation. 

B, B-cell; C. A., corpus allatum; C. C., corpus 
cardiacum; Cr., crack; S. C., secretory cell of 
corpus allatum; V., vacuole. 

IX: The corpus cardiacum and corpus allatum 
complex at diapausing period. The secretory 
cells of the corpus allatum are severely vacuo- 
lated. 650. 

X: The corpus cardiacum and corpus allatum 
complex a few days before pupation. The secre- 
tory cells of the corpus allatum have no vacuoles. 
x 650. 


摘 


a few days before pupation. 


Vol. 4, No. 2 


XI: The secretory cell of the corpus allatum 
at diapausing period. Large vacuoles are present 
in the cytoplasm. x 2000. 

XII: The secretory cell of the corpus allatum 
Vacuoles are absent 
in the cytoplasm. 2000. 

XIII: The B-cell of the medial group obtained 
from the artificially reared diapausing larva. 
The cell has no vacuoles. 1300. 

XIV: The B-cell of the medial group obtained 
from the artificially reared non-diapausing larva 
a few days before pupation. Crack is present 
in the cytoplasm. 1300. 

XV: The corpus cardiacum and corpus allatum 
complex obtained from the artificially reared dia- 
pausing larva. The secretory cells of the corpus 
allatum are severely vacuolated. x 650. 

XVI: The corpus cardiacum and corpus allatum 
complex obtained from the artificially reared 
non-diapausing larva a few days before pupation. 
The secretory cells of the corpus allatum have 
no vacuoles. Xx 650. 

XVII: The secretory cell of the corpus allatum. 
The same as XV. X2000. 

XVIII: The secretory cell of the corpus al- 
latum. The same as XVI. x2000. 
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=ARXAF 27 OSPRKERIC IS UKSG HW EY Reh 
HL. 休眠 期 お ょ び 後 休眠 期 に なお ける 脳 の 神経 分 泌 細胞 ちょ よび アラ メタ 体 の 


分 滋 細 胞 に 関す る 組織 学 的 研究 
農林 省 農 業 技術 研究 所 . 


ニカ メイ チュ ウッ ウ 脳 の 神経 分 泌 細 胞 は 中 天 」 側 方 お よび 
後方 の 3 群 か ら な り , 中 央 群 は 更に 染色 性 の 異な る A,B 
2 種 の 細胞 か ら な る 。 アラ タ 体 は 数 個 の 巨大 な 分 泌 細 
と 輸 郭 の 不 め いり ょ うな 小 細 胞 か ら な り 』 いん こう (GW 
Me) 側 神経 球 と 密 落 し て 一 体 を な し , その 境界 は 判然 と 
PAIR OSCE (HE) ICP, 脳 の 神経 分 泌 細 胞 で は B 細 
IOC PBB ACR AR Lic, すなわち , 休眠 中 の B 細 
胞 で は 細胞 質 が 一 様 に 充実 し て いる が , 休眠 覚せい と と 
も に 次 第 に 空 胞 が み ら れ る よう に な り , £5 IEEE 
か の も の で は 巨 大 な 空 胞 が 巡ら れる に 至っ た 。 COB 
の み ら れ る 状態 は 分 泌 物 を 放出 し て いる 活動 釣 な 時 期 と 


考え られ る 。 ま た , アラ タ 体 の 分 泌 細 胞 で は B 細 胞 と は 
Hic, 休眠 中 に 巨 大 な 空 胞 が なみ られ た が , PARR 
と も に 空 胞 は 消滅 し , & SEATICISE ARBRE S Se 
By MEQ く な っ た 

ァ テラ タ 体 いん こう 側 神 経 球 の 複合 体 は 休眠 中 は 大き 
が , 休眠 の 覚せい に つれ て 小さ く な り , よう 化 前 約 18 目 
で 最小 と な り , その 後 再び 大 きく な る こと が わか っ う 7 
以上 の 結果 か ら , アラ タ 体 は 休眠 期中 高い 活性 を 維持 
し て いる が , 休眠 の 覚せい に 伴っ て 深 第 に 不 活性 だ な る 
こと が 推察 され る 。 ま た , 脳 の B 細 胞 の 活性 が アラ タ 何 
の 活性 と 密接 に 関係 し て いる こと と は 注目 すべ きこ と と で お 
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筆者 は さき に ヒキ ガエル の 血液 北 固 と に つい て 詳細 に 研 
FL, その 北 血 成分 な ら び に 洪 固 過程 は フワ フル ファ リン 中 
寺 ネ ズミ の 血液 の 場合 と 類似 し て いる と と を 明らか に し 
た (草野 , 1960)。 へ ビ の 血液 北 固 に つい て は こと れ ま で 
全く 研究 が な され て いな い が , これ を 完 明 する こと と は 比 
BE TEM LDR SOC CHEATED Ko 

AHR DVB FT IT HTD CHUM APE REV Te YE EI 
含 助教 授 に 対し 謝意 を 表す る 。 

実験 材料 な ら び に 方 法 

供 試 動物 は マウ スズ ス , シマ ヘビ ジム グリ (NEVE 10 月 
PPO Le), 使用 薬剤 は ウル ファ リン で ある 。 
マウ ス に 対す る ワル ファ リン の 投薬 (0.25 mg) isha 
NEDO MURR AEA ERIC Koko VDA, 
NE MIRO H MAAN SH EY シュウ 酸 塩 を 使用 し た 。 ま た 
則 定 方 法 は それ ぞ れ 次 に 示す と お り で ある 。 

(1) Prothrombin time (PT) は 加藤 式 微量 測定 法 
DAE (三坂 ・ 草 野 , 1955), (2) Ca 再 加 時 間 は 加藤 
法 (1949), (3) Stable factor (SF) は WHITE, AGGLER 
€ GLENDINING (1953) の 方 法 に よっ て 調製 し た 保存 血 
青 を 代用 , (4) BaSo4 処理 面 液 は QUIck & STEFANINI 
DAE (1949), (5) Thromboplastin は マウ ス 脳 より 
AAV OMA (三坂 ・ 草 野 , 1955) に 準じ て 調製 。 

実験 結果 お よび 考 宗 

シマ へ ビビ の 全 下 を 137?@ で 加 温 する と 5 分 30, 秒 ご ろ 
か ら 少 量 の フィ ブリ ン を 析出 し , 36 分 も 経過 する と か な 
9 の フィ ブリ ン が 管 主 に 付着 する が , SMe RA 
LIEW. そし て 2 時 間 く らい 経過 し で る 完全 に RA 
y, 北 固 時 間 を 正確 に 測定 する こと が で き な か っ た 。 ジ 
7) の 血液 で も 同様 で あっ た 。 

シマ ベビ , ジム グリ の 各自 じょう ( 柴 ) に CaCl 
1/40M)+thromboplastin (5%) を 加え て PT を 測 
は る と , 前 者 で は 3 分 10 秒 , 後 者 で は 2 分 ご ど ご ろ に 半 透 


第 1 表 ワル フィリ ン 中 毒 マ ウス 血 し ょ う の PT に 
対す る 正常 マウ ス , へ ビ の 保存 血清 の 影響 


投薬 回 数 | pp 正常 マッ ウス シマ へ ど ピ yay y 
as よび | ay) 存 血 清 保 存 血 清 保 存 血 清 
採血 時 間 Im PT ( 秒 ) In PT ( 秒 ) 加 PT ( 秒 ) 
a 34.6 32.0 55.8 >420 
2 回 々 47.8 32.8 72.8 2 


上 明 で 細 片 状 の フィ ブリ ン が 多数 析出 し , ネズ ミ な どの 場 
合 の よう に フィ ブリ ン 塊 が 析出 し な い 。 ま た シマ へ ビ の 
血 し ょ うに CaClz(1/40M) のみ を 加え て Ca 再 加 時 間 を 
測定 する と 約 2 分 30 秒 で PT の 場合 の よう な フィ ブリ 
ン 片 が 多数 析出 し た 。 こ の こと と は マウ ス 脳 より 調製 し た 
thromboplastin は へ ビ の 血 し ょ う 中 の prothrombin 
転化 に 対し て 関与 し な いか , あぁ あるいは 必要 と し な いか の 
いずれ か で ある と 考え られ る 。 

次 に ジム グリ の 血 し ょ うに シマ へ ビ の 血清 ある い は 正 
常 マ ウス の 保存 血清 を 添加 し た 場合 の PT は それ ぞ れ 2 
分 40 秒 , 5 分 で , 血清 の 添加 に よっ て か えっ て PT は 
延長 し た こと に な る 。 ま た 第 1 表 に 示す よう に ワル ファ 
リン 中 毒 マ ウス 血 し ょ う の PT は 正常 マウ ス 保 存 血清 の 
添加 に より 短縮 し , シマ へ ビ , ジム グリ の 保存 血清 の 添 
加 で 延長 し , 特に ジム グリ 血清 の 添加 で 菩 血 が 全然 起こ 
ら な い 。 こ と の よう な こと か ら , マウ ス 保 存 血清 は へ ビ 血 
し ょ う の 凝 血 を 阻害 し , また へ ビ の 保存 血清 は 中 毒 マ ウ 
ス 血 し ょ う の 演 固 促進 に な ん ら 関 与 し な いこ と が わ か 
So ヒキガエル 血 し ょ う の PT は マウ ス 保 存 血 清 の 添加 
Cem Ll, Bele, PT も 正確 に 測定 で きる こと ( 草 
BF, 1959) PS, へ ビ 血 液 の 凝 血 性 は と ヒキ ガエル の 場合 
より も る も 劣る も の と 考え られ る 。 

MICH VAM LZ AO PT に 対す る ジム グリ 希釈 

第 2 表 - VVIs VV HBT V AML EDO PTI 

WITAZV A, VARML 45 ORF 


ワル ファ リン VAT flu & 1 OBE (%) 

rh a iit lb & 9 

の PT (%)| 50 30 20 10 
34.6 | >300 >300 56.0 42.0 
47.8 | >300 >300 >300, >300 


0.9% NaCl で ジム グリ 血 し ょ う を 希釈 し た 。 


! Notes on Blood Coagulation of Snake (Elaphe quadrivirgata & E. conspicillata). By Tyuzi Kusano, 
Laboratory of Applied Entomology, Faculty of Agriculture, University of Tottori, Tottori, Tottori 
Pref. Japanese Journal of Applied Entomology and Zoology, Vol. 4, No. 2, 1960. 
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第 3 表 TVD zm EID PT に 対す る シマ へ ビ 希 釈 血 し ょ う の 影 響 
Teas eA YVAEMUEIOBE (%) 
Milly 2D @D 
PT (®) 100 80 70 60 50 30 20 10 
| >300 >300 >300 24.8 13.9 SQ 10.8 10.2 


10.2 | 


Ml & 9 ORE OME HAS LF 2ROE DICED 
tihbbvaT VOM £ thE VAIL DOR 
固 に 対し 阻止 的 に 作用 する こと が わか る 。 こ れ は ジム グ 
リ 血 し じ し ょ う 中 に 北面 阻害 因子 を 含む とこ と に よる の か も し 
PEW ERVAT) © BaSO, MEHL 2 oD RPE YD 
ス 血 し ょ うに 同 量 添加 し た 場合 で を その PT は 300 秒 以 
で あっ うた 。 これ は 中 奏 マ ウツ ウス に 正常 マウ スズ ス あ る い は ヒ 
キ ガ エル の 各 BaSO4 処理 生じ し ょ う を 浦 加 し た 場合 Gt 
野 ,1956,1958,1959) の よう に prothrombin と labile 
factor の 量 的 不 均衡 の 増大 に よる も の か も し れ な い 。 
ERVVUAMLEIOPTICHT SY VN CARMEL 
LVDDKRER BASE RB38ROLAICEHS. thbb 
70~100% の シマ へ ビ 血 し ょ う は 完全 に マウ ス 血 し ょ う 
の 凝 血 を 阻害 する が , 10~20% Cee ee M eh & fA 
RO A je Slee ii & Sus 


HACO ML & 5 OB MPILPEHAeBL< BGST ED 
bro HBA CHL « SHOR MBSA FICOW CE 
現在 追求 中 で ある 。 
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ササ ラダ ニ 類 の 植物 加害 性 ! 


a 


東京 大 学 農 学部 害虫 学研 究 室 


ササ ラダ ニー 類 は 7 重要 な 作物 害 虫 と じ て 知 られ る ハ ダ 
= 類 と は 亜 目 を 異 に し , 大 部 分 の 種類 は 土壌 腐植 中 に 生 
活 す る も の で ある が , 諸 外 国 の 文献 中 に も 植物 体 上 より 
採集 され た 記録 が いく つか あり また 筆者 る も る わが国 に お 
いて 数 種 の ササ ラダ ニ を 菜 上 より 得 て い る 。 植 物体 上 に 
見 られる どい うこ で と だ け で は 言 は た 尽 て ダニ = が その 植物 
を 加害 する も の か どう か は 不明 で ある が , Rev iat 
に よる と Galumna allatum (Hrsrm.) は は ( 播 ) 種 後 の 
コム ギ の 種子 を か じ 


U 9,Chamobates lapidarius Wey 
は ボ ダ イ ジ a, オリ ー ブ , AV UV ORICBEBER YD, 

iil SZ (C—O TS (Krebs) を 生 ぜ し め , 枝 を 枯らす と の 
こと で ある 。 わ が 国 に お いて も 濡 田 (1958) が Galumna 


。 Injury to Plants Caused by Oribatid Mites. 


fuscata Kisnipa DY VFUVIFajARSBELKD, 


Podoribates noyorti KisnipA ノ ヨ ョ リサ サラ ダニ を クリ 


より 採集 し , Paroribates nitens Kismirpa ツツジ ササ ラ 
ダニ は 晩 春 に ツツジ を 加害 する こと を 報告 し て いる 。 
筆者 も 山梨 県 人 よび 東京 都 下 で 下記 の 種類 を 樹 上 より 
ビー ティ ング 法 に より 得 た 。(1) Camisia segnis Herm. 
(チッ ) (2) Neoltedes’ spi Ga = ee ee oe 
Trichoribates sp. (v*7=, YX=5 eo = oe 
(4) Oripoda sp. (A¥, & 7x), (5) Trhypochs 
thonius tectorum (BERL.) (AX), (6) Cepheus cephet- 
formis (Nic.) (YN), (7) Ceratoppia bipilis 
(Herm.) (FFP), (8) Pelops sp. (vyvTFs, 
YIN), (9) Galumnag spa CIN. 2 =e 
Ft)o TOM, (1)~(4) の 種類 は 土壌 中 か ら は 得 ら れ 
ず , も っ ぱら 植物 体 上 か ら の み 採 集 さ れ た が , ⑤)~9) 
の 種類 は 土壌 中 か ら も し ば し ば 得 ら れ , お ぉ おそ らく 土 壌 き 
樹 上 の 間 を 往来 し て いる も の と 老 ら れる 。 THEO 


By Jun-ichi Aoki, Laboratory of Applied Entomo- 


logy, Faculty of Agriculture, University of Tokyo, age: Japanese Journal of Applied Entomology 


and met vk ie eye 2, 1960. 


Coles 


Camisia 


Bl Bl Amico < ta G7 F= 
segnis (HERM.) 


が ラ ダニ 類 が 樹 上 に あっ て 何 を 栄養 源 と し て 摂取 し て い 
5 か が 問題 で ある 。 葉 の 汗 液 を 吸収 し で て いるか, BED 
類 を 食し て いる か , ある い は 他 の 小動物 を 捕食 し て い 
か の 三 つ の 場合 が 想定 され る が ,- こ の 点 に 関し て は 個 
の 種類 を 飼育 し て みな けれ ば ぼ ば わからない 。 KE, (1) 
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の Camisia segnis (Herw.) オニ ササ ラダ ニ Lap Fiz 
川 の 農 察 の 茶樹 に か な り 付 着 し て お り , その 消化 管内 に 
は 緑色 の 汁 液 が 満ち て いる こと こと か ら , BEH< KOBE 
を 吸収 する 害虫 と 老 そ えて よい と 思わ お れる 。 本 種 は 本 邦 よ 
り 未 記録 の 種類 で , ヨー ロッ パ ポ , ソ連 邦 に は 広く 分 布 し , 
樹 上 生活 性 の ダニ と され て いる が , アジ ア か ら は 知ら れ 
て いな か っ た も の で ある (筆者 が すでに 図 と と も に 報告 
し た Camisia segnis (HermM.) オニ ササ ラダ ニ (青木 , 
1959) は 本 種 で は な く , Camisia biurus Kocn オナ ガ 
オニ ササ ラダ ニ と 改め る る べき こと が わか っ た の で , と こと 
で 町 下 ずる )。 

オニ ササ ラダ ニ の 形態 前 体 部 は ほぼ 三角 形 を 呈し , 
ずる 。 陵 毛 は 多数 の 顕著 な 側枝 を 有 し , 内 側 に 強く 曲 が 
り , 互い に 交差 する 。 陵 間 毛 は な め ら か で 長く まっ すぐ 
に 延び , 前 体 部 中 央 に 位置 する 信 の 字形 の 隆起 線上 の 小 
突起 の 上 に 生ずる 。 撫 気 門 は 杯 状 ) その 中 より 短い シャ 
モジ 型 の 撫 気 門 器官 を 生ずる 。 後 体 部 は 背面 選 平 な 長 方 
WZ, BURRITIA 2 C3 対 , 中 央 部 に 4 対 の 小 剛毛 を 生ずる ゥ 
後 端 部 に は 4 個 の 突出 部 が あぁ り , それ ぞ れ 陵 毛 と 同様 な 
粗 剛 な 毛 を 生ずる 。 脚 は 太く , 各 節 に つめ 状 の 太く 短い 
毛 を 備え , 先端 に は 強大 な 3 個 の つめ を 有する 。 体長: 
0.78~0.83mm (前 体 部 の 突出 部 は 除く ), 体 幅 : 0.38. 
体 色 は ハダニ 類 ひ の よう な 鮮明 な 赤色 で な 
く , 茶 の 枝 と 同様 な 灰 か っ ( 褐 ) 色 で あぁ る た め 眼 に つき に 
くく , 動作 も は な は だ 緩慢 で ある 。 

浅川 以外 の 地域 の 茶樹 に つい て は 未 調査 で ある が , A 
本 各地 に 分 布 す る も の と 思わ れる 。 そ の 被害 程度 は まだ 
不明 で ある が , 茶 の 新 し い 害 虫 と みな さる べき も の に な 


る の ee 


~0.39mm。 
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昆虫 生理 談話 会 例会 
第 21 回 昆虫 生理 談話 会 は , 3 月 23 日 午後 1 時 半 か 
ち 新 宿 の 東京 電力 サー ビス セン ター で 開催 され , 次 の 2 
講演 が あっ た 。 BRA 30 Bo 
1. ミッ バチ の ロー ヤル ジェ リー の 化学 的 性 質 に つい 
TORE & EO (LOAF O fA 
小山 内 実 ( 東 大理 動 物 ) 
=oOne 
岡田 一 次 CEJNAEE) 


Bo SEZ MEO UNC =, 


植物 防疫 事業 記念 大 会 ‘ 
fp AHEM EER AT SIC 10 周年 ) また 農林 省 
に 植物 防 疲 課 が 設置 され て 満 10 年 と あたる の で 7 植物 
防 事 業 の 成果 を た た える と と も に , FRORELMT | 
DROODMAAS OH BIER 6 団体 共催 の も と に 
4 月 6 午後 1 時 か ら 東 京都 代田 区 平河 町 の 日 本 圭市 
2B — CHAD AV 
当 目 は 全国 各地 か ら MERE 600 余 名 が 出席 月 
し た が , 植物 防 疲 事業 に 功労 の あっ た 機関 , 団体 C9) や 
個人 (146 名 ) に 表彰 状 と 記念 品 の 贈呈 が あう た 8 


wp 
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第 8 回 評議 員 会 


昭和 36 年 度 の 本 学会 大 会 開催 地 に つい て 審議 し た 結 


第 8 回 評議 員 会 は ), 3 月 28 上 日 午 後 5 時 か ら 京 都 大 学 
楽 友 会 館 に お いて 河田 会 長 の ほか 下記 24 評議 員 出 席 の 
も と に 開催 され , 次 の 報告 と 協議 が あっ た 。 
Hara: HES - RAB - BAER - Hxk— 
KK: MB -ARAK: -AARl- KRESS - 
夫 ・ 上 遠 章 ・ 南 川 仁 博 ・ 三 坂 和 英 ・ 野 村 健 一 ・ 小 野 正 武 


EE 


‘BEA ZY- ARAB - AR - BRM: Rew 
・ 内田 俊 郎 ・ 山 崎 輝 男 ・ 安 松 京 三 ・ 信 木 誠 政 

i oe 

会 


AOR), HA, 国外 の 雑誌 交換 状況 お よび 本 学会 
賞 の 選 圭 経過 の 報告 だ あぁ り , )MMRA ORES WD mM 
介さ れ た 。 なお, 現在 の 本 学会 員数 と その 前 年 比 (か っ 


CA) it, @8SB 10 (0), ESB 908 (+71), 
2S 192 (+3), #HA8 38 (—4), # 1138 (+70), 
会 誌 の 交換 先 は 国内 41, 国外 40 カ所 で ある 。 

2. 協議 理 項 

1) 会 長 お ょ び 評 議員 の 選挙 細則 の 変更 に つい て 
会 長 お よび 評議 員 の 選挙 細則 第 6 条 は 「 正 会 員 で あっ 
て も 選挙 施行 年 度 に お ける 年 会 費 の 少な く と も 前 半期 分 
を その 年 の 6 月 30 日 まで 納入 し て いな いも の は , 選挙 
Mets LO PEAS HEE | と な っ て いた が , 前 回 の 評 
MARI CHR SHI’ OBICMA SMA, 「 正 
会 員 で あぁ っ て る 選挙 施行 年 まで の 会 費 ぁ その 年 の 6 月 30 
日 まで に 納入 し て いな いも の は 選挙 権 お よび 被 選 挙 権 を 
RI | に 変更 する と と に 決定 し た 8 

(2) 来年 度 本 学会 大 会 の 開催 に つい て 


果 , 東京 大 学 農学 部 で 開催 する こと に 決定 し た 。 
(3) 学会 賞 規定 の 変更 | 
従来 の 学会 賞 規定 に は 不備 の 点 が あぁ る の で , ABER 

LI RRO LDCR UI 
第 エ 回 の 評議 員 の 投票 に より 選出 され た 候補 論 訪 a うろ 

WC, 会 長 の 指名 に ょ る 選考 奏 員 会 (仮称 ) が ま す 審議 

L, 授賞 候補 者 を 明確 に する 。 授賞 者 の 最終 決定 は 評 評 

員 の 投票 に よっ て 行なう 。 

WHE S SWISH HIC OU CRRD HID, 

別個 に 研究 す る 。 

農学 賞 に つい て は , 当 学 会 賞 よ り も 早め に 評議 員 答 伴 

に ょ より 選出 を 受け , 最終 的 決定 は 今 ま で どおり 常任 評議 
5) 


それ ば 


第 4 回 本 学会 大 会 
第 4 回 日 本 応用 動物 慣 虫 学会 大 会 は , 3 月 29~31 A 
の 3 日間, 京都 大 学 法 ・ 経 済 学部 で 開催 され た 。 329, 
307i Ait, 157 題 の 一 般 講 演 , 本 学会 賞 授賞 式 , 記念 護 
演 お よび 総会 が 行なわ れ , 3 月 31 Aicidt “Bsa, 
mee’, “COR & SRA’, “HR OAR 
D3DOF—VICOITYY RY Y LBA DhIee 
席 者 は 450 % % MARAT H Tio 
FSRRB MES 
ロ テ ノ ン の 作用 機構 に 関す る 一 連 の 研究 
深見 順一 ( 農 技 研 ) 
近年 有機 合成 殺虫 剤 の 出現 を 契機 と し て , 殺虫 剤 の 層 
用 機構 に 関す る 研究 は よう や さく 世界 各地 で 重要 な 課 顧 で 


a 
x 


chb> 上 げ られ, 窒 目 を 浴び る よう に な っ た 。 che 
に の よう な 研究 が , PMIKO AIM, 既存 虐 薬 の 改良 , wm 
業 の 実際 の 施用 な どの 場合 きわめ て 宣 要 な 意義 を 持っ 
いる と と が 認識 され て きた か ら で あ る 。 し か る に 一 部 
の 殺虫 剤 を 除い て , 作用 機構 に 関す る 系 統 的 な 研究 は 非 
店 に 少な い 。 た と えば 殺虫 剤 の 化学 構造 と 下 作 用 と の 関 
係 を 追究 する 場合 に も , 複雑 な 薬理 作用 の 総合 結果 で あ 
る こん 人 ん 虫 の 死 と 薬剤 の 化学 構造 と を 直接 結び つけ て 処理 
され て いる の が 現状 で あぁ る 。 

ョ テ ノ ン は 天然 殺虫 剤 で あり , か つ 高 等 動物 に 対す る 
FEELS DW THEW. MULLER の 説 と よる と , 最も 理想 
的 な 殺虫 剤 と は , ピ レ ト リン の よう な 強烈 な 麻 ひ 作用 を 
持っ た 構造 と 』 テ ノン の よう な 致死 作用 の 確実 な 物質 と 
MMASHKEDCHS E45, そ と で 生 者 は ロロ テ ノイ 
ド 化 合 物 の 改良 を ゃ 企てる に あたり , まず ロ テ ノ ン 誘 導体 
の 倫 学 構造 と 殺虫 作用 の 関係 を 明らか に し よう と し た 。 
と の 解明 の 第 一 段階 と な すべ き と と は , ロ テ ノ ン の 一 次 
的 作用 を つか むと と で あぁ る 。 

まず 比較 生化 学 的 立場 か ら , と ん 虫 の 神経 お よび 筋肉 
の 呼吸 代謝 が 高等 動物 の 代謝 に 類似 し て いる と と を 確認 
LU, また と ん 虫 の 臓器 の よう な 微少 な る の の 代謝 を 追究 
還る 方 法 を 確立 し た 。 そ ど で こ と れ ら の 方 法 を 用 いて , 2 
る ノン の こと ん 虫 呼吸 代謝 に 及ぼ す 影 響 を 調べ , ロ テ ノ ン 
は 虫 休 内 で 神経 お よび 筋肉 の 細胞 呼吸 を 抑制 し て 虫 を 殺 
す が , その 呼吸 抑制 の 一 部 は エ し - グ ゲ グルタミン酸 脱水 素 本 
素 の 抑制 で ある と と を 見 い だ し た 。 次 に 筆者 は , この 一 
次 的 作用 を 利用 し て , 和 種 の a』 テ フン 誘 導体 の 化学 構造 
殺虫 力 と の 関係 を 検討 し た と と ろ , 酵素 阻害 力 , 神経 
の 興 奪 伝導 抑制 力 お よび 殺虫 力 の 間 に , 2, 3 の 誘導 体 
を 除い て , 明らか な 平行 関係 の 存在 を 認め た 。 と の よう 
次 殺虫 力 と 呂 素 阻 割 力 と の 関係 に つい て は , 
& Marcy (1949) が 有機 リン 殺虫 剤 の コリ ン ェ ステ ラ 
テ で 阻害 力 と 殺虫 力 と の 平行 関係 を 見 い だ し て 以来 , 他 
の 殺虫 剤 で は 初め て で ぁ る 。 て こと の 研究 の 結果 , 従来 密接 
隊 関 係 が ある と いわ れ て いた , クロ マ ノ ク ロマ ノン 核 は 
AF Li MARCEL, クロ マ ノ ク ロマ ノー ル 核 も 
側 望 で ある と と を 認め , ロ テ ノ ン の 殺虫 性 に お いて 7 位 
5 よ び 8 位 こと おけ る トラ ンス 構造 の ほう が , シス 構造 よ 
重要 で ある と と が 明らか に され た 。 

文部 省 科 学研 究 費 の 配分 

昭和 35 年 度 の 研究 費 配 分 総額 は 18 億 1940 万 円 で , 
門 れ は 科学 研究 費 交 付 金 (14 fe 3768 万 円 ) と 科学 試験 
RFE Le HB <e (2 億 5000 万 円 ), 研究 成果 刊行 費 補 助 金 
3880 GF), 輸入 機械 購入 費 補助 金 (9292 万 6 FA) 
5 ぅ と に 区 別 さ れる 。 科 学研 究 費 は 更に 総合 研究 (4 fk 89 
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万 5 千 円 ), 機関 研究 (7 億 8076 万 円 ), 各個 研究 (2 
億 5602 万 5 千 円 ) に 細分 され た 。 

研究 課題 の 選定 に あみ た っ て は , も ちろ ん その 内 容 を 債 
重 に 検討 し , 成果 の 期待 され る 研究 を 重点 的 に 採択 し た 
が , 原子 力 ・ 物 性 ・ ェ レク トロ ニク ス ・ 生 化学 ・ が ん 
(Hi) + 7 PT 地域 の 社会 ・ 経 済 構造 な どの 部 門 の ほか , 
本 年 度 は 特に 台風 防災 ・ 海 洋 科学 ・ 核 融合 ・ 数 理科 学 ・ 
原子 炉 利 用 ・ 超 高層 物理 ・ ウ ィ ル ス な どの 部 門 に お ける 
基礎 的 研究 が 配慮 され た 。 

総合 研究 (4 件 , 本 会 々 員 7 名 参加 ), 機関 研究 (な 
UL), 科学 試験 研究 (1 件 , 4 名 参加 ) に つい て は BB 
し , 会 員 に 関心 の 深い 各個 研究 に つい て 述べ る 。 

各個 研究 は 上 記 予 算 を 学術 会 議 の 区 分 に 従っ て 分 割 す 
So MAIL 6 部 に あたり, 配分 額 は 3825 万 円 で ある 。 _ 
EUT CAD BAIT Ae + MSE AEE - PRA + 7K PEE - 
MAF - MRCS - RHF - BHR EO 8 学科 に 分 か れ , 
応用 動物 学 は 他 の 作物 学 ・ 育 種 学 ・ 園 芸 造園 学 ・ 植 物 病 
理学 と と も に 小さ い 豊 学 の 区 分 に 含ま れ て いて , FOR 
分 額 は 665 万 の うち わずか に 77 万 円 と すぎ な いし , 採 
択 件 数 も 44 の うち 6 件 と 押さ えら れ て いる 。 と の 件 数 
と 査定 額 と は 前 年 度 の 実績 と 本 年 度 の 申請 と にょ っ て 算 
出さ れる の で ある 。 ひとり で 3 多く , 少し で る 多く の 研 
完 費 を も る もら うた め に は , どう し で る 申請 を 多く し な けれ 
ば な ら な い 。 「 ど う せ 出し で る も る ら え な いか ら 」 と いっ 
て 申請 し な いと ます ます 減少 し て いく の で ぁ る か ら , + 
後 は 会 員 各 位 は こぞって 申請 し て いた だ きた い 。 KER 
の 本 会 会 員 の 申請 は 39 件 に すぎ ず , と の よう な 少数 の 
も の は 他 の 学会 と に は み ら れ な いる も る の で あぁ っ た 。 申請 件 数 
と 採択 件 数 と の 割 合 は 各 学 会 と も ほぼ ば 同じ で あぁ る か ら , 
多く 申請 すれ ば それ だ け 多 く 採 択 さ れる わけ で あぁ る 。 
各個 研究 は 一 般 の 人 の を A (1 件 20 万 円 程度 ) と し , 
RICHARD BOAO OIC BCLS BARE) を 設 
け て あぁ る 。 その 割合 は 大 体 10% で ぁ る か ら , 若い 人 の 
研究 に る 狭い けれ ども 門 は あぁ あけ られ て いる 。 本 年 度 の 審 
AMC, 過大 あぁ るい は 過小 の 申請 が みち られ た が , と これ は 
審査 員 を 悩ま す だ け で 少し る 利益 に な らち ない 。 研究 は 認 
め ら れ た が 過大 で あぁ あり, か つ 申 請書 の 内 容 を 精読 する と 
減額 の 余地 が な い の で 採択 され な か っ た も の も あぁ ある 。 こ 
れ は 他 の 研究 費 を 申請 され る と と が 望ま し い 。 ま た 過小 
の た る め 許 され た 範囲 内 で $ 増額 が でき な い % の も あぁ っ 
た 。 ERURASZWVUBORECHBMEINZOBEW 
ざ 選 35 

本 年 度 の 応用 動物 (こん 虫 を 含む ) 学 に 関す る 申請 は 
39 件 あっ た 。 こ と これ は 審査 員 ぁ を 通し て 関係 学会 に 送ら れ , 
Vek, 副 会 長 , 審 査 員 (三坂 和英 ) に よっ て 選考 され , 
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日 本 応用 動物 慣 虫 学会 


12 の 研究 が 配分 候補 と な っ た 。 そし て これ は 更に 六 部 省 
の 審査 委員 会 に と お いて 審 義 され, 次 の 6 件 に し ぼら られ た 。 
1. HATO joint action に 関す る 研究 2059 


A. 


東京 教育 大 


2. 徹 』 


三坂 和英 
E 物 な ら び に その 代 席 産物 利用 に よる 害虫 駅 


除 に 関す る 基礎 的 研究 20 万 円 fd WA Ae ot 
EA 


3. ARF 


分 光 分 析 そ の 他 微 量 分 析 法 の 線 虫 分 類 学 へ 


の 応用 15 万 円 AK 西沢 務 
4. 水稲 ケイ 酸 窒素 と 三 化 メイ 虫 125A 山梨 大 
笹本 部 


B. 1. 害虫 個体 幕 と その 天敵 と の 相 互 作用 の 実験 的 研 
% 5 万 円 RRR 高橋 更 格 
2. 昆虫 神経 生理 に 関す る 基礎 的 研究 5 万 円 東 
大 農 橋 橋 敏夫 
(三坂 和英 ) 
会 員 動 静 
新入 会 員 
目 研 化学 株 式 会 社 東京 都 申 央 区 築地 3 一 10 
A £ 東京 都 北 区 西ヶ原 農 技 研 農 薬科 
Wit = 東 京都 豊島 区 高田 南町 2 一 593 中 外 製 薬 
KK 
佐藤 安夫 HATA RILA AREER aot 
吉野 HE 島根 県 知夫 郡 浦郷 町 中 学校 内 
春木 RR 北海 道 開 室町 新生 ROR +R 
BA BR 東京 都立 川 市 羽衣 町 ユー6 都営 アパート 
3—78 
森 津 孫 四郎 WORKER 山口 大 農学 部 
All MH 東京 都 杉並 区 高円寺 奏 糸 試験 場 生理 部 
劉 ER 台湾 台北 市 南海 路 25 中 国 農 村 復 興 隊 合 委 
AS 
小浜 LF SARITA ea 
HOG 
朴 在 植 MSE TART BRR aR 
小 草 勝正 HATH LR KSA MO PINT 京都 府 農林 
REALE 
黒川 秀一 福井 市 町 屋 町 福井 農 試 
待 田 行雄 福岡 市 箱崎 九 大 農学 部 奏 学 教室 
MOM =O 札幌 市 豊平 5 条 13 丁目 林業 試験 場 北海 
道 支場 
OS 武男 富山 市 太郎 丸 富山 農 試 
水田 FRI 京都 市 左京 区 北白川 BORE 


川田 


和 


滋賀 県 草津 市 渋川 町 滋賀 農 試 病 虫 係 


日 本 農薬 株 式 会 社 大 阪 市 南 区 村橋 通 4 一 27 日 農 KK 


it fia] 


— BB 


誌 第 4 巻 Ie 

大 阪 支 店 相談 所 

東京 都 北 区 志茂 町 3 一 31 日 本 化 薬 KK 
王子 製薬 工場 

大 阪 府 河内 長野 市 西 代 日 本 農薬 KK 

i FE a 7K RT Pa 7 — UR 
科大 学 


静岡 市 北 安 東 851 静岡 農 試 昆虫 研究 室 
神奈 川 県 平塚 市 寺田 神奈 川 農 試 


応 動 昆 九州 支部 福岡 県 筑後 市 九州 農 試 内 


東京 有機 化学 工業 株 式 会 社 


浅野 


住所 変更 


木村 


片桐 
平野 
上 村 


勝 司 


雅夫 
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Hk 
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岡本 大 二郎 


右 川 
滝田 


東京 都 北 区 豊島 5 一 4 
神奈 川 県 小田 原市 国府 津 全 購 連 農 薬研 


MAUR ARTE DIETS 農林 省 滋賀 統計 詩 
査 事 務 所 

高知 市 丸の内 9 林 試 四国 支場 

三重 県 多気 郡 勢 和 村 朝 柄 

熊本 県 飽 託 郡 河内 芳野 村 大 字 船 津 847 一 1 
KBAR RR Pee RR 
RFE SE ] 
東京 都 北 区 志茂 3 一 37 BARBER 
静岡 県 清水 市 渋川 100 


萩原 
We 
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池本 
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名 古屋 市 南 区 中 制 町 名 古屋 市 立 室 小 学校 
長野 県 須坂 市 党 盤 町 上 高井 病害 虫 防除 所 
MART REE 
RPP : 
fe UR aA TT BTL 
秋 


庵原 農薬 KK 研究 所 
田 県 平鹿 都 平 鹿町 醍醐 県 立 果 和樹 試験 場 
東京 都立 川 市 富士 見 町 東京 都農 試 
愛知 県 実 城市 新 田町 小山 名 大 農学 部 
神戸 市 生田 区 新港 町 神戸 植物 防疫 所 
甲府 市 橘 町 18 山梨 県 訂 改 良 普及 課 
長崎 市 興善 町 35 長崎 大 風土 病 研究 所 
大 分 県 東国 東郡 国東 町 大 字 小 原 KOE 
東村 橘 指導 所 
広島 県 福山 市 東 深津 町 中国 農 試 

ALOE Ti DLA Be 7 EOS 
(tS eG VASE BB EF 


県 立 坂野 高校 


| 
f 


=> 
Ba 


3 Fi] 


大 阪 市 北 区 南 扇 町 大 阪 市 立 大 理学 部 


ETC FRR 日本橋 3 丁目 津村 交易 KT 
専売 公社 し ょ う の う 試験 場 鹿児島 市 下 伊 敷 町 
牧野 秋雄 静岡 市 北 安 東 AREA 


: 
林業 試験 場 保護 部 東京 都 目黒 区 下 目 黒 4 丁目 : 


三共 の 農薬 は 
ら 完 べき の 品質 管理 の も と " 
(PRBS CEOS PEOMEE 


蔵 ま で 農林 作物 を 守る 殆 ん 


イ モチ に ビタ リッ ぃ 


メラ 


野 菜 な ど 作 OR Alo 


= HED 


FS. BS. RHO wm Al 


BE fp =H] 
as FL Fi 


玉ねぎ の ペ ト 病 に 


ベ 


HmevFIAV 


f- 


Yuna? 2 


AOC aS ey) 周到 | な 研究 


DBCP#I 


を 経て 


合理 的 な 近代 的 設 庶 の 中 か 
で 造り 出さ れ て おり 、 時 代 の 先端 やゆ ⑰ 
Kr CRE & D> SIVA 


ERAT O Bk & BUH FE LL C40 0 ま - 


メイ 虫 \ い カラ バエ 、 ダ ニ に 


土壌 害虫 に 


ペペ ブラ 


ヤノ ネ 、 ル ビー な ど カ イガ ラム シ に 特 効 


に = i eae, be ED BF 


=#70t1-L 


ャ シマ の 土壌 病害 虫 防 除 薬 


ネ マ の 防除 に 、 効 果 の 高い 、 


八 洲 化学 工業 株 式 会 


KEM bPRK BKB AE 1 -— 3 (KE VV) 


Jr—Wh Fil 


ノッ ケ メ ー ト | 


Ferric ena corbamate PERTLTS RBABKOM] 
AIC, FAIRE LCRBOUUKRES 6 っ た 化合 物 で あり , RAR, | 
花井 等 の 病害 防除 に 使用 され て いる . \ 


eS 


F os ワ メ スー ト 


Zinc dimethyldithio carbamate を 主 成 分 と し て ノッ ク メ ー ト の 鉄 | 
塩 を 亜鉛 塩 に 置き 換え た 白色 の 粉末 で 非常 に 安定 し た 化合 物 で あり , RAL 
方 法 そ の 他 は ほとん ど ノ ッ ク メ ー ト と 同様 で ある . [ 


サ Dans 剤 


チオ Jy F 


Tetramethyl thiuram disulfide PEMTELEABOMKTH 0 
種子 消毒 剤 に 使用 する と ホル モン 的 な 効 peviie ae Ue tae | 
BATS SDRUICHOT oRORMECT 2 ESDREOUS CODY 


EMSC 仮称 化合 物 を 配合 し た 薬剤 で 現在 殺菌 及び 実用 化 試 験 を 続行 中 で 
ay fa Ail IP TNA SER EARS ASE 


リョ リー 大 内 新興 化学 工業 株 式 会 社 


京都 中 央 区 日 本 橋 井 劉 町 1 へ 14 


4 +5 HES CHES 
記 グ コー == 


HON 
品質 の 確か な 殺虫 剤 


a2 eek aR OF AY GL Bl 
持続 性 マラ ッッ > 剤 G M ak 0 Al 10 
ya th Rm & Pr vAT hy FAl18 
& oho に ホク コー アル ドリ ン 和 粉剤 
Aw 害 虫 に 林業 用 フォ オッ ク A・BB 


油 虫 、 家 タダ = 駆除 に 室内 用 フ オ ッ グ A・BB 
便利 な 殺虫 殺菌 剤 


( 新 発売 ) ホク コー ガー デック ス 
カイ ガラ 虫 の 防除 に < < 
冬 使う 殺虫 殺菌 剤 メ ル ン ン 
( 新 発売) 


TIT TTT TMIIIIITTTITTIITTTTIIT TTD | 


Hl A 


も っ と も すす ん だ ホク コー 殺菌 剤 


| KE Ot KB A say ® wl | 
| あら ゆる 種子 消毒 に pg | eo a eo 
散布 用 水銀 剤 の 王者 ン 


| イモ チ も 防ぐ モン ガレ 
FARR 


i 


北興 化学 工業 株 式 会 社 


東京 都 千 代田 区 大 手 町 1 の 3 
AL ote A oe te TH 


HO 病 
ee es a OS te | 
VALU 
(説明 aS ME 2) 


7K £8 Fil m =E FR 


いも ち 病 は も ちろ ん 、 そ さい や 果樹 の 病気 まで 確 
か な 効き あめ を あら わし ます 。 北 海道 か ら 九 州 ま で 、 
発売 以来 ます ます 用 用 され て いま す 。 


LP Ps SL 


ets 長 


Ww 最近 各地 で ホリ ドー ル と シン メル と 
を 混用 し 、 二 化 メ イ 虫 を 防除 する と 
同時 に 、 いも ち 病 も 了 予 防 し ょ うと す 
る 作業 が 盛ん に 行わ れ も て いま す 。 こ 


の と き の 水 銀 剤 と し て は 本 剤 が 非常 


SS AE oy dat Glan = Si: Ja 
水銀 粉剤 に くら べ 経 費 が 非常 に 安く 
-—EX ESO. 7KSRHAIIS SC bX, HL 
% VELA IS 26 ~L  A SER 
は 約 ね の 経費 で 、 い も ち 病 を 防除 で 
さま 0 のり の な 
いと いう 評判 で す 。 


RY FOUR ED EIBET Ob, 


殺虫 、 殺 菌 力 を お と すこ と は あり ま 
せん そ さ いや 条 樹 に 使う っ ボル ドッ ウ 
液 と 混用 する と 一 そう きき め が 確 か 
に な りり ます の で 各地 で 混 谷 法 で 
盛ん に 使わ れ て いま す 。 


SLaAll ・ SEA 


dad DIB si 38 


本 剤 の 散布 液 の 有効 成分 は 陽 電 気 ( 填 ) 
を 帯び て お り 、 除 電気 (一 ) を 帯び て い 
る 病原菌 や 植物 体 と は お 互 に 電気 的 に 
HODES) ES SHEA ) Fao fe 
っ て 主 成 分 の 水銀 は ーー そう 確か な きき 
め を 示し ます 。 カチ オン の 原理 を 利 
用 し た わが 国 は ヒ じ め て の 水銀 剤 で す 


BI 


本 剤 は イモ チ 病 菌 に すぐ れ な た 殺菌 力 を 
示す PM A( 楓 酸 フ ェ ニ ル 水 銀 ) に 、 風 
雨 で 流亡 し に くさ く 残 効 性 に 富ん だ PM 
C( 塩 化 フ エニ テル 水銀 ) と に 回 落 罰 (に 9 
ぐれ また PMR (2 7a eae ee 
ル ホ ン 酸 フェ ニル 水銀 ) の 三種 の 水銀 
を 巧み に 配 剤 し た 新 処 方 の いも ち 病 防 
除 剤 で す 。 昭和 33 年 より 各地 で 試験 き 


れ 、 本 剤 の 優秀 性 が 確認 きれ て いま すす 


日 本 農薬 株 式 会 社 


お 問合せ は … 東 


京都 中 央 区 日 本 橋本 町 2 の 3 


果菜 類 の 病害 に / 


トリ アジ ン 水 和 剤 は 、 ボ トリ チ ス 病 に 特 効 
を 示す ほか 、 和 各種 の 病菌 に も 卓 効 を 表わす 
の が 特色 で 、 病 菌 の 感染 防止 効果 に 加え 
て 、 胞 子 の 発芽 を 阻止 する 強力 な 直接 殺菌 
効果 ido Oss Gio 


強力 有機 殺菌 剤 


HSrYUPIO 


苗代 の 病害 、 イ モチ 病 に 日 PME ¢e-=427) 液剤 
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